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０日目　ロマンス小説の前夜













　ウィルフレッド・ランスが死んだ。

　その報しらせを受けて、瑛え莉り菜なは男の部屋へ乗り込むことを決めた。むろん、事情聴取のためだ。

「俺もまずいとは思ったよ。でもこいつ、あんまり言うこと聞かないし。嫌いなんだもん」

　季節は菊花の香る十一月の初旬。特別に肌寒い日ではないけれど、暖房のかかったマンションの一室には冬が忍び込む隙間もない。

　テーブルを挟んで瑛莉菜と向かい合う男は、骨張った手で器用に紙飛行機を折っている。チラシには無精髭の男に似合わない乙女らしいイラストが描かれていた。

「嫌いなんだもん、じゃないですよ！　そんな曖昧な理由で彼を殺してどうするんです。ヒーローですよ」

　瑛莉菜は音を立てて椅子から立ち上がると、男の手の中にある紙飛行機を乱暴に引っこ抜く。

「いいですか！」

　ぐしゃぐしゃになった紙を広げ、男の顔の前に突きつけた。

　そこに描かれた金髪碧眼の美少女は、騎士服の青年に大切そうに抱き上げられて微笑んでいる。来月からアニメ版の放映が予定されているヒストリカル・ロマンス小説の主人公だった。

　作品の題名は『結婚しナイト！　～プリンセスの花婿さがし～』。大人女子向け恋愛小説レーベルであるミエル文庫で三年間にわたり人気を博し、ついにはレーベル初のアニメ化まで掴み取った全六巻に及ぶシリーズものだ。物語の作者、「やよいはる」は、今やレーベルを代表する作家として大注目を浴びている。

　瑛莉菜は、そのやよいはるの担当編集者なのだ。増刷に次ぐ増刷、そしてアニメ化まで決定した今だからこそ、次なるヒット作を書いてもらわなくてはいけない。

「この『結婚しナイト！』がヒットした今、先生に書いてもらわないと困るんです。編集部も期待しています！」

「えー、でも俺疲れたし。三年も書いてたからもう書けないよ。そろそろふたりで慰安旅行でもどうかな、宇う野のちゃん」

　ところが当の売れっ子作家やよいはるは、首を傾げながらウインクつきで休みをねだってくる。

　瑛莉菜は鼻を鳴らしてウインクを跳ね返した。

「却下」

「宇野ちゃんのケチ！　俺、この前三十五歳になったんだよ。休まないと死ぬし、乙女の恋愛なんてもう書けないもん」

　駄々をこねて泣き真似を始める担当作家に、痛むこめかみを押さえてため息をつく。

　ミエル文庫きっての人気作家やよいはるは、乙女心をキュンとさせるかっこいいヒーローと、女子なら一度は憧れるロマンチックな物語構成で多くのファンを獲得し続けている。そのやよいはること竜たつ田た弥生やよいが実は三十五歳の独身男性であるということは、編集部のトップシークレットだった。

　弥生はイケメンと評しても差し支えない部類の男だ。あっさりとした顔立ちを造形するそれぞれのパーツは美しく、これ以上ないほど絶妙なバランスで配置されている。着実に年齢を重ねた大人の男にだけ許される渋さも持ち合わせていた。

　けれど外出するのは週に一度で、訪問者といえば担当編集の瑛莉菜か、弟だけ。髪はボサボサ、髭の手入れも適当とくれば、せっかくのイイ男も台無しだった。当然、恋人と呼べる女性はいない。

　瑛莉菜だって、できることならこんな頑固で聞き分けのない男の相手はしたくなかった。それでも、弥生の書く小説がおもしろいのは事実だ。その物語に一番惚れ込んでいるのが自分であるという自負は、編集者としての矜きょう持じでもあった。だからこそこうして、新作は書けないと言い張る弥生の部屋にまで押しかけてきている。

「三十五歳になったんですから、もっと素敵な乙女の恋愛が書けるようになっていますよ。一緒に考え直しましょう。基本のプロットはおもしろいんですから」

　瑛莉菜は手にしていたアニメ『結婚しナイト！』のチラシを丁寧に折りたたみ、テーブルの隅に置いた。椅子に座り直して、ふて腐れている弥生と向き合う。

「まず、ウィルフレッド・ランス公爵が暗殺されるなんて展開はナシです。彼はこの物語のヒーローなんですから。勝手に悲恋物にしないでください」

　弥生はしたくもない宿題をさせられる小学生のように、だらしなくテーブルに肘ひじをついて唇くちびるを尖らせる。

「だって、本当に分かんないんだよなあ。なんでレディ・ウェンディ・コールリッジがこいつに惹かれるのか。俺、この男あんまり好きじゃない」

　ウェンディは、ウィルフレッド・ランスと恋に落ちるヒロインの伯爵令嬢だ。

「それはほら、ウィルフレッドのかっこよくて……優しいところとか」

「優しいところお？」

　弥生は眉間にシワを寄せ、疑わしそうに瑛莉菜を見やった。

「ほんとに女はそんなことで男を好きになったりするかね。恋ってのは理屈じゃない。惹かれる理由なんて、説明できるほうが怪しいよ」

　とっさに返す言葉が見つからなくて、瑛莉菜はふっくらとした形のいい唇を真一文字に引き結んだ。人並みに恋愛経験はあるつもりだけれど、〝本気で人を好きになる〟ということに関してはイマイチしっくりきたことがない。

　なにも手につかないほど骨抜きにされるなんて、ロマンス小説の男女にしか成立しないと思う。だって、手放しでなりふりかまわず他人を好きになる自分は、想像するのも怖いくらいだった。ほかの誰かの一番大事なものになるのは、夢の中でさえ難しい。

　二の句が継げない瑛莉菜をよそに、弥生はべたりとテーブルに突っ伏して右手を伸ばす。そしてテーブルの端に飾ってあった写真立てを引き寄せた。

「宇野ちゃんから聞ける恋バナはこの悲しい初恋の話だけだし」

「ちょっと！　私だってそれ以外にもしてますから、恋のひとつやふたつ」

「ふーん。じゃあ、最近彼氏とはどうなの？　彼氏のどこが好きなの？」

　弥生がテーブルに左頬をつけたまま、ジトッとした三白眼で見上げてくる。瑛莉菜は視線を泳がせた。

「……一ヶ月前に、別れました」

「ほーらね。宇野ちゃん本気で好きでもないのに告白された男と付き合うから、長続きしないんだもん」

　瑛莉菜はろくに反論も思いつかないまま、ただ拗すねたようにそっぽを向いた。

　宇野瑛莉菜、今年で二十六歳。

　栄えい樹じゅ社しゃ第三書籍編集部所属で、ミエル文庫の人気作家・やよいはるの担当編集者。背中に流れるやわらかな黒髪と、アーモンド型の濃い茶色の瞳が人目を引く。

　本人としては、付き合う男性のことは皆、今度こそ本気で好きだと思って付き合ってきた。それなのに、初恋の苦い経験がトラウマになっているせいか、どうしても長続きしないのだ。

「もう、私のことはいいですよ。てゆーかこの写真、まだ持ってたんですか」

　瑛莉菜は居心地の悪い話を打ち切るように、弥生の手から写真立てを奪い取る。そこに写っているのは七年前の瑛莉菜と、初恋の相手だ。

　その頃はまだ、恋とは、お互いにどうしようもなく好きになった相手とするものだと信じていた。抗いようもなく、美しいものだと。

　そして見事に、現実を思い知らされた。

　いつだったか、初恋の思い出話をさせられた挙句、原稿をダシに弥生に脅し取られたのがこの写真だ。弥生がいったいどんなインスピレーションを得ようとしていたのかは不明だが、『結婚しナイト！』の執筆中にも度々写真を引っ張り出してきては初恋の話をさせられた。しかもそれを、時折訪れる弟にも話して聞かせているという。瑛莉菜にしてみれば、恥ずかしい記憶を大層に飾り立てられているような気分だった。

　だけどなにを犠牲にしてでもこの作家から原稿をもぎ取らなくてはならなかったのだから、仕方がなかったのだと思うことにしている。

「宇野ちゃんは恋愛恐怖症だし、稀きい斗とに乙女心を聞いてもねえ。いい答えが返ってきたらそれはそれで複雑っていうか……」

　弥生は脱力し、相変わらずテーブルに突っ伏している。

　稀斗は弥生の弟で、数少ないこの部屋の訪問者のひとりだ。歳は瑛莉菜よりふたつ上で、大手総合電機メーカーの法人営業部に勤める、兄とは正反対のできた弟らしい。

　弥生を通してお互い話に聞くことはよくあるけれど、瑛莉菜はまだ一度も顔を合わせたことがない。もっとも、稀斗のほうはこの写真を見ていて、瑛莉菜の容姿は分かっているはずだ。それと、彼女の初恋についても。

「はあ……」

　瑛莉菜は手の中の写真を見てため息をついた。できることなら、このまま一生稀斗とは顔を合わせたくないような気がする。

「キャラが勝手に動いてくれれば楽チンなのになあ。あ、そうだ、宇野ちゃんちょっと小説ん中入っておもしろくしてきてくれない？」

「なにアホなこと言ってるんですか。ほら、とにかくもう一度設定から確認しましょう」

　瑛莉菜は猫の首根っこを掴むように、弥生のくたびれたトレーナーの襟えり部分を掴んで引き上げた。体を起こした弥生は思案顔で、眉を寄せてなにやら真剣に知恵を絞り始めたようだ。

　どうせまた、くだらないことを全力で考え込んでいるに決まっている。

　瑛莉菜は深くため息をついてから、話を脱線させまくる弥生のことは放置して勝手に進めることにした。この人から新しいアイデアが出るのを待っていたら、今夜は家に帰れそうもない。

「まず、ウィルフレッド・ランス公爵は国王に呼び出されて、王太子と国のために〝禁断の青い果実〟を完成させるように言われますよね。そして伯爵令嬢であるウェンディに近づき……」

「それだ！」

「ぅわ！　な、なんですか」

　弥生は叫び声とともに立ち上がると、キッチンの奥へ駆け込んでいった。さっきまで死んだ魚のような目をしていたくせに。再び姿を見せたときにはその手に妙な壺を持って、奇妙なほど自信に満ちあふれた顔をしていた。

　弥生は怪しむ瑛莉菜の前に、いびつな形をした青い壺をそっと置く。

「宇野ちゃん、物語の中に出てくるその禁断の青い果実の材料を言ってごらん」

「はあ」

　瑛莉菜は片方の眉を器用に上げて、得意顔で隣に立つロマンス小説作家を見上げた。

　あまりいい予感はしない。それでもとりあえず弥生が動く気になってくれたのだからと、言われた通りにする。

「……はちみつと、ブルーローズと、それからラズベリー」

「うむ、正解！」

　弥生が壺にかぶせてあったラップを取ると、甘酸っぱく濃厚な香りが漂ってくる。おそるおそる中を覗けば、空色に染まったラズベリーのような実が見えた。

「あの、まさかとは思うんですけど……」

　瑛莉菜が眉をひそめて苦い顔で壺から弥生へと視線を移すと、彼はウキウキとうれしそうに笑う。

「作ってみたんだよ、禁断の青い果実」

　とっておきの秘密を共有するかのようにそう告げて、喉のどの奥で小さく笑い声をもらした。

　瑛莉菜はぼうぜんと弥生を見上げる。やがて爆発したみたいに勢いよく立ち上がった。

「なにをくだらないことやってるんですか！　もう無理だなんて弱音吐いてたくせに。暇なら小説書いてくださいよ！」

「やだなあ、くだらなくはないよ。作品理解のためには必要なことだろ」

　弥生がニヤニヤと満足そうに笑う。そのことが余計に瑛莉菜の怒りをかき立てるのを、弥生もきちんと分かっていた。

「だいたい、ブルーローズとか、どこで手に入れたんですか。そんなことに手間をかけるエネルギー、ちょっとは執筆に向けられないんですか」

「まあまあ、いいじゃないの」

　弥生は怒りに震える瑛莉菜の肩を掴んで椅子に座り直させると、禁断の青い果実が入った壺を彼女の目の前にズズッと押しやった。

「いいね、宇野ちゃん。イメージするんだよ」

　瑛莉菜の耳もとで、呪文を唱えるように妖しくささやく。

「異世界のものを食べるとその世界の人間になるっていうのは、大昔からある話だろ。宇野ちゃんには公爵の侍女とかぴったりだと思うな」

「はあ？　まさかこれを食べれば小説の中に入れるだなんて本気で……」

「いいから、いいから！　俺もまだ食べてないんだよ、楽しみにとっておいたんだから。味見してみてよ」

　瑛莉菜は憤慨したまま弥生を見上げた。全力で反抗の視線を注いでみても、弥生は期待に満ちた表情でジッと待っている。

　根負けするのはいつも瑛莉菜だった。彼女は力なく首を振り、青い壺に手を伸ばす。

　仕方がない。これを食べたところで、困ることといえばせいぜいお腹を壊すくらいだ。まさか本当に小説の中に入り込むなんてこと、あるわけがない。

「……気が済んだら、ちゃんとプロット練り直してくださいね」

「もちろん！」

　瑛莉菜はスプーンで空色のラズベリーをひと粒そっとすくい上げた。

　弥生は毎度こうして原稿をダシに彼女に突拍子もないことをさせる。それが彼の楽しみと息抜きなのだ。公私ともに瑛莉菜を困らせることが、弥生の趣味とも言える。

　瑛莉菜はこれまで何度も、弥生の無茶なお願いを聞き入れ、自らの身を差し出して彼の退屈な日々の刺激となってきた。すべては原稿を手に入れるために。初恋相手との写真を渡したことに比べれば、ちょっと変な色をしたラズベリーを食べることなんてなんでもない。一日くらい体調を崩しても、この男から原稿をもぎ取れるのなら安いものだ。

　瑛莉菜はその実を口もとに運びながら、小説の中で公爵の侍女として働く自分をちらりと想像してみる。

　そして、禁断の青い果実を紅い唇の向こう側に放り込んだ。





＊　＊　＊






　稀斗は出不精の兄の部屋を訪れる前にスーパーで食品を買い、それから大型書店に立ち寄った。

　兄が書いた小説はいつも発売日に買っている。今度の『結婚しナイト！』のアニメ化を記念して、特別な帯のついた限定デザイン版が並ぶらしいのだ。弥生の部屋でサンプルを見せてもらったとはいえ、書店でお金を出して買ってこそ小説家としての兄をいっそう誇らしく思える。奮発して三冊も買ったものだから、店員に妙な目で見られはしたが。

　稀斗は一見兄とは正反対の、甘い顔立ちをした青年だった。均一な幅の二重と美しい切れ長の目。真っすぐな鼻すじ。薄く形のいい唇。それぞれを比べてみると兄とよく似たパーツを持っているのに、どこか王子様らしい雰囲気がある。まだ渋味のない容貌は、表情をなくせば冷たい作り物のようにさえ見えた。

　今や法人営業部のホープで、精せい悍かんな顔つきと屈託のない笑顔とのギャップは誰の目にも魅力的に映る。そのくせ浮ついた噂はひとつもない。それがまた彼の人気に勢いをつけるのだ。稀斗の唯一の恋人となれば、きっとその愛を一身に注がれることだろう。非公認ではあるけれど、同僚たちからのあだ名は〝王子〟だった。

　すらりとした長身に三つ揃えのスーツをまとった〝王子〟風の見た目の男が、女性向け恋愛小説レーベルの同じ本を三冊も買う。これが店員の目に滑こっ稽けいに映らないわけはなかった。

（……次から店変えっかな）

　稀斗は右手でネクタイを軽く緩め、スーパーの袋を持った手で兄の部屋のインターフォンを押した。ドアの向こう側でドタバタと歩き回る音は聞こえるものの、一向に開く気配がない。焦れてドアノブに手をかけると、予想通り、抵抗もなくスルリと開いた。

　稀斗は口端を引き下げる。過保護になるほどか弱い兄ではないが、無用心すぎるのはいただけない。もっとも、ここが姉妹か恋人の部屋だったとすれば、とっくに稀斗の雷が落ちて二重鍵を取り付けているところだ。

　稀斗は玄関のドアを閉めると、しっかりと鍵をかけた。振り返って靴を脱ぎながら、目に入ってきたものにひょいっと眉を上げる。女性もののパンプスがキレイに揃えて置いてあった。訪問者のほとんどない兄の部屋の玄関に。

　一瞬たじろいで引き返そうかとも思ったがすぐにピンときた。

　おそらく、兄がデビューしたときから付き合いのある出版社の、担当編集者のものだろう。彼女とはまだ顔を合わせたことはないけれど、宇野瑛莉菜という女性がかなりの頻度でここを訪れていることは知っていた。近頃の兄の交友関係では、稀斗の次に親しいとさえ言えるかもしれない。

　それなのにこれまで一度も会う機会がなかったのを、逆に不自然に思っていたところだ。

　稀斗は瑛莉菜の容貌をぼんやりと思い浮かべた。兄の部屋の写真に写るのは、七年前の彼女だ。微かすかな緊張に鼓動が一拍遅れる。

　奥の部屋からはいまだに人が出てくる気配はない。それどころか、ふたりの話し声もなかった。ただ部屋の中を何者かが右往左往している様子だけが伝わってくる。

　奇妙な胸騒ぎがした。誰かが自分を呼んでいるような。大きな失くし物をしたかのような心もとない気持ちになった。モヤモヤとした焦りに急かされ、稀斗は慌ただしく廊下を進む。

　乱暴な音を立ててリビングのドアを押し開けた瞬間、胸の中になにかが飛び込んできた。

「稀斗！」

　逞しい腕にがっしりと腰を掴まれる。稀斗はよろめき、驚きの声を喉の手前でのみ込んだ。

　胴にしがみついているのは兄だ。

「やめろよ、気持ちわりーな」

　弥生の腕を引き剥はがしながら、部屋の中に視線を走らせる。

　瑛莉菜の姿が見あたらないので、稀斗は急激に暗い気分になった。訪問者は彼女ではなかったのかという落胆ではない。理由のない失望と焦燥が稀斗の心臓をぎゅっと握りつぶそうとする。

「宇野ちゃんが……」

　縋りついてくる弥生の声が恐怖に震えている。兄の双眸が潤むのを見て、稀斗はギョッと目を瞠った。

　この兄はいつもおかしいが、今日は特別様子がおかしい。

「宇野ちゃんが、消えちゃった……！」

「は？　なに、どういうこと。なにがあった」

　稀斗は黒い目を鋭く細めた。

　やはり宇野瑛莉菜はここにいたのだ。部屋に残された彼女のバッグやコートが不安を煽る。まるで本人だけが忽然と気配を消したようだった。

「どこにもいないんだ、トイレもお風呂も、ベッドの中も見たけど」

　稀斗は眉根を寄せて険しい顔になった。

　普段のんびりとした気質の兄がここまで取り乱すということは、なにかとんでもないことが起こっているのかもしれない。この際、弥生が相当見当違いな場所を探していることには突っ込まないでおく。

　稀斗はもう一度部屋の中をぐるりと見回してから、弥生に視線を戻した。

「どのくらい戻ってきてねーの」

「ついさっきだよ。目の前にいたんだ、まさかあんな……」

　弥生がボサボサの髪に指を突っ込んで頭を抱える。

「コンビニ行っただけとか？」

　背中に嫌な汗が伝う。稀斗はなるべく論理的に考えようとした。

　神隠しでもあるまいし、冷静になって探せばすぐに見つかるはずだ。彼女のパンプスは玄関にあったけれど、弥生のサンダルを履いて出かけたのかもしれない。

「違う！」

　玄関に向かおうと踵を返すと、弥生が悲痛な叫び声を上げて背中に飛びついてきた。

「んだよ、痛ってーな！　違うってなにが！　宇野さんいなくなったんだろ!?」

　兄の奔放さと適当さには十分慣れているつもりだったが、要領を得ない言動につい声を荒らげて振り向く。なぜだか焦る気持ちを抑えられない。胸の内に迫りくる不安に吐き気がしそうだった。

　なにか厄介な事件に巻き込まれているのでなければいいが……。

　ふと、テーブルの上にある瑛莉菜の写真が目に入った。例の初恋の相手と写る彼女の姿が、稀斗の喉をキュッと締め上げる。

「宇野ちゃん、ついさっき消えたんだ！　俺の目の前で」

「は？」

　稀斗は震えながらしがみついてくる兄を見下ろした。

「目の前で消えたって、兄貴は宇野さんがどこに行ったか見てたのか？」

「見てたけど、分からないんだ。でもたぶんもうこの世界にはいないと思う」

「はあ？」

　稀斗には弥生の言っていることがほとんど理解できなかった。兄も自分も、一度頭を冷やして状況を把握するべきかもしれない。

　稀斗は肺の奥から大きく息を吐き出した。

「……とりあえず、初めからちゃんと説明してくれ。宇野さんが、その、消えたときのこと」

　自分自身を落ち着けたくて低く抑えた声で言うと、弥生は神妙な顔でうなずいた。ついさっきまで瑛莉菜が座っていた椅子へ弟を案内する。

　そしていびつな形の青い壺を前に、たしかにその椅子に座っていたはずの瑛莉菜が、突然姿を消したときのことを話し始めた。
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「……じゃあ、この壺の中の変な実を食って、宇野さんは小説の中に入り込んだ。兄貴は本気でそう思ってるんだな？」

「たぶん。そうとしか考えられない」

　稀斗は弥生から話を聞き、兄の意見を確認すると、形のいい唇を真っすぐに引き結んで黙り込んだ。

　弥生はほとほと困り果てている。目の前で見ていた彼にさえ、瑛莉菜の身になにが起こったのか説明することができなかった。本当に、小説の中に入ってしまったという以外には。

　新作はまだプロット段階で、結末も決まっていなければ設定すら危うい。瑛莉菜が本当に小説の中に入り込んだということを確認する術もなかった。

「……分かった」

　稀斗はなにかを決意したようにつぶやくと、テーブルの上に置いてあった青い壺を引き寄せた。

「本当に、この変な実を食って小説の中に入り込むのか。それを確認する手立てはひとつだけだ」

　この部屋で兄弟揃ってぐずぐずしていても仕方がない。

「俺がもう一度この実を食うから、同じように消えるかどうか、兄貴はそこで見てろよ」

「ダメだ！」

　弥生は弾かれたように目を瞠り、弟を見た。

　稀斗のかげりのないまなざしとはっきりとした声音を聞けば、いくら弥生が止めたところで意思を変えないことは分かっている。稀斗は意外と頑固なのだ。

　それでも弥生には、大事に思う相手がわけも分からず目の前で姿を消すことに、二度も耐える自信がなかった。

「それなら、俺が食べる。稀斗はそこで見てろ」

　弟から青い壺を取り上げようとすると、稀斗がムッとして両腕で壺を抱える。

「いや、俺が行く」

　不機嫌そうに唸る稀斗は、子どもの頃、兄から大事なおもちゃを取られないように守ろうとしていた弟そのものだ。

「だいたい、兄貴は小説の作者だろ。物語を創造する神様みたいなものだし、小説の中に入った俺らを救えるのは兄貴だけだ」

　小説の筋書きを決められるのは弥生だけ。たしかに、弥生になら小説の中に入った瑛莉菜を救えるのかもしれない。

「……なるほど」

　弥生は妙にすんなり納得させられた。瑛莉菜が姿を消すのを見てから失っていた平静さが、急激に手もとに戻ってくる。

「でもそれなら、稀斗が宇野ちゃんを追いかける必要もなくないか」

「……うるせーな、とりあえず本当に小説の中に入るのかどうか試すんだろうが」

　稀斗は首を傾げる弥生に強引にそう言い、床に転がっていた弥生愛用のノートパソコンに手を伸ばす。

（んなもん、黙って見てられるかってーの）

　瑛莉菜がどこへ行ってしまったにしろ、今の稀斗にとって追いかける以外の選択肢はなかった。きっと彼女は待っている。なぜかそんな気がするのだ。先ほどから胸を占める説明のつかない強烈な喪失感が、稀斗を突き動かそうとしている。

　むすっと眉を寄せた稀斗は、乱暴に拾い上げたノートパソコンを弥生の前に置いた。

「あ、ちょ、もうちょっと丁寧に……」

「とにかく、兄貴は早く小説書けよ。どういう仕組みかは分からないけど、向こうとこっちでうまくやれば戻ってこられるだろ」

　弥生はまだ半分ためらっているようだったけれど、その両手はしっかりとノートパソコンに向かっていた。

　どうやら、創作意欲を刺激されたらしい。不安な表情の中に、ほんの少しの期待と好奇心が入り交じり、しっかりと開いた目で冒険を楽しもうとしていた。

「き、気をつけて行ってこいよ」

　弥生がパソコンの電源を入れるのと同時に、稀斗は壺の中に手を突っ込む。空色のラズベリーを指先でつまみ上げた。

「それじゃ。よろしく頼むよ、〝神様〟」

　弥生が画面へ視線を移し、稀斗は禁断の青い果実を口の中に放り込む。

　そして瑛莉菜のときと同じように、稀斗は音もなく兄の前から姿を消した。
















１日目　公爵家の黒髪の侍女













　ウィルフレッド・ランス公爵は王宮が主催する一年で一番大きな舞踏会に出席するため、王都の別邸に滞在していた。乳兄妹である美しい黒髪の侍女を含め、何人かの侍従も伴っている。

　そして今、黒髪の侍女は庭の隅で一羽のカラスと格闘していた。

「もう、どうするんですかコレ！　なんなんですかその格好！」

　侍女は近くにあったホウキを手に、真っ黒いカラスを追いかける。

　カラスはまるで彼女の動きをすべて分かっているかのように、ひらりひらりと身をかわす。

「まあまあ、とりあえず落ち着いてくれよ」

　そしてしゃべった。庭にある背の高い木の枝に止まり、地面から一生懸命にホウキを突き上げてくる女を見下ろす。

　彼女はやがてカラスを払い落とすことをあきらめ、キッと眉を寄せてふてぶてしい鳥をきつく睨み上げた。その目の奥には、ひどい困惑と恐怖が浮かんでいる。

「君、自分の名前が言えるかい？」

　カラスが枝の上から問いかける。黒髪の侍女は一瞬迷うように唇を震わせたが、ほとんど間をおかずに答えた。

「私の名前は宇野瑛莉菜です。そんなのあなたも知っているでしょ、やよい先生！」

　カラスは残念そうに首を振る。

「それはあっちの世界での名前でしょ。君には分かるはずだ、ここでの名前が。それを認めてくれないと、どうにも始まらないんだよ」

　彼女は〝宇野瑛莉菜〟という名前のほかにもうひとつ、頭の中にはっきりと存在を示す〝名前〟を振りきろうと首を左右に振った。

「よく見てごらん。どうせこれが現実なら、認めてしまうに限る」

　けれど彼の言う通り、目を背けても仕方がないことは分かっている。

　カラスに頬をつつかれてこの庭で目覚めた瞬間から、目に映る花々の色も香りも、風が頬をきる心地よい感触も、これが夢ではないことを知らしめていた。

　おそるおそる辺りをぐるりと見渡す。

　今いるのは立派な庭園で、王都にある主人あるじの別邸だということが容易に分かった。主人の名はウィルフレッド。ランス公爵家の当主で、彼女にとっては乳兄妹でもあった。明日の舞踏会に出席するため、二週間前から王都に滞在している。

　ウィルフレッドは今、国王に呼ばれて城へ出かけているはずだ。

　すべて瑛莉菜の記憶にはなかったはずのことが、思い出そうとすればすぐに頭に浮かんでくる。

　雨がやんだばかりなのか、庭園の花々や木々は水滴をまとい、日の光を浴びてきらきらと輝いていた。空は青く、白い雲が漂い、背の高いビルは見あたらない。季節は春頃だろうか。時折吹くやわらかい風は草花の芽吹く香りを運んできた。

　待女は青々とした草を踏み、そばにある水たまりを覗き込んだ。

（あきらかにすべてが変なのに……違和感がないなんて）

　地味だが仕立てのいい、深緑色の侍女服と白いエプロンを身に着けた女が水面に映る。ゆっくりと膝ひざを折り、ジッとその顔を見つめた。見慣れた自分自身の顔を。

　背中まである黒髪は丁寧に編み込まれ、低い位置でお団子になっていた。くるんとしたまつ毛も淡く色づく頬も、紅い唇も瑛莉菜のものだ。

　ただ唯一、瞳の色だけが変わっている。やわらかい薄茶色の光を帯びていたはずの虹こう彩さいは、夏の空を切り取ったかのような明るいブルーだった。

　カラスがパタパタと飛んできてすぐ隣に着地する。水たまり越しに、カラスの真っ黒な瞳が彼女を射た。

「名前を言ってごらん。この世界での君の名前を」

　カラスがもう一度問う。今度こそ、彼女の唇からこぼれ落ちたのは別の名前だった。

「……エリナ。愛称はエリーだと思う。みんな私をそう呼んでる」

「うむ、正解！」

　カラスの姿をした弥生がうれしそうに体を震わせる。

　エリナは大きな空色の目に涙をためて、ずいぶんと小さくなってしまった担当作家を見下ろした。

「でもっ……どうしよう。私、もとの世界に戻れる？」

　潤んだ瞳がたちまち深い海の色になる。エリナの声は、突然ひとりぼっちにされた幼い少女のように頼りなかった。

　弥生はギョッとして小さな体を膨らませる。

「もちろん、そのためにここへ来たんだよ！　さあ、君をもとの世界に戻すための作戦会議をしないと」

　カラスの姿をしている弥生がおろおろと羽を動かすのを見て、エリナは無性に泣きたくなった。重たくなったまつ毛を伏せ、指先で涙を拭う。

　泣くのはまだ早い。なんとかしなくては。いくらロマンス小説とはいえ、白馬に乗った王子様が迎えにきてくれるのを待っているわけにはいかない。

　彼女が行きたいのは王子様の住むお城ではなく、ここではない現実の世界なのだから。

「いいかい、俺はこの世界の創造者だから、つまり神様ってことなんだ。俺のイメージ通りにちゃんと物語が完結すればきっともとに戻れるよ」

　カラスが肺いっぱいに息を吸い込んで、体をまん丸にしながら胸を張った。

　弥生は神様。

　その考えはエリナの気分を幾分か明るくした。けれど、創作がいかにままならないことか、彼女と弥生にはよく分かっている。

　もし、こちらの世界と現実の世界との調和がとれなくなってしまったら。

　弥生のイメージ通りに小説ができあがらなければ、この世界ごと破綻してしまうのではないだろうか。ただでさえ苦戦していたのに、編集者の瑛莉菜を失った今、この物語は果たしてきちんと完結するのだろうか。

「大丈夫。いつも宇野ちゃんがやってくれていたことを、こっちでやってほしいだけなんだ。公爵家の侍女のエリナとしてね」

　カラスはエリナの不安を見透かしたように能天気な声で言う。そこでふと、エリナはあることが気になった。

「あの、先生はなんでカラスに？　先生もあの禁断の青い果実を食べたんですか」

「いやいや、本当はそうしようと思ったんだけどね。あいつがやけにムキになるから……」

「あいつ？」

　エリナをこんな目に遭わせてしまっていることを、カラスも多少反省しているらしい。居心地悪そうに足踏みをして、言い訳するように口走る。

「とにかく、これは仮の姿なんだよ」

　弥生は両方の羽を広げて自分の姿を見下ろした。

　小説の中に、なんとか自分の意思の通りに動くキャラクターを登場させたかったのだ。けれど人間には感情があるし、重要な人物ほど思いのままにコントロールするのは難しい。人間関係や設定に縛られることなく、自由気ままに動けて、物語にさして支障のないものでなくては。

　悩んだ末、登場したのはカラスだった。

「つまり、こいつは俺の〝遣い〟ってとこかな」

　肩をすくめたり胸を膨らませたり、カラスはやけに冗舌だった。

「ま、俺はこの世界にいるわけじゃないけど、君はまったくの孤立無援でもないってこと。それに、たぶんそろそろあいつも……」

　そのとき、ぺちゃくちゃとしゃべるカラスの声を遮って、屋敷のほうからエリナを呼ぶ声がした。

「エリー！　そろそろ戻ってきて！」

　エリナはハッとして立ち上がり、よく通る明るい声のするほうを振り返る。

「おっとヤバい！　俺があんまり介入しすぎると物語が不自然な方向に進むんだ。なんと言っても神様だからね。堅苦しい仕事だよ」

「あっ、待って！」

　カラスはほかの誰かの目に触れるのを避けたいらしく、地面から勢いよく飛び立った。比較的低い木の枝に止まると、不安な表情で見上げてくるエリナにささやきかける。

「禁断の青い果実をもう一度口にすれば、この世界から抜け出せるように設定した。詳しいことは君にもすぐ分かるよ」

「でっ、でも！」

　たしかに弥生の言うことには一理ある。

　禁断の青い果実をもう一度食べればもとの世界に戻れるというのも納得できた。作者の弥生が物語に介入しては作為的になりすぎるし、それは避けたほうがいいのも分かる。

　けれどそれだけを言い置かれて、ここにひとり取り残されるのはあまりにも心細い。

「だけど、いいかい」

　弥生は真っ黒な目に力を込めた。

「これはロマンス小説なんだ。禁断の青い果実を食べればもとの世界に戻れる。でも、一番重要なのはそのことじゃない」

　カラスが枝を蹴って飛び立ち、エリナの周りを低く旋回して風を起こす。

　思いのほか強く吹く風に驚いて、エリナはきつく目を閉じた。風に乗った弥生の声が耳もとでこだまする。

「この魔法を解く鍵は、〝真実の愛のキス〟だよ」

　長いスカートが風に煽られ、頬の周りに残ったやわらかな髪が巻き上がる。

　旋風は彼女の身を包み、幼い少女の頃に戻ってしまったみたいに、不安と恐怖を呼び起こした。

　ひとりになることがこんなに怖いことだなんて忘れていた。働いて、生活をして、それなりに恋をして、一人前の大人になれたと思っていたのに。

　突風は次第に和らぎ、春の香りを乗せた不思議に優しい風がエリナの髪をそっとなでていく。

（真実の、愛のキス……？）

　不思議な風がエリナに運んできたものは、彼女の知らないものだった。温かく包み込まれていると感じるのに、胸の奥はきつく締めつけられるように苦しい。初めて知る感覚だけど、悪くはなかった。

　それを彼女にもたらすもの。彼女の手を取り、優しく導いて抱きしめ、寄り添い合うことを教えてくれる。春の風の吹く、その向こう側にいる人。

　エリナはその誰かが遠くで自分の名前を呼んでいるような気がして、そっと目を開けた。

「エリー、聞こえてる？　どこにいるのー？」

　屋敷のほうで、快活な女性の声がエリナを探して呼んでいる。

　カラスの姿はもうどこにもなかった。エリナは自分を呼ぶ声に応えようと、振り返って息を吸い込む。

　そのとき、庭の奥の茂みでなにかが音を立てて動いた。

　エリナはハッとして肩をこわばらせる。耳を澄ませると、生い茂った草花をガサガサとかき分ける音がした。なにかがこちらへ近づいてくる。

　エリナは息をのみ、身がまえて音のするほうに目を凝らした。

　猫か兎が迷い込んだのだろうか。それとも、弥生が引き返してきたのか――。

　次の瞬間、背の高い植物の間から姿を現したのは、彼女が見たことのない人間の男だった。ふたりの目が合うと、風の音も時の流れも、魔法にかけられたようにピタリと静止する。

　エリナは息をすることも忘れていた。庭園の奥から現れた男を、ただじっと見つめる。

　男は青い目をしていた。青とはいっても、エリナのように透き通る空色ではない。灰色がかった深い青紫色をしていて、底のない海のような虹彩に真っ黒い瞳が浮かんでいる。烟けぶる霧の奥から強い光が彼女を射す。その目がエリナを捕らえている限り、声を出すこともできなかった。

　やわらかそうな髪は黒色で、真っすぐな鼻筋と薄く形のいい唇を、高い頬骨が際立たせている。四肢はすらりと長く伸び、実際以上に上背があるように見えた。

　男は近寄りがたいほど整った、美しい容姿をしていた。

　冷たい印象すら与えるのに、青い瞳の色と珍しい黒髪が見る者を魅了せずにはいられない。すっきりとした顔立ちは甘い雰囲気と強烈な引力を発し、ひどく目を引いた。

　エリナは彼と会ったことがなかったと思う。けれど、漆黒の髪に青い瞳という特徴的な見た目には、微かに覚えがあるような気がした。

　エリナと同じように彼女をじっと見つめていた男が、ふと頬を緩めた。深い青紫色の目が優しく細められると、精悍な顔つきからは想像もつかないほど屈託のない笑顔になる。

「やっと見つけた」

　エリナの心は、突然、ふたつの予感に震えた。彼はきっと特別な男性に違いない。そして自分は、たぶんこのためにここへ連れてこられたのだ。

「会えてよかったよ。俺がいったいどこから来たと思う？」

　男は長旅に疲れた肩をほぐすように回し、白いシャツにまとわりついた木の葉を払い落とした。

　彼の衣服は装飾が少なく一見地味に見えるけれど、真新しく上品な濃紺のベストは仕立てのいい高級品だ。ところどころにさり気なく使われている差し色は銀だった。あきらかに身分の高い者だと分かる。

　エリナと彼は初対面のはずだ。この人を一度でも目にしていれば、忘れていられるはずがない。それなのに男はエリナのことをよく知っているかのように、親しげに話しかけてくる。

　彼はいまだに目を丸めて固まっているエリナの前まで来ると、そっと顔を覗き込んできた。

「なるほど。七年か」

　エリナは困惑して眉をハの字にし、水色の目を揺らして後ずさる。

「あの、あなたは……？」

　怖い人ではないと思う。でも、彼に囚われては二度と逃げられないという確信がエリナを尻込みさせる。

　今までこんな感覚になったことは一度だってなかった。

　エリナの肩が頼りなげに震えたのを見ると、男はギョッとして目を見開いた。やわらかく無防備な部分を突き刺されたみたいに、息をのみ、一瞬怯ひるんだ顔をする。

　それから困ったように眉を下げて笑った。

「君を迎えに来たんだよ。怖い目には遭わせない。決して傷つけないと約束する」

　エリナは首を傾げて視線をさまよわせ、頭の中の混乱を表そうとした。

　男はひとりで話すばかりで、エリナは彼がいったい誰なのかさえ知らない。もっと分かるように説明してくれないと。

「だからそう怖がらないでくれ。泣かれるのは苦手なんだ」

　彼はエリナが後ずさった分だけ、ゆっくりと距離を詰めてきた。毛を逆立てる子猫を手懐けるように、とびきり優しい顔をして。軽く腕を広げ、エリナを受け入れる姿勢を示している。

　エリナはなおさら警戒した。男の逞しい腕の中がひどく魅力的に思える。なにも考えずあの胸に飛び込めばきっと安全な気がするなんて、エリナらしくなかった。

「そうだな。どこから説明しようか……」

　そのとき、先ほどからエリナを探し続けていた女性の声がずいぶんと近くから聞こえてきた。

「エリー！　そこにいるのね？　誰かと一緒なの？」

　男はハッとして言葉を切り、顔を上げる。

「ヤバい。俺って、ここで見つかっちゃいけない身分らしいんだよ。自分でもこんなつもりじゃなかったんだけど、なんだか面倒なことになっちまって」

　彼は慌てて小声で口走ると、そのまま背を向けて木陰へ逃げ込もうとする。エリナはびっくりして思わず男を引き止めた。

「えっ、ちょ、ちょっと待って」

　このまま置いていかれるのは嫌だ。

　彼が誰なのか、なにを言っているのかまったく理解できないままだったけれど、かといって遠ざかる背中を見せられるとなぜだか急に心細くなる。

「おっと」

　男は小さな声をあげて振り返ると、なにかの忘れ物を拾い上げるようにエリナの白い手を取った。それからその場にスッとひざまずき、灰色がかった青紫色の目を細めて彼女を見上げる。

「舞踏会でお会いしましょう。待ってる」

　エリナの指先に唇を押しあてて、それだけ言い残すと、今度は呼び止める暇もなく、現れたのと同じ茂みの中に飛び込んで身を隠してしまった。

「はあ？」

　取り残されたエリナはなにがなんだか分からず、揺れる草花をぼうぜんと見つめた。

　舞踏会とはなんのことだろう。まさか、明日王宮で開かれる予定の仮面舞踏会のことだろうか。でも残念ながら、侍女のエリナに舞踏会への出席予定はない。公爵家の宴会の下準備の経験こそあれど、貴族出身でもないエリナにはその舞台上には縁がなかった。王宮に召し上げられて仕える良家の娘であれば、彼と舞踏会で顔を合わせることもできたのだろうか。

　エリナはキスを受けた指先をキュッと握りしめた。

　それにしても彼は、結局何者だったのだろう。エリナを迎えに来たと言っていた。いったいなんのために？

　分かっているのは、彼の触れたところが燃えるように熱いということ。そして、心臓が弾かれたように慌ただしく鼓動を刻み始めたということだった。

　エリナは心地よく胸を締め上げる音にそっと耳を澄ます。

　ほんの少しの間そうして立っていると、男が消えたのとは反対側、屋敷のある方向からすぐに女性が姿を現した。

「エリー！　やっと見つけた。なにしてるの、そんなところでぼーっと立って」

「……アメリア」

　いまだ夢から醒めぬ表情で佇むエリナに声をかけたのは、ずっと彼女を探して庭園をさまよっていた侍女仲間のアメリアだ。

　アメリアはくるくるとカールする暗い赤毛とグレーの瞳を持ち、エリナと同じ深緑色の侍女服を着ている。エリナは彼女の髪の色も瞳の色も好きだったが、アメリア本人はそうでもないらしい。しかし自分の容姿を過度に気にするようなタイプでもなく、底抜けに明るいと言っていいほどあっけらかんとした性格だった。

「もうすぐご主人様がお城からお帰りになるでしょ。お迎えの支度をしないと。ほら、早く」

　ようやく小説の登場人物と会話をした。

　エリナの記憶の中でだけ見知ったアメリアが自分をごく自然と受け入れていることに、エリナはホッと胸をなでおろした。

　アメリアがエリナの手を引いてぐんぐん屋敷のほうへと戻っていく。

（アメリアのことはちゃんと分かるのに、さっきの青い目の彼のことはちっとも思い出せない。やっぱり、この世界でも初めて出会った人なんだ）

　小説の登場人物と出会うたびにあんな感覚に陥るのかと思うと、エリナはさすがに挫けそうだった。けれど、どうやらその心配はないらしい。あれは彼が特別なのだ。

　あの青い目の彼のこと以外は、思い出そうと思えば大抵のことがそうできる。それはエリナを不安にさせる一方で、寂しさを和らげてもくれた。

　この世界で、なんとかうまくやっていかないと。

　弥生の書く小説がきちんと完成するように、こちら側でできることをしなくてはならない。そして禁断の青い果実を手に入れて、もとの世界に戻るんだ。

（だけど……）

　エリナはアメリアに手を引かれながら庭園を振り返り、黒いカラスが止まっていた木に視線を移した。

　弥生は言った。禁断の青い果実を食べればもとの世界には戻れるけれど、一番大切なのはそのことじゃないと。魔法を解く鍵は、真実の愛のキス。それが叶わなければ、もとの世界には戻れないのだろうか。

（私、本当の恋なんてできないのに）

　もう二度と、誰かを本気で好きになることなんてできない。ロマンス小説のお姫様のように、誰かから真っすぐに愛され、大切にされることなど、ないのではないかと思う。

　そんな自分が、真実の愛のキスを見つけることなんてできるのだろうか。

　いきなり記憶にない青い目の男に出会ったり、〝本当の恋〟だなんて無理難題を提示されたり、思った以上に先行きが不安である。

（というか彼、今思えばいったいどこから公爵家の庭園へ侵入してきたんだろう。少なくとも貴族以上の身分だと思うけど）

　名門の商家という可能性もなくはない。でも、濃紺の生地と銀の刺繍をあれほど贅沢に使える家柄ともなれば、数はかなり限られてくるだろう。

　なにより、彼がまとう品位と威厳は、生まれつき高位の者にだけ許される類のものだったように思う。王家の血筋と縁のあるウィルフレッドのように。

　思い出すにつけてもずいぶん変わった人だったと、エリナはひとり首をひねる。

　だけどどうしてか、彼が誰よりもエリナの味方でいてくれるような気がするのも本当だった。それがエリナの心を軽くしてくれる。あの底なしの海のような、深く優しい瞳の色をまぶたの裏に浮かべれば、きっとひとりでも泣かずにがんばれる。

　そうして彼女はひと筋の希望とたくさんの不安を胸に、アメリアに手を引かれて初めてウィルフレッドの屋敷へと足を踏み入れた。




　ウィルフレッド・ランス公爵は、この国の社交界で今一番人気の理想の結婚相手だ。

　王国の中でも農作物が豊かに実る広大な土地を持ち、財力も兵力も申し分ない家柄。それに加え、ウィルフレッドは見目麗しい好青年だった。

　やわらかそうな巻き毛は濃い栗色で、淡く透きとおった目は女性を誘惑するアンバーだ。か弱き乙女が力強く抱かれたいと夢見る硬い胸に、しっかりとした腕とは裏腹な器用で美しい指先。社交の場での紳士的な振る舞いと、あっという間に相手を魅了してしまう少年のような笑顔。

　多くの結婚を望む女性が飛びつきたくなるようなその容姿に、王太子の従兄弟で公爵という地位まで加われば、誰もが憧れる最高の結婚相手といわれるのも当然のことだった。もしも明日、突然政略結婚を強いられたとしても、大抵の女性は喜んでうなずくことだろう。

「つまり率直に言うと、お前に頼みがあるのだ。ウィル」

　国王ギデオンはウィルフレッドを私室に招き入れ、バルコニーのそばにある一番日あたりのいいソファに座らせた。

　ウィルフレッドが城を訪れ、この部屋に招かれるのは久しぶりのことだ。国王はいつも、その暖かいソファにウィルフレッドと息子を並んで座らせた。その正面に座り心地のいいお気に入りの椅子を置き、自身が腰かける。

　もっとも今日は部屋の中にはふたりきりで、王太子の姿はなかった。

「コールリッジ伯爵令嬢との結婚を考えてはくれぬか」

　ウィルフレッドは驚きに目を瞠った。優しい午後の日差しに包まれ、穏やかに揺れている国王の灰色の瞳を見返す。

「結婚、ですか？」

　国王はウィルフレッドの母親の姉の夫であり、彼の義理の伯父にあたる。早くに両親を亡くしたウィルフレッドをよく気遣ってくれて、現在に至るまで互いの仲は良好であったが、その申し出はウィルフレッドを困惑させた。

　ウィルフレッドは今年で二十九歳になる。ランス公爵家の存続のためにも結婚は必要で、その立場上、政略結婚になるだろうということは当然幼い頃から分かっていた。

　しかしその相手が問題なのである。

「コールリッジ伯爵家の娘と？」

　コールリッジ家とランス家の結婚など、国にとってはほとんどタブーだった。そしてなにより、王家が一番認めたくない結婚のはずである。

　国王は混乱するウィルフレッドを見返し、ゆっくりとうなずいた。

「なるべく早く……いや、一週間以内に、コールリッジ家との婚姻関係がほしいのだ。受けてはくれぬか？」

「もちろん、陛下のお望みならすぐにでも結婚の申し入れをいたしますが……」

　ウィルフレッドが結婚を命じられたコールリッジ伯爵家の令嬢、レディ・ウェンディは十八歳になる少女だ。名門貴族の娘だが、ウィルフレッドはあまりその姿を見たことがない。社交界にはなかなか顔を出さないし、珍しく出てきたとしても人目を避けるようにすぐに帰ってしまうからだ。

　十八歳といえば十分に結婚適齢期であるし、ウェンディには兄がいるから、どこかへ嫁がなければ財産分与の問題上不都合なのは分かりきっている。女性は結婚して子を育ててこそ一人前と認められるのだ。けれど彼女はいくら言い寄っても振り向いてはくれない幻の美少女として有名で、それを妬んだ女やフラれた男たちの中には彼女を悪く言う者も少なくなかった。

　変わり者で癇癪持ちのレディ・ウェンディ。その浮名がよりいっそう、彼女を社交界から遠ざけているのは明白だった。社交的なウィルフレッドが相手では、おそらくお互いに気苦労の絶えない結婚生活になるだろう。

　ただ、ウィルフレッドを困惑させているのはそのことではない。

「しかしなぜ、コールリッジ家と？」

　ウィルフレッドはけげんな顔で眉根を寄せる。

　ギデオンはまぶたを下ろし、椅子の背に体を預けた。膝の上で両手を組み合わせ、小さく息を吐き出してから静かに目を開く。

「神託が出たのだ。一週間以内に禁断の青い果実を完成させなければ、王子の命はない」

　ウィルフレッドは驚愕に目を剥いた。

　それほど敬虔とはいえないウィルフレッドにも、ほかの多くの国民と同じように、一柱の神の意思は絶対だった。神は王国の重大な局面に必ずカラスを神殿へ遣わし、神託を授けていく。

「それは、王子が国を統すべる〝選ばれし者〟だということですか」

　しかも、長い歴史の中でこれほど心待ちにされ、恐れられてきた神託はほかにない。

　国王はもう一度まぶたを下ろすことで答えた。

　ウィルフレッドは自分よりひとつ年下の王太子の姿を思い出し、彼に降りかかった凶事にショックを受ける。

「その、神託の内容は……？」

　自分でも分かるほど声が震えていた。

「『一週間以内に禁断の青い果実を食べなければ王太子は命を落とし、楽園は枯れ果てる』と出た。そうなれば王家の歴史は途絶え、この国は再び混乱の渦に引きずり込まれるだろう」

　ギデオンは落ち着いた声でそう告げると、目を開き、真っすぐにウィルフレッドを見つめた。

「お前の協力が必要なのだ、ウィルフレッド」

　そのまなざしは、かつてこのソファで王子とふたり肩を並べるウィルフレッドを前に、国の歴史を説いた国王のものだった。

　この国は四方を山々に囲まれ、実り豊かな土地を持っている。今でこそ、決して枯れることのない平和な国という意味を込めて〝神の楽園〟と呼ばれているが、かつては血を血で洗うような争いの絶えない国だった。争いのもとは、いにしえより王家に伝わる禁断の青い果実だ。その果実は〝知恵の実〟とされ、これを食べた者は過去も現在も未来も、この世のすべてを知る力を得るといわれている。

　いつの世も禁断の果実を権力の象徴とし、これを手にする者こそが王と認められてきた。けれど果実を食べるのは、〝選ばれし者〟でなくてはならないと決まっている。それ以外の者が食べればたちまちその大きすぎる力に押しつぶされ、死に至るのだ。「すべてを知り、国を支配する」という誘惑に耐えきれず、果実を食べてしまう者は少なくはなかった。

　しかしこれまで、〝選ばれし者〟は一度も現れなかった。果実を口にしたものは皆命を落とし、禁断の青い果実を巡る争いによって王が入れ代わり、そしてそれを食べることでまた王が入れ代わる。その繰り返しがそのまま国の歴史だった。そうして国の内政は乱れ、争いが絶えなくなってしまったのだ。

　ゆえに禁断の青い果実はその存在だけで争いのもととなった。人々の野望をかき立てる、恐ろしい悪魔の果実。

　幼い頃からよく知る王子がその巨大な力にのみ込まれていくことに、ウィルフレッドはこみ上げる嘆きの声を抑えきれなかった。

　国王がウィルフレッドに結婚を命じたのは、禁断の青い果実が今はもう王家の手もとにはないからだ。

　三百年前、乱れた国の状況を嘆いた時の国王は、禁断の青い果実の材料をそれぞれ三人の息子に分け与えた。

　ブルーローズと、はちみつと、ラズベリーを。

　国王は三人の息子に材料をひとつずつ分け、爵位を与えて王宮から遠ざけた。そして王位は末の娘に譲ってしまったのだ。彼女はこの国最初の女王といわれ、それから幾度か統合や分離を繰り返しているものの、今でも彼女の末まつ裔えいであるガーランド家が王位を継承し続けている。

　だが王家の象徴とされてきた禁断の青い果実の三つの材料は、今もなおバラバラになったままだ。王子の命を救うためにはそれらを集め、三百年振りに禁断の青い果実を完成させなくてはならない。

　ウェンディの生家、コールリッジ伯爵家ははちみつを所有している。彼女もまた王家の血族なのだ。

「コールリッジ家当主に直接頼んで、簡単にどうにかなる話ではない。それはお前にも分かるだろう」

　沈んだ国王の声に、ウィルフレッドは深刻な顔でうなずいた。

「そうですね。王太子が命を落とし、ガーランド家が滅びれば次にこの国を支配するのは自分たちだと、意地でもはちみつを渡しはしないでしょう」

　部屋の中は痛いほどの沈黙に支配された。ウィルフレッドが栗色の巻き毛に指を差し入れ、ぐしゃぐしゃにかき乱す。

　禁断の青い果実の材料と爵位だけを持たされ、王都から追い出された三人の息子たちには王家に対する恨みが残った。

　彼らの末裔は今でもその材料を伝え続けている。『三つの材料を揃え、禁断の青い果実を手にする者こそ本当の王』という思いは、三百年の間、脈々と受け継がれてきたのだ。時が経つに連れ三つの家の不仲は谷のように深まり、それぞれの間には常に見えない緊張が走る。

　王家は王家で、彼らにその地位を取って代わられるのを恐れていた。

　コールリッジ家からはちみつを譲ってもらうための一番いい方法は、ギデオンの言うように、王家に近い者が婚姻関係を結ぶことだろう。決してその目的を悟られずに。

　しかし、コールリッジ家とランス家との結婚など王家にとってはタブーだ。ほかのどの家はよくても、ウィルフレッドがウェンディを娶めとることだけは許されない。

　なぜなら、禁断の青い果実の材料のうちのひとつ、ブルーローズを所有するのがランス家だから。ウィルフレッドの祖先は、もとをたどれば三人の兄弟のうち、ブルーローズを与えられた長男にたどり着く。

　このふたつの家が結託することは、ともすれば王家を脅かすことになるだろう。

　ギデオンは、もちろん両家の関係性を理解している。王家にとって有利な結婚ではないということも。けれど、それを差し置いてでも、この役目を任せられる青年などウィルフレッド以外には思いあたらなかった。

　王家との確実な繋がりがあり、社交界嫌いのウェンディが心を許し、たったの七日の間に婚約を結ぶことのできるほどの男となれば、彼を頼るほか方法はない。

「こんなことを頼めるのはお前しかいない」

　ウィルフレッドはこわばった表情で息をのみ、小さくうなずいた。膝の上に視線を落とし、それきり考え込むように押し黙る。

　国王はウィルフレッドの心中を思いやった。

　彼に今、ほかに好きな女性がいなければいいのだが。

　ウィルフレッドには幸せになってもらいたい。本当であれば、彼が心から愛した相手と結婚させてやるつもりだった。それがどこかの令嬢でも、他国の姫君でも、はたまた侍女か町娘でもかまわなかった。

　けれど今となってはただ、ウィルフレッドとウェンディが互いに愛し合い、幸せになってくれることを、身勝手に祈ることしかできない。

「彼女には明日の舞踏会に必ず出席するようにと、丁寧に招待状を出しておいた。お前と彼女がうまく近づけるよう、息子も協力するだろう」

　明日は王宮が主催する、一年で一番大きな舞踏会の日だ。ほとんど面識のないウェンディに不審がられることなく近づけるチャンスは、明日しかない。

「承知しました、任せてください。私がこういうことにかけてはかなり腕利きだということを、伯父上もご存知でしょう」

　ウィルフレッドは琥珀色の目を細めて、いたずらっぽく笑ってみせた。自分の肩にかかった、王太子の命と国の命運という、ずっしりとした重みをごまかすように。




　ウィルフレッドの屋敷が茜色に染まりだす頃、時計はようやく夜八時を指していた。この世界の昼は長い。

　夕食を済ませたエリナは、城から帰ったウィルフレッドに呼ばれて彼の書斎を訪れた。壁一面にぐるりと本棚が備えつけられていて、部屋の奥にはぽつりとウィルフレッドの机が置いてある。

　ウィルフレッドはそのデスクに深く腰かけ、実の妹のようにかわいがってきたエリナの美しいアーモンド型の目を見た。

　神託のことはもちろん、ウィルフレッドがコールリッジ伯爵令嬢との政略結婚を目的に彼女に近づくということは、すべて秘密裏に進めなければならない。けれどウィルフレッドは結婚の話を聞いたときから、エリナにだけは事情を話そうと決めていた。

　彼女をこの厄介な話に巻き込むことには多少抵抗もある。それでも、幼い頃からともに育ってきたエリナは、ウィルフレッドが心から信頼できる数少ない人物だった。

「急な話だが、結婚することになった。相手はコールリッジ伯爵令嬢だ。あの家との婚姻関係が必要になったんだよ」

　ウィルフレッドはなるべくさりげない口調を装って切り出した。

　エリナが両目を丸くして喉の奥で小さく声をあげる。

　ウィルフレッドはそれを単なる突然の結婚話への驚きととったようだが、そうではない。ウィルフレッドの結婚は、もっとずっと前に決まっていたことだ。この世界が始まったときから、ウィルフレッドはウェンディを誘惑する運命にある。

（そうだった。ウィルフレッド・ランス公爵は禁断の青い果実を完成させるために、ウェンディとの結婚を命じられる）

　ウィルフレッドはエリナに禁断の青い果実に関わる神託と、そのためにこの結婚が必要で、一週間以内にはちみつを譲ってもらわなくてはならないことを話した。

「コールリッジ伯爵令嬢が社交界嫌いなのは、エリーも知っているだろ。ちょっと手強そうだから、手伝ってほしいんだ」

　困ったように形のいい眉を下げて微笑み、エリナにそう打ち明けた。

　彼の弱った表情での〝お願い〟に、世の乙女たちは膝をついてうなずくところだ。ところがエリナは意地悪く口角を上げてみせた。

「まったく珍しいこともあったものですね。ウィルフレッド様が女性を口説くことに関して、自信がないだなんて」

　その発言に驚いたのは当のエリナのほうで、言われたウィルフレッドはケラケラと声をあげて笑った。

　エリナはたじろいで視線を泳がせる。

（こんなイケメン主人に向かって、そんな口をきいていいもの？）

　冷や汗をかくエリナに対し、ウィルフレッドはエリナのからかいをとくに気にする様子もない。

「ほんとに、エリーを前にするといつも自信をなくすよ」

　ウィルフレッドの無邪気な笑顔は、これがずっと前から続くふたりの関係なのだろうと感じさせる。

（私はこの世界でも、私のままでいいんだ）

　エリナは瑛莉菜ではなくなっていたけれど、思ったことをするのも言うのも、彼女自身の意思には変わりない。

「エリーが結婚しないことを心配に思う人もいるみたいだけど、俺はエリーが本当に好きになった男じゃなきゃ、結婚は認めないつもりだよ」

「はい」

　優しく光る琥珀色の目に、エリナは小さくうなずく。

　この世界でエリナの歳になっても独身でいる女性というのは、十分に行き遅れの部類だ。それでもウィルフレッドがエリナに〝本当の恋〟を望んでくれることを、エリナは素直にうれしく思った。

「そこで、なんだけど。明日の王宮舞踏会に一緒に来てほしいんだ」

「舞踏会に？　でも……」

　予想外の提案に、エリナはぱちぱちとまばたきを繰り返す。ウィルフレッドの薄い唇が孤を描いて笑った。

「俺がほかのふたつの家に好かれてはいないこと、分かるだろう。ひとりじゃ心細いんだよ」

　心細いなどと言いながら、ウィルフレッドは楽しんでいる。こう言えばエリナが断れないというのを知っているのだ。

　一見頑固で強がりなところのあるエリナだが、意外と押しに弱く頼まれると断れないのは、ウィルフレッドも認める彼女の欠点であり、いいところでもあった。

　ウィルフレッドの言った〝ほかのふたつの家〟とは、禁断の青い果実の三つの材料のうち、はちみつとラズベリーを所有する家のことだ。はちみつはウェンディのいるコールリッジ伯爵家にあり、ラズベリーはヴェッカーズという伯爵家にある。

　そしてランスの本邸には、青いバラが咲き誇るバラ園があるのだ。

　ブルーローズを手にした長男は長い間ボールドウィン伯爵を名乗っており、屋敷には立派な青いバラの花園があった。ボールドウィン伯爵家は三つの家の中でも一番大きな力を持ち、三百年の時を経て、兵力も財力も王家を凌りょう駕がするほどになる。

　社交界でも、ボールドウィン家が王家に取って代わるかもしれないという噂がまことしやかにささやかれるようになった頃、当時王太子であったギデオンが、ボールドウィン伯爵家の長女との婚約を発表した。ボールドウィン家にはふたりの姉妹しかいなかったため、姉が嫁げば婿を迎えられるのは妹だけだ。

　ところが、姉は持参金として家の財産のほとんどを王家に差し出さなければならなかった。やがて妹も、〝男児が生まれれば公爵位を与える〟という約束で、子爵家への嫁入りを命じられる。

　その妹が生んだ息子こそが、ウィルフレッドだった。

　ウィルフレッドは産まれながらにしてランス公爵の称号を与えられ、父からは子爵位を継いだが、ボールドウィン伯爵は廃位し、財産のほとんどが王家に没収された。ウィルフレッドが受け継ぐことを許されたのは、本邸のバラ園を含めてもほんの一部といえる。おまけに、ほかのふたつの家からは「爵位と引き換えに恨みを忘れて王家にひれ伏した」とののしられることになってしまった。

　エリナはふと、庭園で出会った青い目の男のことを思い出し、ハッとして目を瞠った。

（まさかあの人、こうなることを知っていたの？　でも、どうして……）

　あの男はたしかに、エリナの指先に口づけながら、『舞踏会でお会いしましょう』と言った。ウィルフレッドが明日の王宮舞踏会にエリナを連れていくだろうということを、彼はなぜ知っていたのだろう。

「あ、でも、ドレスとか……」

　エリナはこれまで舞踏会など無縁であったから、いざ出席することを考えれば衣装やマナーやダンスなど、不安なことは次々と浮かんでくる。

「大丈夫、明日のことは全部アメリアに頼んであるから。エリーはただ俺についてきてくれればいいんだよ」

　どうやらウィルフレッドはエリナの返答を聞く前から、彼女を連れていく気満々だったらしい。器用で要領がよく、そのくせどうにも憎めない男なのだ。

　それならそうと、命じればいいものを。侍女であるエリナの意思を尊重する姿勢を見せることを、ウィルフレッドは決して忘れない。

　エリナはウィルフレッドに多少あきれつつも、小さく笑ってうなずいた。

「分かりました。でもご存じの通り、舞踏会は初めてですから、覚悟してくださいね。エスコート、よろしくお願いします」

「もちろん」

　舞踏会に出席できるようになったのは、エリナにとって好都合だ。屋敷で侍女をやっているだけでは、いつまで経っても禁断の青い果実にはたどり着けないだろう。明日の舞踏会をきっかけに、ウィルフレッドへの協力という名目で、エリナも完成した果実を手に入れることができるかもしれない。

（きっとなんとかなる。だってこれは、やよい先生が書いている小説だもの）

　それに、もう一度彼に会えるかもしれない。

　そのことに思いを巡らせると、エリナの心臓は急に忙しそうに音を立て始めた。

「大丈夫だよ。ただ隣にいてほしいだけだから」

　緊張した顔をするエリナを気遣い、ウィルフレッドが立ち上がる。エリナのそばに寄ると、やわらかな黒髪を慰めるようにそっとなでてやった。

　この暗い髪の色と空色の明るい瞳の組み合わせはエリナにぴったりだと、ウィルフレッドは常々誇らしく思っている。

「今夜はゆっくりおやすみ、エリー」

　指に黒髪を絡めたまま頬を包み、エリナを安心させるように優しく微笑んだ。

（ああ、これは、お兄ちゃんの顔ね）

　エリナの記憶の中には、乳兄妹としてウィルフレッドと過ごしてきた時間がたしかに存在する。

　不安に思うことはたくさんあるけれど、こうしてウィルフレッドの影に守られていれば、自然と心の波も凪ないだ。今のところ、エリナにとってウィルフレッドの隣というのは、一番平和でいられる場所だ。エリナがホッとして目を閉じると、ウィルフレッドがその丸い額にそっとキスを落とした。

　幼い頃と同じように。
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　エリナは自室のバルコニーから月の昇る夜空を眺めていた。

　侍女は主人の身の回りの世話をするが、使用人ではない。主人の付き添いとして旅行に出ることもあるし、舞踏会に出席することも稀にある。

　エリナの母親のステイシーは今でも現役の侍女頭だ。もともとボールドウィン伯爵家の侍女であり、ウィルフレッドの母とともに子爵家にやってきて、以来ずっと尽くしてきた。

　さらに彼女がウィルフレッドの乳母でもあったことから、エリナはほかの侍従より多少優遇されている。与えられた私室は窓からの眺めもよく、屋敷の中でも立派な部屋だ。ベッドがあり、小さなソファがあり、机がある。

　部屋の奥のバルコニーから差し込む白々とした月の光が、カーテンに煽られて誘うように揺れていた。エリナはバルコニーの手すりに頬ほお杖づえをつき、瞬またたく星の数をなにとはなしに数える。

　明日は王宮舞踏会だ。まさか自分が美しいドレスを着て王宮へ出向く日がこようとは、思ってもみなかった。

「やっぱり俺、ウィルフレッドって苦手だよ。思い通りにならないし、なんとなく鼻につくし」

　突然、すぐ近くで声がした。驚いて振り向けば、エリナの部屋の中から真っ白い猫がとことこと歩み出てくる。すらりと細身の美しい白猫は、ぴょんと手すりに跳び上がった。

「いくら政略結婚があたり前だからって、あれじゃウェンディがかわいそうだ」

　白猫が口を開くと、聞き覚えのある声でしゃべる。どうやらただの猫ではないらしい。昼のカラスと同じ、〝神様の遣い〟だ。

「だからって暗殺はナシですよ、やよい先生」

　エリナが指で喉もとをくすぐってやると、猫はゴロゴロとうれしそうに喉を鳴らした。

　姿は違っても、弥生と話ができることにエリナの肩から力が抜ける。

「仕方ないですよ。ウィルフレッド様は、まだ伯爵令嬢に会ったこともないんですから」

　しかも、コールリッジ伯爵との仲は良好とは言いがたい。

　いきなり国と王太子の命運を背負わされた今の状況で、十分気丈に振る舞っているほうだ。その上ウェンディへの気遣いを見せろだなんて、ちょっと酷だとエリナは思った。

「自然な展開だと思いますよ」

「そういうところが気に食わないんだよ！　もう俺の宇野ちゃんを味方にしやがって」

　ウィルフレッドは弥生の小説の登場人物なのだから、ウィルフレッドのフォローをすることはつまり、弥生のフォローになるはず。

　それなのに弥生はイライラしてしっぽを小刻みに揺らし、エリナの指をがぶがぶと甘噛みする。痛くはないが、少しくすぐったい。

「紳士的でモテて、身分も容姿も性格も揃ったイイ男なんて、乙女が求めるヒーローってのは贅沢だな。そんなやついるわけないだろ！」

　いきなり書かなければいけない状況に追い詰められて、弥生は弥生でストレスがたまっているらしい。

　でもウィルフレッドはもはやエリナの主人なわけで、目の前で悪口を言われるのはなんとなく腹が立った。

「それ以上閣下を悪く言ったら怒ります。書いていくうちに、きっとなにか変わりますよ」

　エリナが指先で白猫のヒゲをいじると、猫は心底不機嫌そうな表情になった。

　しばらくして、月明かりに光る緑色の瞳で心配そうにエリナを見つめる。

「エリー」

　弥生の声で、この世界での名前を呼ばれる。突き放されたようで寂しい気もするのに、不思議と湧き上がるのは嫌悪感ではない。

「こうして会いにくるのはなるべく控えるよ。君には、ちゃんとこの世界に馴染んでもらわないといけないから」

　エリナは猫の目を真っすぐに見返し、静かにうなずいた。

　一陣のやわらかな風がエリナの髪をなびかせ、彼女の不安と恐怖と、この世界に馴染んでしまうことへの躊躇を押し流していく。

「小説は虚構の世界だけど、君はここで真実の愛のキスを探すんだ。それが真実であるかどうかに、夢か現実かは関係ない」

　白猫は手すりに寄りかかるエリナに身を預け、彼女の肩に自分の匂いをつけるように頭をすり寄せた。エリナが腕を広げてやると、その両腕の中にすっぽりとおさまる。

　昼のカラスよりはこちらのほうがかわいいな、とエリナは思った。

「先生。言ってることが哲学的で、よく分からないです。もっと読者に伝わりやすい表現を選ばないと」

　優しくなでてやると、猫は気持ちよさそうに目を閉じる。

「がんばっている君を、迎えにくるやつはきっといるってことだよ」

　エリナは月明かりに照らされて白々と光る毛並みに感心し、その背中を丁寧になでた。顔を上げ、銀色の月を見てぽつりとつぶやく。

「ただの侍女に、王子様は現れません」

　エリナは明日から、ここでウィルフレッドの侍女として生きていくのだ。いつか必ず、現実の世界に戻るために。

　カラスのくちばしに頬をつつかれて庭園で目を覚ましたとき、目の前の事実をまったく信じられなかった。空色に変わった自分の瞳を覗き込んでも、まだ信じたくない気持ちのほうが強かった。心細くて、不安で、泣きたくなった。

　それでも今、この架空の中にある現実を、エリナは思ったよりしっかりと受け止められている。

　あの青い目に見つめられた瞬間からそうなのだ。ただ、それがどうしてなのか、エリナにはまだよく分からない。確かなのは、罪のない無垢な期待が心を小さく弾ませているということ。

（舞踏会に行ったら、本当にもう一度会えるのかな）

　やがて白猫はしゃべらなくなった。そこに弥生がいるのか、それともただの猫に戻ったのか、エリナにはもう分からなかった。
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　ウェンディ・コールリッジは舞踏会へ向かう馬車の中で、窓に映る王都の街並みをぼんやりと見つめていた。

　ウェンディは今年で十八歳になる。三百年の歴史をたどれば王家の血筋である名門コールリッジ伯爵家の令嬢。兄がひとりいて、結婚適齢期。積極的に社交場へ顔を出し、結婚相手を探すのが自分の役割と分かっているのだが、ウェンディはイマイチ社交界を好きになれなかった。

　ウェンディは器量よしで、社交界にデビューした当初はかなりの話題をさらったものだ。波打つ豊かなはちみつ色の髪と翡ひ翠すい色の大きな瞳を持っていたし、透き通る白い柔肌と小さくツンと尖った鼻、それから紅く薄い唇は、華奢で小柄な彼女をよりいっそうかわいらしく見せた。

　飾っておきたくなる人形のような容姿と、コールリッジ伯爵家の令嬢という身分があれば、彼女に様々な思惑を持つ男が近づいてくるのは当然のことだった。ウェンディはそのふんわりとした見た目からは想像がつかないほど聡明で賢い少女であったから、彼女を駆け引きの道具としか見ない者たちの集う社交界を苦手と思うのも、また当然のことである。

　ウェンディをウェンディとして見て、理解してくれるのは、頑固な父親と優しい母と数人の仲のよい侍女、それから目の前に座る兄のエドガーくらいだ。

「ウェンディ、もし嫌なことがあったらすぐに言って。無理して長居しなくてもいいからな」

　ウェンディより少し暗いブロンドの髪と深緑の瞳をしたエドガーは、妹に甘く、父親同様に過保護だった。ウェンディが結婚しなければ困るのはエドガーなのに。舞踏会に行きたがらない妹を叱るどころか、屋敷にとどめて甘やかそうとする。

　ウェンディはそんな兄に苦笑して、緩く首を振った。

「ありがとう。でも大丈夫です。今夜は身分を隠しての仮面舞踏会だって、招待状に書いてありましたもの」

　それに、あれほどまでに丁寧な招待状を国王から直々に送られれば、欠席するわけにはいかないだろう。

　領地にいる父は、根っからのコールリッジ家の男だ。本当は優しいのだけれど、頑固で融通の利かないところがあり、いつもいかめしい顔をしている。

　そんな父だから、王家に対する印象もよくはない。謀む反ほんを考えるほどではないが、従順ともいえないといったところだ。三百年前にはちみつと伯爵の身分だけを与えられて王都から閉め出された祖先の思いを大切にし、よく言えば誠実で真面目、悪く言えば古めかしい父だった。

　今回の招待状すらも、父はウェンディのことを思うあまり破り捨てようとしていた。慌てた母と兄に、必死になだめられてようやく正気を取り戻したのだ。

　ちなみに、エドガーの大らかな性格とウェンディの繊細な容姿は、どちらも母譲りだった。けれどウェンディの知性は、もしかしたら父から譲り受けたものかもしれない。

（とにかく、今夜はがんばらなくては）

　ウェンディが舞踏会に出席するのは本当に久しぶりのことだ。家族は誰も彼女を無理に社交界に出そうとはしない。でも、結婚してくれたほうがいいのはあたり前で、ウェンディはもう十分にその年齢に達している。

　社交界での様々な思惑が絡む駆け引きは苦手だったが、素敵な紳士との恋を望まないわけではない。結婚願望は人並みにある。むしろロマンチックなおとぎ話は好きなほうだ。ウェンディのその純粋な恋への憧れが、彼女に近づく男たちの邪な気持ちに敏感にさせ、社交界嫌いを助長していると言えなくもなかったのだが。

　しかし今夜の舞踏会は全員が身分を隠しての参加だし、流行りの仮面舞踏会を模して目もとを簡単な仮面で覆うのだとか。そのことが、ウェンディの背中を後押ししている。

（今夜の舞踏会でなら、見つけられるかもしれないわ）

　本当のウェンディを見てくれる、本当の恋の相手を。

　ウェンディは緊張と不安に高鳴る胸の鼓動に微かな期待を織り交ぜ、窓の端に見え始めた城をじっと見つめ続けた。
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「ほ、本当ですか！」

「ええ。あのはちみつ色の髪は、コールリッジ伯爵令嬢で間違いないと思いますよ」

　今夜は王座の間が大きな舞踏ホールとなり、目もとを小さな仮面で覆った人々が、名前も身分も知らない相手と手を取り合い踊っている。

　仮面舞踏会を提案したのは、ウィルフレッドの従兄弟である王太子なのだとか。そのほうが、ウェンディも舞踏会に来やすくなるだろうと考えてのことだ。

　けれどそのせいで、ウィルフレッドとエリナは伯爵令嬢を探し出すのにずいぶんと苦労していた。

　ウィルフレッドはいくら仮面をつけているとはいえ、社交界では有名人だし、それでなくてもあの容姿では目立ってしまう。だから、自由に動けるのがエリナだけになってしまったのは、仕方のないことだ。身分を知られずに済むのをいいことに、ダンスを申し込まれた相手と片っ端から踊っては、ウェンディを見かけなかったかそれとなく探りを入れている。

「淑女たちの今夜一番の話題は〝理想の結婚相手〟と名高いウィルフレッド・ランス公爵。もちろん、彼もこの舞踏会へ来ているね。そして紳士たちの一番の話題は、社交界には滅多に姿を見せないウェンディ・コールリッジ伯爵令嬢。珍しいことに、彼女がこの舞踏会に出席しているらしいのです」

　舞踏会が始まって一時間が過ぎた頃、やっとウェンディの目撃証言を得た。一度目にしたら忘れられないという、はちみつ色の髪を持つ彼女が、中庭に出ていくのを見たらしい。

　とにかく早くウィルフレッドに知らせなければならない。

「でも、私はあなたのその黒髪のほうが魅力的だと思いますよ。たくさんの男性と踊っているというのに、上品、かつ謎めいている。どうかな、ホールを出てふたりきりで少し散歩でも……」

「本当にありがとうございます！　あなたとお話ができてとても楽しかったわ。それでは、素敵な夜を」

　エリナはできる限り優雅に膝を折ってみせ、くるりと背中を向けて駆け出した。

　舞踏場には絶えず明るい音楽が響き、高い天井と広いホールには人々の楽しそうな声があふれている。

　年に一度の王宮舞踏会は、結婚相手を探す絶好の機会だ。社交界デビューが行われるのも大抵この日で、誰も彼もが待ちに待っている一日だった。

　だから仮面舞踏会を模してはいても、妖しい雰囲気はほとんどない。唯一気になることといえば、時折ぴったりと身を寄せた男女が中庭に消えていくことくらいだ。

　エリナはウィルフレッドから、たとえ言葉巧みにふたりきりで舞踏会を抜け出すことを誘われても決してついていってはいけないし、庭の奥のほうで妖しい声を聞いても無視しなければならないと、きつく言い聞かされている。

「あ、ごめんなさい！　ちょっと、人を探していて」

　エリナは時々誰かの肩にぶつかりながら、どこかで乙女に囲まれているであろうウィルフレッドの姿を探した。

　エリナにはこれが初めての舞踏会だったから気づいていないのだけれど、ウィルフレッドの忠告はまさに的を射ている。いくら目もとを仮面で覆っていようと、彼女のやわらかそうな髪とぽってりと紅く色づいた唇は、十分すぎるほどに出席者たちの注目を集めていたのだ。

　ブロンドか栗毛がほとんどの中で、エリナの黒髪は注意を引く。仮面に隠されたその目が、長いまつ毛に囲われたキレイな空色のアーモンド型だと分かれば、彼女を誘い出したくなるのも当然のことだった。

　それに加え、エリナはこの一時間足らずでもう何人もの男と踊った。ダンスに誘っても断られない、上品で淑女的な雰囲気の女性とあらば、今夜のエリナは大人気である。普段ならばもう少し周りの雰囲気に敏感なエリナも、舞踏会は初めての経験で、その上今はウェンディを探し出すことに夢中だった。周囲の視線に気づいていない、物知らぬ無防備な様子は、軽い狩りを楽しむ男たちをいっそう煽る。

　音楽に合わせて足踏みする人々の喧騒を縫い、エリナは懸命にウィルフレッドを探した。

　王座の間と呼ばれる今夜の舞踏場は細長い形をしていて、その左右には太い柱がズラリと並んでいる。壁は贅を尽くした金箔で、最奥には小さな階段の上に王が座する豪華な椅子があった。

　今夜は身分を隠しての舞踏会というだけあって、国王はまだ姿を見せていない。というより、どこかに国王や王子が紛れていても分からないほど人が多かったし、今のエリナにはそちらに注意を向けるほどの余裕もない。

　キョロキョロと辺りを見回しながら舞踏場の端のほうまで来たとき、ミッドナイトブルーのジャケットに包まれた見慣れた背中を見つけた。たくさんの乙女に囲まれている。彼は周りの女性から次々に飛んでくる質問に笑顔で答えながら、周囲に視線をさまよわせ誰かの姿を探していた。

「閣下！」

　エリナが勢い込んで声をかけると、ウィルフレッドはくるりと振り向き、飛び込んできたエリナを受け止めた。わざとらしくいかめしい顔をする。

「こら。今夜は身分を隠しているんだから、そんなふうに大きな声で呼ばないでくれ。なにやら男の視線をかき集めて僕のところに戻ってきた君には、あちらでお仕置きが必要だね」

「あっ、ごめんなさい」

　エリナがハッとして口もとを押さえるのと同時に、ウィルフレッドの取り巻き乙女たちからは悲鳴があがった。ウィルフレッドはそんな彼女たちに愛想よく会釈をして言葉をかけると、エリナの腰を抱いて壁際に向かって歩きだす。

　ウィルフレッドを取り巻いていた女性たちは、当然、彼が誰か分かっていて寄ってきたのだ。ウィルフレッドがわざわざ〝お仕置き〟だなんて言うから、エリナは一瞬で彼を射止めようとする令嬢たちの敵になった。

　エリナは小さく肩をすくめる。ウィルフレッドに本気で愛される女性は、きっと気苦労が絶えないだろう。とはいえ、大きな役目を背負って結婚を目論む彼に、そのような女性が現れるものか、今となっては薄い望みだった。

　ぴったりとくっついて隣を歩くウィルフレッドだけに聞こえるよう、エリナは低い声でささやいた。

「ある男性が、コールリッジ伯爵令嬢がひとりで中庭に出ていくのを見たと」

「本当に？　それはマズいな。早く行って捕まえないと」

　ウェンディはウィルフレッドより十一歳年下だ。彼はまるで子猫かなにかを捕獲しに行くかのようにつぶやく。

　王座の間にはいくつかの扉がある。部屋の外をぐるりと廊下が囲み、その先にあるバルコニーから外階段を伝って中庭に下りることができた。

　ウィルフレッドは扉の近くまで来ると、足を止めてエリナを見下ろした。彼女にとって初めての舞踏会だし、ウェンディを探すという任務を負っていることもあってか、いつも以上にいきいきとして見える。

　今夜のエリナはその瞳の色に合わせた、装飾の少ないシンプルな空色のドレスを着ていた。女性にコルセットを着ける習慣はもうほとんど廃れ、その代わりに胸もとが大きく開いて、高い位置に切り返しのあるドレスが流行している。

　エリナのドレスを選んだのはウィルフレッドだ。彼は常々自慢に思ってきた乳兄妹に似合いのドレスを選んだことに満足していたし、ウィルフレッド自身もエリナに合わせたミッドナイトブルーのジャケットを選んだ。

　エリナは大半の令嬢のように、男に従順で、守られ、都合が悪いときに決まって気絶できる女性ではない。自分の意志があり、考えることができる。ウィルフレッドを主人として尊敬してはいても、決してひれ伏したりはしない。無理なくそのように振る舞うことができるエリナを、ウィルフレッドは誇りに思っていた。彼女は特別な女性なのだ。自慢の妹だ。

　そんなエリナをひとり残して舞踏場を離れることには、一抹の不安も過ぎる。とはいえ、ウェンディを口説きに行くのにほかの女を連れていくわけにもいかないだろう。

「すぐに戻るよ」

「まあ、自信がおありですこと」

　ウィルフレッドが本気で心を砕く女性などエリナ以外にはいないというのに、当の本人は彼の心中など知りもせずくすくすと愉快そうに笑っている。

　ウィルフレッドは口端を上げた。エリナに視線を寄越す男たちへのけん制のため、ゆっくりと額にキスを落としてから、中庭へ向かう。

　妹に本当の恋を教える男がいるなら、いい加減な男では許さないと、頭の片隅で考えながら。




　ウェンディはふらふらと会場を出て中庭を歩き、肩を寄せて語り合う男女の姿が見えなくなるまで進んだ。

　庭園の奥まで来ると、生い茂る木に隠れるように置き去りにされたモニュメントを見つけた。ガーランド王家の紋章であるバラを、二本の足で立つ兎が握っている。

　舞踏場からもれる明かりも、音楽も届かない。ただ舞踏会の気配だけが微かに漂うここに佇み、動けなくなっている。ウェンディはその兎が気に入り、足を止めた。

（まるで私みたいね）

　今夜は順調だった。ふたりの男性とワルツを踊った。会話もした。しばらくウェンディのそばに張りついていた兄が安心して離れていくほどには、うまくいっていた。

　ウェンディは自分なりに舞踏会を楽しんでいるつもりだったけれど、一時間が経つ頃にはどっと疲れて、もうその場にはいられなくなった。

　やはり社交場には向かないのだ。この兎のように、遠くから眺めるくらいがきっとちょうどいい。なぜ自分が多くの人と同じように社交界に馴染めないのか考えようとすると、劣等感とそれから己を守ろうとする自尊心とに挟まれて目め眩まいがするような気がして、すぐに目を逸らした。

　今夜は月がキレイだ。舞踏場ではまぶしいほどの明かりが金色の壁に反射し、目に映るすべてのものを真っすぐに見ることもできない。けれどここは違う。

　ウェンディを照らすのは控えめな月だけ。白い月光が人ひと気けのない庭園を淡く浮かび上がらせる。風が木々を揺らす音も、涼やかな夜の香りも、肌をなでる冷たい空気も、今ははっきりと感じられる。

　窮屈に詰め込まれていた感覚が少しずつ戻ってくるようで、ウェンディは深く息を吸い込んだ。心地いい。目を閉じて、右手を宙に差し出し、左手でふんわりと広がるスカートをつまむ。

　ワルツは好きだ。音楽も。社交界には馴染めないと思っているのに、いつか素敵な紳士と出会って忘れられないワルツを踊ることを夢に見ている。

　風に乗ってステップを踏み、誘われるように鼻歌を歌った。

　舞踏会への純粋な憧れと、自尊心からくる嫌悪と。ウェンディの心に複雑に絡みつく仄暗い気持ちも、優しさにあふれた月の光が慰めてくれる。

　今夜のウェンディは翡翠色の目に合わせて、深緑色のドレスを着ていた。目もとを覆う仮面がもどかしくなり、右手ではずしてくしゃりと握りしめる。風に合わせて踊るはちみつ色の髪と白い肌が、月光を吸い取ってキラキラと輝いた。

　ふいに、ステップを踏む足音に、別の誰かの足音が混ざった。

　ウェンディは驚いて体を硬直させ、目を開く。振り向くと、濃い栗色の巻き毛の、背の高い男性が自分を見つめていた。

「待って！」

　反射的に庭園のもっと奥のほうに逃げようとしていた手足が、力強く甘い声に絡め取られて止まった。指先が小刻みに震える。それがなにからくる震えなのか、ウェンディにはよく分からない。

「あなたのような人がひとりでこれ以上奥へ行けば、たがのはずれた者に簡単に取って食われてしまうよ」

　物騒な台詞にウェンディの体は男のほうへ戻りかけたが、その翡翠はためらいに揺れている。

（取って食われるって、どういう意味かしら）

　城に猛獣がいるとは聞いていない。王宮舞踏会の庭の奥での逢瀬はもはや問題になるほど有名な話だが、ウェンディはそのことを知らなかった。

　男は怯おびえた猫にするように、ゆっくりゆっくりウェンディに近づき、繊細につくられた小さな顔を覗き込んだ。

　男の瞳は、仮面の奥で金色に光っているように見える。月のせいだろうか。

　男は仮面で目もとを覆ったままだ。ウェンディの仮面は震える右手が握りしめている。

（どうしよう……）

　ウェンディはこの男性に見覚えはなかったが、相手が名乗れば自分も名乗らなければいけない。仮面は自分ではずしたのだ。

　もし自分がコールリッジ家の娘だと知られたら、目の前の男性になんと思われるか不安で、今にも逃げ出したい気分だった。兄や父以外の男性と、こんなところでふたりきりになったことなどない。

　戸惑うウェンディに、男が左手を差し出した。

「一緒に踊っていただけますか」

　ウェンディはキョトンとして重たげなまつ毛をせわしなく動かす。

「……え？」

「ひとりで舞踏会を抜け出したりして、踊らないなんてもったいない。とてもお上手でしたよ」

　男の形のいい唇が意地悪そうに微笑んだ。

「それから、鼻歌のほうも」

　ウェンディの頬がカッと赤くなった。からかわれていると分かるのに、心臓は妙なくすぐったさにドキドキと脈を打ち始める。

　彼女の透き通るほど白い肌が淡く染め上がるのを、男は黙って見つめていた。けれど、少しも不快ではない。

（一緒に踊ろうだなんて……変わったお方だわ）

　どうしてこんなところにひとりでいたのかと、あれこれ聞かれるのだろうと思った。自分から仮面をはずしていたのだから、身もとを明かせと言われてもおかしくない。

　それなのに、男はそのどちらも問いただそうとはしなかった。疎外感をもてあまし逃げてきたウェンディを見つけ、この場所でふたりきり、ただ踊ることを選んでくれた。

　ウェンディは差し出された左手に操られるように右手を持ち上げ、はずした仮面を握ったままだったことに気がついた。

「あっ、ごめんなさい。今、ちゃんと……きゃっ！」

　慌ててつけ直そうとした仮面は男の手にかすめ取られた。そのまま手首を掴まれ、強く引き寄せられる。距離の近さに驚いて背の高い男を振り仰げば、バラのような甘い香りが微かに鼻先をくすぐった。

「つけなくていい。もう少し、君のことを見ていたい」

　ウェンディの肌が熱を上げる。

　翡翠色の虹彩に浮かんだ大きな瞳が揺れるのを、男は満足げに見つめていた。ウェンディが本気で嫌がってはいないことが確信できてから、彼女の仮面をジャケットの胸ポケットにしまい込む。

「で、でも……」

　胸のドキドキが、近すぎる距離のせいなのか、男性の香りのせいなのか、じっと見つめられているせいなのか、ウェンディには分からない。

　視線を泳がせると、男が小さく微笑む気配がした。掴まれたままだった手首を、上のほうに優しく引っ張られる。

　男はウェンディの指先をそっと自分の仮面に触れさせた。低くて甘い声で、誘惑するようにささやく。

「はずしてみる？」

　見てみたい、とウェンディは思った。

　胸が高鳴る意味を教えてほしい。ひとり逃げ出した自分を見つけて、一緒に踊ると言ってくれるこの人は、どんな瞳の色をしているのだろう。

　男はウェンディの目が懇願に揺れるのを見ると、少し屈んでまぶたを閉じた。

　バラの香りがいっそう濃くなる。やわらかな風がウェンディの顔の横に残った髪をさらりとなで、それから男の栗色の巻き毛を躍らせた。

　ウェンディの震える指先が不器用に仮面をはずすのを、男は黙って待っている。

　息をのんで仮面を目もとからそっと離すと、高く筋の通った鼻と扇型に広がったまつ毛が現れた。小鳥が体を震わせるように、長くて豊かなまつ毛が揺れる。男のまぶたがゆっくりと持ち上がり、一度まばたきしてから、彼を間近で見つめるウェンディを探しあてた。

　彼は、琥珀色の目をしていた。

「僕と踊ってくれますか？」

　その穏やかな瞳が月の光を浴びていたずらっぽいゴールドに輝くのを見たとき、ウェンディはこの男をもっと知りたいと思った。そして、どうか自分を見てほしい。

　舞踏会で出会った相手に対して心からそう思うことも、ダンスの誘いにこんなに胸が躍るのも、彼が自分を探しあてた瞬間に走った甘い予感も。すべてが初めてであることに、ウェンディはちゃんと気づいていた。
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　ウィルフレッドが妙なけん制をしていったこともあり、エリナに声をかけようとする者はしばらく現れなかった。

　やるべきことがなくなったのをいいことに、壁際で黙りこくって棒立ちになり、誰とも目を合わせないようにしながら、こっそり横目で背の高い男の髪色を片っ端からチェックしていく。金髪に栗色、時折赤毛が見つかるばかりで、エリナの探す漆黒の髪を持った男性はどこにもいない。

　ウィルフレッドとウェンディを引き合わせることに成功した今、エリナがここにいる理由はもはやそのくらいしかなかったのに。

「レディ、私と一曲ご一緒していただけませんか」

　とうとうダンスに誘われてしまった。

　エリナに声をかけたのは、がっしりとした体躯を仕立てのいい服で包み、威風堂々とした貴族らしい男だった。長身ですらりとした体型で、貴公子然としたところがあるウィルフレッドとは対照的だ。

　目もとは仮面で隠されているけれど、ダークブロンドの髪と厚めの唇が覗いていた。鼻は少し大きめなぶん、形がいい。身分と容姿、それに見合う自信を漂わせる男。ウィルフレッドとはまた別の種類の紳士に見えた。歳は彼よりいくつか上だろうか。

　自分を養い、守ってくれる夫を探さなければいけない令嬢たちには、ウィルフレッドよりこの男のほうがタイプだという者も少なからずいるかもしれない。

　しかし、エリナはここへ結婚相手を探しにきたのではない。ウィルフレッドをウェンディのもとへ行かせたことで今夜の任務は完全に終了した気分だったし、ダンスはもうお腹いっぱいだ。男性の誘いをうまく断りたいが、なにしろ今夜が初めての舞踏会で、エリナはダンスの誘いを片っ端から受けてきた。つまり、断り方を知らない。

　エリナは唸るようにささやいた。

「すみません、今夜はもう……少し、疲れてしまって」

　言い淀んで視線を泳がせる。エリナを見下ろす男がフッと笑ったような気がした。

　目を上げると、男の顔が思ったより近くにある。ふと、誰かの面影が重なって見えた。

（仮面のせいではっきり分からないけど、もしかして知っている人？）

　いったいどこで会ったのだろう。

　つかの間記憶を探るエリナの耳もとに、男がスッと唇を寄せた。

「お前がウィルフレッド・ランスのためにコールリッジ伯爵令嬢の居場所を聞き回っていたことは分かっている。あの男はなにを企んでいる？」

　エリナは鋭く息をのみ込んだ。反射的に後ずさると、ふんわりと広がったスカートが壁と体の間で押しつぶされる。

　男の口もとは嗜虐的に笑っていた。

「失礼します」

　エリナは軽く膝を折ってからくるりと背を向け、足早に舞踏場を出た。早歩きをしても、うしろから男が長い脚で追いかけてくるのが分かる。

　今のエリナがここで頼れるのはウィルフレッドしかいない。彼がいないと分かっていたからこそ、とっさに舞踏場を飛び出した。けれど、人混みを離れるのは間違いだったかもしれない。

「私の記憶にある限り、あの男がお前を連れて社交界に姿を現したことは一度もない。乙女たちの憧れのランス公爵閣下の特別な女性だというなら、あの男の企みと同じくらい、私はお前に興味がある」

　廊下にはほかに人影もない。このまま庭へ出るのも危険な気がしたが、とにかく足を速めるしかなかった。

　エリナが半ば小走りになるにもかかわらず、男の足音は一定の距離を保ってうしろをついてくる。

「公爵の企みは大方見当がつく。あのふたつの家が接触する理由など、禁断の青い果実以外にないだろう」

　ウィルフレッドがウェンディに近づく理由も、神託に関することも、ほかの者には知られてはいけない。そう思えば思うほど、エリナの肩はこわばり、男の言葉に情けないほど反応してしまった。

「それならばお前はなおさら私と踊らなくてはならないと思うぞ」

　うしろから伸びてきた手に腕を掴まれた。強引に体の向きを変えられる。もう片方の腕がすぐに腰に回され、胸の中に閉じ込められた。

「禁断の青い果実の完成には、あとひとつ、ラズベリーが必要だろう」

　エリナのささやかな抵抗は、その言葉で封じ込まれた。

（どういう意味？）

　暴れるのをやめた途端、男の手がエリナの仮面に触れる。

「あっ……！」

　止める間もなく、知らない男の腕の中で素顔がさらされてしまった。エリナの仮面を手にした男は、その目の色を覗き込んで満足そうに口端をゆがめる。

「澄んだ夏の空の色だ。お前のその黒い髪といい、ますます興味をそそられるな」

　男の仮面の奥で、鋭い双眸が捕食者の光を帯びた。エリナは体に巻きついた腕から逃れようと再び身をよじったが、やがてあきらめ、仮面を睨み返した。

　男に狩猟本能があるとすれば、これ以上の抵抗は逆効果だろう。

「仮面を返してください。それから腕を放して」

　男に腰を支えられたまま、両腕を組んできっぱりと告げる。男の少し厚めの唇から唸るような笑い声がもれた。

「どこかのご令嬢にしては強気だな。先祖から押しつけられた面倒なラズベリーよりも、お前のほうを味見してみたいよ」

　エリナはすぐにその意味を理解した。

（やっぱり、この男がヴェッカーズなんだ）

　禁断の青い果実を完成させるための材料のひとつ、ラズベリーを所有する者。ランバート・ヴェッカーズ伯爵。

　しかし、男の顔に見覚えがあるのはなぜだろう。ウィルフレッドと仲の悪いこの男が、屋敷を訪れたことなどないはずだ。ほかのどこかでランバートと対面する機会があっただろうか。

（でも、そのことを考えるのはあとにしよう）

　エリナはささやかな疑問を振り払い、目の前の状況を打破することに意識を戻した。

　ウィルフレッドがウェンディに近づいた理由も、神託のことも、ほかの者には知られてはいけない。けれど、相手がランバートなら話が別だ。なにしろ、ラズベリーの所有者であるランバートの協力がなければ、禁断の青い果実は完成しないのだから。

　ウィルフレッドが国王から任されているのはコールリッジ家からはちみつを譲ってもらうことだけでも、エリナはラズベリーを手に入れなくてはならない。

（どうすれば、この男からラズベリーを譲ってもらえるの？）

　ランバートからは、ウィルフレッドに対する嫌悪がひしひしと伝わってくる。

　眉を寄せるエリナの頬に、ランバートが指を這わせてきた。

　抵抗するべきだろうか。彼の機嫌を損ねてはいけない。エリナがランバートの望む通りにすれば、ラズベリーを譲ってくれる気なのだろうか。

　どうすることもできずにただされるがままになっていると、ランバートのもう片方の手が彼の仮面をはずした。緑がかったヘーゼルの瞳が現れる。

　その淡褐色の瞳と目が合った瞬間、エリナの息が止まった。

「いい度胸だ。俺と賭けをしないか。ウィルフレッド・ランスは、お前か俺のラズベリー、どちらを選ぶと思う？」

　薄く笑ったランバートが、ふたりの距離をさらに縮めてくる。

　ランバートが、エリナとラズベリーを秤にのせたのは明白だった。これはゲームだ。ラズベリーの皿を拾いあげたら、もう片方の皿はランバートの手の中に落ちる。そこに乗っているのは、エリナ自身だ。

　エリナはゴクリと喉を鳴らした。

　現実世界に戻るために、自分はどこまで身を削ることを許せるだろうか。

　エリナが跪き、求められるすべてを差し出して、ランバートを満足させることができれば。この男は矜持を失った代償にラズベリーを渡してくれる。

（よりにもよって、またこの顔に差し出せって言うの？）

　エリナは近づいてくるランバートにいっさい抗わなかった。抵抗しなかったのではなく、できなかったから。

　男の顔に見覚えがあるのは当然だった。よく知っている顔だ。

　髪の色も瞳の色も、あの写真とは違う。けれどランバートは紛れもなく、弥生の部屋に飾られた写真に写る初恋の相手と同じ顔をしていた。

（やよい先生のバカ！）

　きっとあの写真を眺めながら、ランバートをこの容姿に設定していたのだ。なんて趣味が悪いのだろう。一度こらしめておくべきだった。

（あの悪ふざけさえなければ、こんなことにはならなかったのに！）

　ランバートと初恋の相手が別人なのは分かっているが、久しぶりに間近で見たショックからエリナの体はすっかり固まっていた。カチコチになるエリナにはおかまいなしに、腰に回った腕に力が込められ、体がぴったりと重なる。

　取引のことは一瞬で頭から抜け落ちた。

「やっ……！」

　エリナが抱きしめる腕の強さと感触に半ばパニックになって身をよじったとき、突然誰かに腕を掴まれた。強い力で引っ張られ、ランバートの腕から解放される。

　けれど自由になったのも一度まばたきをする間のことで、たちまち別の腕が体に絡みついてくる。

　ウィルフレッドが助けに来てくれたのかと思ったが、男の胸に受け止められ、力強く抱きしめられると、不思議とそれがウィルフレッドではないことがすぐに分かった。

「ランバート・ヴェッカーズ伯爵。たった今この瞬間より、私の許可なく彼女に触れることはいっさい禁ずる」

　エリナは男の胸に抱かれ、心臓がキュンと小さく音を立てるのを聞いた。

（うそ……本当に会えた）

　エリナを腕の中に囲う男は、やわらかそうな漆黒の髪をオールバックにし、濃紺に銀縁の美しい仮面をつけている。形のいい額には幾筋かの前髪がこぼれていて、心なしかエリナの頬に伝わる鼓動が速い。黒で統一された衣装は派手ではないものの、仕立てのよさから彼がかなり高位の者だということをうかがわせる。

　仮面の奥に潜むのは、グレーを混ぜた深い青紫色の瞳だった。

「これはこれは。王太子殿下のお出ましとあらば、やはり公爵の企みはあの果実に関することで間違いないようだ」

　ランバートがエリナを抱きしめる男に対して腰を折る気配がしたが、その声には皮肉っぽい響きが込められている。エリナはそのへりくだった態度と言葉に耳を疑い、腰を抜かしそうになった。

「お、王太子殿下……？」

　ギョッとして顔を上げる。あまりのことに目眩がしそうだ。

（ちょっと待って。まさか、公爵家の庭園の茂みから出てきたこの人が、この国の王子様なの？）

　にわかには信じがたい。けれどエリナはランバートのひと言で、あることを思い出していた。

　エリナの主人であるウィルフレッドは王太子の従兄弟だが、エリナ自身は直接会ったことがなかった。彼は何度かウィルフレッドの屋敷を訪れているものの、タイミングが合わずに機会を逃していたのだ。しかし王太子とウィルフレッドは幼い頃から仲がよく、侍女たちの噂話に王太子が登場することも多かった。

〝キット・ガーランド王太子殿下は、黒い髪に青い瞳を持つ美丈夫である〟

　彼の容姿に覚えがあるような気がしていたのは、そのせいだったのだ。

　もしもこの人が本当に王子様なら、昨日からのエリナの態度は不敬罪に値しないだろうか。

（舞踏会で再会できたらお話がしてみたいだなんて……とんでもない！）

　エリナは青ざめ、慌てて体を離して膝を折ろうとした。けれど男の腕が腰に巻きついて離れない。

「きゃっ」

　それどころかよりいっそう強く抱き寄せられ、硬い胸に押しつけられた。頬がカッと熱を持つのを感じる。

「ちょっとおとなしくしてろ、エリナ」

　耳もとで低くささやかれ、エリナはついにピシリと固まった。王子の腕の中で動きを止める。

　王子はエリナの背をしっかりと抱いたまま、仮面の奥の青い瞳を細めて真っすぐにランバートを見た。

「ヴェッカーズ伯爵。たしかに私には貴殿に頼みたいことがある。協力していただけるのならなんでも望みのものを差し上げよう。だが、彼女を取引の駒にするのは許さない」

　静かな声には微かな怒りと非難が込められている。

　エリナはといえば、彼が真に国の王太子であることが分かり、ますます目が回りそうだった。

　おそらくキットは、ウィルフレッドを介してエリナのことを知っていたのだ。なぜあんな庭園の茂みの奥から現れたのかは理解できないが。

　エリナはいつだったかウィルフレッドが、キットのことを『変わり者で時々びっくりするほど王子らしくない』と言っていたのを思い出した。

　けれど今エリナの前に立つ彼は王太子然とし、堂々としていて、近寄りがたいほど厳しいオーラを放っている。

「公爵と殿下のお気に入りの女性ですか。ますますおもしろそうだと言ったら、王子様はお怒りになりますか」

　挑発的なランバートの物言いに、キットは低く毒づいた。エリナを守るように背中に隠す。

　ランバートのヘーゼルの目が愉快そうに光った。不遜にも、王太子をからかって楽しんでいる。さすがはヴェッカーズ伯爵家当主というべきか、王家への畏怖が見あたらない。

　その表情は、瑛莉菜の初恋の相手に驚くほど似ていた。優しく妖しく、軽薄を装っているようで、裏ではなにを考えているのか分からない。

「今夜はひとまず退散いたしましょうか。獲物は好きなだけ抵抗させるのが愉しいというもの。狩ったときの味がよくなる」

「俺がさせない」

　キットは背後からひょっこり顔を出そうとするエリナを、強引に背後に押し留める。ランバートの視線にさらすのも気に食わなかった。

　ランバートがエリナに目をやる。

「公爵にお前が私の屋敷へ来られるよう招待状を送ろう。来るか来ないかはお前の自由だ」

　唇の端をゆがめて笑みを見せると、背を向けた。

　エリナはもう二度とあの男に踏みにじられるのは嫌だと思った。ランバートは忘れられない初恋の相手に気味が悪いほど雰囲気が似ている。関わりたくないのが本音だ。

　けれどエリナには、王太子の背中でただ守られているわけにはいかない理由があった。どこまで差し出せるかは、エリナの覚悟次第ではないだろうか。

「ヴェッカーズ伯爵！」

　エリナはキットの腕を振りきり、うしろからひょっこり飛び出した。

「おい！」

　キットが慌てて彼女の手を掴む。

　エリナはその手にかまうことなく、振り返ったランバートに膝を折った。

「ご招待いただけること、心より楽しみにお待ちしております」

　精一杯の凛とした声が、静かに廊下に響いて空気に溶ける。

　キットの手に力がこもり、すぐに隣へ引き戻された。

　驚いたように片眉を上げていたランバートが、愉快そうに口の端をゆがめる。エリナの空色の目に、普通の令嬢にはない自虐的な覚悟が宿るのを見た。ランバートの好物だった。

「私も楽しみにしている」

　ランバートは最後に挑発するように王子を見て、仮面をつけ直すと、今度こそふたりに背を向けて舞踏会の喧騒のほうへと戻っていった。

　エリナがそのうしろ姿をしばらく見つめていると、両腕を掴まれてぐるりと体の向きが変わった。不機嫌な顔の王太子と目が合う。

　キットが突然片手で自分の仮面をもぎ取って素顔をさらしたので、エリナは慌てて目線を下げた。腕を掴まれたまま、なんとかドレスの裾をつまんで膝を折る。

「王太子殿下。どうか昨日のご無礼をお許しください。ご挨拶も申し上げず、屋敷にご案内することもいたしませんでした。その上、今夜はこのような……」

　キットはエリナの両腕をしっかり掴んで強引に礼をやめさせ、不敬にあたるからと目を合わせようとしない彼女の顔を無理やり覗き込んだ。

「そんなことはどうでもいい。それより、なぜ抵抗しなかった。伯爵の要求には虫唾が走る。それをあんなふうにされるがままにするなんて、君はとんでもなく危なっかしいタイプの女なのか」

　王子は不愉快そうに吐き捨てた。鼻の頭にシワを寄せ、形のいい唇を尖らせている。虫の居所が悪いようで、エリナがしっかりと目を合わせて答えるまで腕を離す気もないらしい。

　侍女のエリナがこんなところを誰かに見咎められたら、ウィルフレッドに迷惑がかかるかもしれない。だから目を合わせられないというのが理由の半分だ。残りの半分は、キットの深い青色の目に至近距離で見つめられると、正直、心臓に悪いと思うからだった。

　エリナは何度か距離をとろうと試みたが、ついにあきらめた。なるべく無礼にならないよう、不機嫌な王子の顔を見返す。

「お言葉ですが、王太子殿下。主人より神託に関するお話はうかがっております。ヴェッカーズ卿からラズベリーを譲っていただけなければ、殿下のお命に関わります」

　キットは禁断の青い果実を食べなければ死んでしまう。タイムリミットまではあと五日しかない。禁断の青い果実を手に入れたいのはエリナも同じだったが、彼にとっては命がかかっているのだ。

　それなのにキットは、そんなことは気にも留めない様子でフンッと鼻を鳴らした。ようやくエリナから腕を離す。

「そのために自分を犠牲にするのか。俺はそういうのは気に食わない」

　エリナは目をまん丸にした。

（気に食わない！）

　なんと率直な意見だろう。そんなふうに言われるとは思わなかった。

「殿下のお命と引き換えにできるものなどございません。ヴェッカーズ卿とて、なにも私の命を差し出せというわけではないでしょう」

「差し出すものの大きさは関係ない。自分を粗末にするのをやめろと言っているんだ」

「まあ。殿下をお救いできたとしたら、私はどこも粗末ではありません」

「話にならないな。君を犠牲にして救われる命なら捨ててやる」

　エリナは呆気にとられてパチリとまばたきをした。

「ですが……期日まで時間がございませんし。これが最善の策かと存じます」

　キットのほうも、あきれたように目を瞠った。

「頑固なところがあるとは聞いていたが、本当に聞き分けがないんだな。君がそんなことで傷ついたんじゃ、俺がここにいる意味がないだろ」

　頑固はお互い様だと、エリナはこっそり胸の奥で言い返した。先ほどまでの王太子らしい威厳はどこへ投げ打ってしまったのか、むすっとした横顔はまるで子どもだった。

　なんとなく、誰かに雰囲気が似ている気がする。拗ね方が弥生にそっくりだ。まあ、彼がつくった小説のキャラクターならそれも当然かもしれないが。

　それにしても、王太子の命に関わることを〝そんなこと〟とは、それこそ聞き捨てならない。自分を粗末にしているのはどっちだ。

「いいえ、殿下。殿下をお助けできなければ、私こそここにいる意味がありません」

　エリナは断固として主張した。

　なんといっても、国の王子を死なせるわけにはいかない。そんなことになったら、ウィルフレッドとウェンディは確実に幸せになれないではないか。この物語にはなんとしてでも、ハッピーエンドを迎えてもらわなくては。

　それに、エリナは目の前の男に死んでほしくなかった。

「私なら大丈夫です。本当に危険と思えば、逃げ出すくらいのことは容易ですから。でも、殿下はラズベリーがなくてはお困りになるはずです」

　キットはきつく眉根を寄せてエリナを見下ろした。

　長いまつ毛に囲まれた彼女の目はそれだけで魅力的だ。夏の空のように透き通った色は見る者を強く惹きつける。玉のような肌も、淡く色づく頬も、ふっくらとした誘うような下唇も。昨日実際に目にした瞬間、はっきり言って彼はエリナから目を離せなくなっていた。

　ただキットをやきもきさせるのは、最近の流行りのドレスは胸もとが開きすぎている点だ。無防備にも彼女の肌がさらされ、これをランバートやほかの男たちがどんな目で見ていたのかと想像すると、今夜の舞踏会はすべてなかったことにしたいくらい。それとも、男たちの目を端から順にくり抜いてやれば気が済むだろうか。

　キットは苛立ちに任せて彼女のまとめられた黒い髪の間に片手を差し込み、くしゃりと乱した。

「君はなんにも分かっていないんだな」

　危ないと感じたときなど、もう手遅れだ。

　男たちが彼女をどういう目で見ているか。ランバートが彼女になにをしようとしているか。エリナには危険だとさえ感じてほしくない。それが危機管理というものだ。自ら身を削ぐような彼女を見ていると、キットのほうがイライラしてくる。

　そういうことを、エリナは少しも分かっていない。以前から薄々、庇ひ護ご欲をくすぐるタイプなのかもしれないと思ってはいたが、まさかここまで目の離せない女だとは思ってもみなかった。

　キットが難しい顔をするのに反し、エリナは振りきったように明るい笑顔を見せた。

「ご心配なさらないでください。私が必ず、殿下をお守りします」

　エリナはそう口にして、改めてその気持ちを心から自覚した。彼の正体が神託によって選ばれた王太子だと分かった瞬間から、心は決まっていたのだ。

（絶対に、この人を死なせない）

　それは決定事項だった。理由は分からないけれど、彼の手はひと目会ったときからずっと、直接エリナの心を揺さぶるように優しく触れてくる。その意味も分からないまま、彼を死なせるわけにはいかない。

　その決意はなぜか、エリナの胸の奥をくすぐったい喜びで満たした。

　キットは一瞬目を見開いて固まったかと思うと、怒ったように唸って顔を逸らした。

「好きに言ってろ」

　エリナの黒髪から指先を引き剥がし、そこに残ったやわらかな感触をごまかそうと、自分の髪をボサボサと乱暴に乱す。

　まったく、〝ご心配なさらないで〟じゃない。キットとしてはもっと自分の心配をしてみろと言いたい。

「まあいい。なにも分かっていないなら、この機会に俺が分からせてやる」

　誰かが彼女を守ってやればいい。そうすれば、エリナも少しは自分の心配をするということを覚えるだろう。エリナが自分のことに無頓着だというのなら、キットがそのぶん何倍もエリナを大切にするまでだ。

　キットはそう心に決めた。片方の手に握ったままだった濃紺の仮面を、有無を言わさずエリナの顔に押しつける。

「きゃっ」

　そして彼女がランバートに抱き寄せられたときから少し乱れていたドレスを、気が済むまでキレイに整えてやった。それでも無防備にさらされた華奢な肩と胸もとがどうしても気になる。

　キットは着ていたジャケットを脱ぐと、それをエリナの肩にかけて白い肌を覆い隠した。普段は装飾の役割しか果たさない銀色の前ボタンを襟もとから一番下まですべてピッチリと閉じ、自分の仮面とジャケットでエリナをすっぽりと覆う。

　少し体を離し、エリナの姿を見て納得したように大きくうなずいた。手始めとしてはこんなものだろう。

　エリナはその間、キットにされるがままおとなしくしていた。

　怒っているわけではないと思うのだが、なぜキットがそんなに不機嫌になるのか、エリナには理解できない。

（なんか……ウィルフレッド様の言う通り、ちょっと変わった王子様）

　エリナが不思議に思って見つめていると、仮面の奥から注がれる視線に気づいたキットが、ふとこらえきれなくなったように頬を緩めて笑った。

「ラズベリーの件についてはいったん保留にしよう。とにかく、ここでもう一度会えてよかった。舞踏会が始まってから、実はかなり探したんだ。エリナがあんまりちょこちょこ動くから、なかなか捕まえられなくて」

　思いがけず向けられた色香をまとう笑顔に、エリナの鼓動は戸惑いの音を立てた。

　キットがエリナをここまで気にかけてくれるのは、おそらく彼女がウィルフレッドの乳兄妹だからだと思う。それでもエリナには王子の視線が妙にくすぐったくて、その笑顔を直視することができなかった。

「それから、今後俺のことはキットと呼ぶように。これは命令だ」

「えっ」

　王子の〝命令〟に驚いて思わずうつむいていた顔を上げる。

　わざと尊大な表情をつくっていたらしいキットがいたずらっぽく微笑むと、エリナの白い頬は仮面の下で瞬時に朱に染められてしまう。

　なによりもキットの仕草ひとつで簡単に速度を上げる心臓が、エリナをかつてない困惑に陥れているのだった。
















３日目　はちみつの令嬢













　仮面舞踏会の日、エリナは王城にあるウィルフレッドの客室で夜を明かした。

　翌朝太陽が昇りきってから、公爵家の馬車に乗り込む。ただ往路と違って、帰りの馬車には乗客がひとり増えていた。

「城にはブルーローズもはちみつも、ラズベリーもない。肝心の俺が王都に閉じこもっているわけにはいかないだろ」

　というのが風変わりな王太子の言い分だ。並んで座るウィルフレッドとエリナの正面に、王族の外出とは思えないラフな装いで腰かけている。

「でも驚いたな、まさか俺の知らないところでエリーとキットが会っていたなんて。彼女を助けてくれてありがとう」

　昨夜、キットに部屋まで送り届けられたエリナはそのまま疲れきって眠ってしまったから、ランバートとの出来事をウィルフレッドが知ったのは朝になってからだ。

　舞踏会の後、ウィルフレッドが部屋に戻ったのは東の空がほとんど白む頃だったらしい。帰りを待つ必要はないと事前に伝え置いてくれる気遣いが、末端の使用人にまで好かれる当主たる所以だ。

　ついでにウィルフレッドの帰宅時間は、彼が乙女を誘惑することにかけて、かなりの腕利きだということも証明している。悪魔は得てして美しい容姿をしているものだ。

　キットから昨夜の出来事を聞かされたウィルフレッドは、驚きと嫌悪と安堵の入り混じった複雑な顔で唸った。

「それにしても、伯爵に絡まれているのがエリーだってよく分かったな。俺、そんなにエリーの話ばっかりしてる？」

　キットがすぐに言い返す。

「してる」

　それ以上のことを話すつもりはないのか、窓の外を黙って眺めている。

　キットがエリナに気づいたのは、彼女と会ったのが二度目だったからだろうと、エリナは思った。

　彼女はキットが公爵家の庭園に忍び込んでいたことを、まだウィルフレッドに報告していなかった。すぐにでも知らせるべきだったとは思うが、神託のことや舞踏会のことに紛れて機会を逃していたのだ。

　忍び込んだ者の正体が王太子だったと分かった以上、キットがなにも話さないのなら、エリナからそれを口にすることはない。

「それより、ついにどこかの誰かがコールリッジ伯爵令嬢を射止めたって、城は朝から騒ぎだったぞ」

　キットが他愛もない噂話をするように言った。

「うん。かわいくて、いい子だった」

「その〝かわいくて、いい子〟以外、お前から女の感想を聞いた覚えがない」

「だってみんないい子だから」

「全員同じ女に見えてんじゃないだろうな。彼女の目の色を言ってみろ」

「まさか」

　ウィルフレッドがひょいっと肩をすくめる。

「エリーの目なら空色だよ」

　ウィルフレッドとキットは従兄弟同士で、歳もひとつしか違わない。ウィルフレッドが幼い頃は一年の半分を王都で過ごしていたから、ほとんど兄弟のように育ってきた。

　エリナは慣れ親しんだふたりのやりとりに口を挟む気にもならず、交わされる会話を黙って聞いていた。

　キットが鼻の頭にシワを寄せて、砂を食わされたような顔をする。

　ウィルフレッドは車窓の外に目をやり、長い脚を窮屈そうに組み替えた。それからもう一度左右の脚を入れ替え、ぽつりと白状する。

「ウェンディの目は翡翠色だった。ご令嬢との会話をあんなに楽しんだのは初めてだよ。あの子は美人で賢い。はっきり言って、ひと晩じゃベッドに連れ込む余裕もなかった」

　エリナは顔をうつむけたままこっそり目を瞠った。社交界での恋は百戦錬磨のウィルフレッドが、十一歳も年下の女の子を相手に余裕がなかったとは。

　これは敗北宣言だ。火遊びの得意な男が、完全に火傷させられている。

　キットは従兄弟の思わぬ弱音に面食らった。

「でも、彼女もウィルのことを気に入ってくれたんだろ」

　さっきとは打って変わって、慰めようとしているらしい。

　ウィルフレッドはまるで悲嘆にくれるかのように手で目もとを覆った。

「そうじゃなかったら心が折れる。夜通しおしゃべりとカードゲームだなんて、俺は意気地なしか。あと三日夜が続こうが、ずっとウェンディの隣にお行儀よく座っていられる気分だった」

「なんだよ。彼女に手を出せなかったのがそんなに情けないか」

　ウィルフレッドはひと晩で自信を喪失していた。というより、これまでほとんどの女性に有効だった上辺だけの手管が通じず、途方に暮れているのだ。まるで初恋に惑う少年のようだった。

（やよい先生って、やっぱりこういうところが上手だよね）

　ウィルフレッドが見事に骨抜きにされそうなのを知り、エリナは明るい気持ちになった。このままウェンディとの恋がうまくいけば、ロマンス部分は文句なしだ。

　しかも、ウィルフレッドは器用な男だった。ここまで胸の内を乱されておきながら、はちみつを譲ってもらう交渉については抜かりない。

　よくよく聞いてみれば、神託のことをウェンディに打ち明けたのだとか。キットとエリナは呆気にとられるばかりだった。

「もちろん、それが理由で彼女に近づいたとは言ってない。ちゃんと偶然を装っているよ。でもこっちには時間がないし、やましい秘密がひとつあるわけだから、話せることは話そうと思って」

　ウィルフレッドはなんてことないように軽く肩をすくめる。

「それで、彼女はなんて？」

　キットは少し考え込むような仕草をしてから、片方の眉をひょいと持ち上げた。

　ウィルフレッドが同じ仕草を返す。琥珀色の瞳が金色の光を帯び、口もとには不敵な笑みが広がった。

「協力してほしいと言ったら、兄と相談すると答えた。手応えはある」

　それからふと思い出したように、黙って話に耳を傾けるエリナのほうを突然振り返った。

「ああ、そうだ」

　ウィルフレッドはエリナを見下ろし、両目を三日月のようにしてにっこりと笑う。

「ウェンディは友だちが欲しいらしいんだ。俺の自慢の妹を、彼女の屋敷に行かせると約束したよ」

「え……わ、私ですか？」

　ウィルフレッドに兄弟はいない。彼が〝妹〟と呼ぶのは、実際には乳兄妹であるエリナのことだけだ。

　ウィルフレッドは目の奥にいたずらっぽい光を宿し、コクリとうなずく。

「彼女の信頼を確実に勝ち取るには、エリーの助けが必要だよ。今まで敬遠してきた貴族たちとは違うってところを、いろんな角度から示さないと。なにせ時間がないからね」

「で、でも……」

　エリナはいくらウィルフレッドの乳兄妹とはいえ、一介の侍女にすぎない。まさか貴族の屋敷にひとりで招待されることになるなんて、思ってもみなかった。

　ウィルフレッドがうろたえるエリナの手を取る。優しく目を細めてエリナを見つめた。

「大丈夫。エリーはそのままで俺の自慢の妹だから、ただ楽しく食事をして話をしてくればいいんだ」

　ウィルフレッドは簡単に言うが、エリナにとってはひどい難題だった。

　どんなふうに振る舞えばいいのか分からない上に、今は複雑な事情がついてくる。ウィルフレッドがはちみつを欲していることを知り、しかしもとからそれが目的で近づいたとは知らないウェンディに、どう接したらいいのだろう。

　ウェンディはウィルフレッドとの出会いそのものが意図されたものだったと、感づいているのだろうか。それとも今はまだ、ウィルフレッドのことを純粋に信頼しているのだろうか。

　このウィルフレッドでさえ手間取るようなことを、エリナが難なくこなせるとは思えない。不安がむくむくと膨らんでいく。

　けれどウィルフレッドの琥珀色に見つめられ、繊細な指で根気よく手の甲をなでられると、エリナはいつのまにかこくんとうなずいていた。

「ありがとう、エリー」

　ウィルフレッドが微笑んで少し身を寄せたので、幼い頃と同じようにまぶたにキスされるのだと分かり、おとなしく目を閉じる。

「おい」

　キットの不機嫌そうな声がキスを遮った。

　エリナはパチリと目を開ける。キットは不愉快そうに唇を尖らせ、ウィルフレッドを睨みつけていた。

「主人が侍女にキスとは聞いたことがないぞ」

　ウィルフレッドが顔をしかめる。

「エリーは侍女だけどその前に俺の妹だ。それに、キスって言ったって額やまぶたや頬だ」

　キットがむすっとして口を真一文字に引き結ぶ。

　挨拶程度のキスだし、家族同士ならなにもおかしくない。それさえも気に食わないなんて、キットには奇妙なほど硬派なところがある。

　キットの仏頂面が直らないので、ウィルフレッドは仕方なくエリナの両手を解放してやった。

　実を言えば、彼女の手に触れた瞬間からキットがおもしろくなさそうな顔をしているのには気づいていた。だけど、昨日彼女と会ったばかりのキットに、エリナに触れることすら制限される理由はない。

「そんなに拗ねるなよ。エリーはまだ俺の保護下だろ」

「別に拗ねてねーよ」

　キットがエリナを気に入っていることは、なんとなく最初から分かっていた。エリナがキットに対して、自分に抱くのとは別の種類の信頼と親しみを持っていることも。ウィルフレッドにとって、よく知るふたりの微妙な気持ちの変化を感じることは、造作もないことだった。

　もちろんキットのことは王子としても男としても信頼してはいる。でも、かわいがってきたエリナをみすみす手渡してやるのはまだ少し早くはないだろうか。

　ウィルフレッドにはふたりが強く惹かれ合っているのが目に見えるかのようで、どうしても寂しい気分になるのだった。
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　エリナは馬車に揺られながら、ぼんやりと記憶の波間を漂っていた。押し寄せる波が彼女を捕え、深いところまで連れ去っていく。

　ランバートは初恋の相手と同じ顔をしていた。弥生に渡した写真に写る彼は、瑛莉菜の通っていた大学のサークルの先輩だった。

〝キスは、本当に好きな人とするもの〟

　心からそう信じて疑わなかった瑛莉菜は、中学生の頃も高校生の頃も、周りの友だちが次々と恋人をつくっていくのを見ながら、本当に好きになれる相手を探し続けていた。

　先輩に出会ったときは、やっと見つけたと思ったのだ。あれが初恋だったと思う。あの頃、彼と顔を合わせるたび、さり気ない優しさを向けられるたびに、ゆっくりと惹かれていくのが自分でも分かった。

　瑛莉菜が入学してから初めての夏休みが訪れた頃、サークルのメンバーで集まって海でバーベキューをすることになった。日が落ち、盛り上がりも最高潮に達した頃、ふたりでこっそり抜け出して浜辺を歩いた。

　彼は瑛莉菜を引き寄せてキスをした。瑛莉菜にとっては初めてのキスだった。先輩からは、きついお酒の匂いがした。

　うれしいはずなのに、〝好き〟の言葉をくれないことが不安だった。

　次の日、どんな気持ちで自分にキスをしたのかと、思いきって聞いてみた。彼が瑛莉菜の望む答えをくれることを祈るような気持ちで待った。

『ごめん、キスもしたことないとは思わなかった。酔ってたんだ。忘れてくれていいから』

　それが彼の答えだった。瑛莉菜のファースト・キスはそんな味だった。

　本気で好きじゃなくても、キスはできる。

（私が今までずっと探していたものは、なんだったんだろう）

　その出来事の後、何人かの男の人と「今度こそ」と思って付き合ってみるものの、長続きはしなかった。いつしか、互いに大切に思い合って恋い焦がれるような〝本当の恋〟を探すことなどあきらめていた。

　そんな瑛莉菜が本気で恋をできないのはあたり前だ。

（恋愛恐怖症、か……）

　瑛莉菜の初恋のエピソードを聞き出した弥生は言った。瑛莉菜は誰かを本気で思うことを怖がっているから、恋愛ができないらしい。

（どうしてヴェッカーズ卿は先輩と同じ顔をしているんだろう）

　弥生の意思が働いているからだとすれば、真実の愛のキスは、ランバートに関係することなのだろうか。やはりこの世界を抜け出す鍵を持っているのは、ランバートなのかもしれない。

　エリナの頭の中は、初恋の記憶と弥生の思惑とがごちゃごちゃになり、どんどん深く思考の波にのみ込まれていった。
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　一方、キットにはだいたいのことは見当がついていた。

　真実の愛のキスを見つけるためには、彼女が本当の恋に目覚めるのが絶対条件ではある。けれど、わざわざランバートの顔を瑛莉菜の初恋相手と同じにしたのは、エリナを混乱させるためでもなければ、ましてファースト・キスをやり直せということでもない。

　あれはただ、弟へのちょっとしたいたずら心が、目に見える形で表れているだけのことだ。

「エリナ」

　キットがそっと声をかけて、彼女を思考の波から引っ張り出してやる。

「……えっ？」

　エリナは一度大きくまばたきをしてから、その目にはっきりとキットを映した。

「エリー、大丈夫？　なんだか考え込んでいたみたいだけど。もう着いたよ」

　別邸の玄関先に止まった馬車から先に降りたウィルフレッドが、心配そうに中を覗き込んでくる。エリナはあまりに深く考え込んでいたので、馬車が屋敷に戻ってきていたことにも気づかずにいた。

　キットは車内にエリナを残し、彼女が降りるのに手を貸そうと待機していたウィルフレッドを押しやって馬車を降りた。くるりと振り返り、まだ少しぼんやりとしているエリナに向かって手を差し出した。

「来いよ」

　キットの紺碧の瞳に誘われたエリナは、操られるようにして華奢な手をのせた。キットはその手をしっかりと握り返し、彼女の腰に反対の手を添えながら馬車から降ろしてやる。

　すっかり自分の役割を奪われたウィルフレッドが、目を金色に光らせながらキットを睨んでいる。キットはあえてそれを完全に無視した。

　ウィルフレッドはウェンディに結婚を申し込まなければいけないのだから、ちょうどいい機会だろう。

（さっさと妹離れしやがれ）

　乳兄妹だろうが、主人だろうが、自分以外の男がエリナに触れたりキスをしたりするのを許せるほど、キットは寛大ではなかった。独占欲は強いほうだと自覚している。

　キットはさり気なくエスコートしてエリナの隣を歩いた。肩をすくめたウィルフレッドが、ふたりの後を追って屋敷に入る。

　舞踏会から帰ってきた三人を、侍女頭のステイシーやアメリアたちが迎え入れた。

　ウィルフレッドがエリナを呼び止める。

「エリー、キットを客室に案内してやってくれるかな。エリーもまだ昨日の疲れが残っているだろうから、着替えたらしばらくゆっくりするといい」

　すぐに侍女としての仕事に戻ろうとするであろうエリナにそう伝え、ふたりを残して自室に引き上げる。

　エリナは主人を礼で見送ってから、背の高いキットを見上げた。

「どうぞ、こちらです」

　別邸で一番上等な客室へとキットを案内する。

　キットは何度かその客室を利用したことがあった。ウィルフレッドの王都の別邸を訪れるときは、大抵そこに通される。

　けれど、いつ稀斗が弥生の部屋を訪れても瑛莉菜と対面することがなかったように、キットとエリナが出会うことは一度もなかった。

　広い客室には大きなふたりがけのソファと贅沢なベッドが置いてあり、バスルームもバルコニーもついている。

　キットが部屋の中に入ったのを見届けると、案内役を終えたエリナはローブの裾をつまんで膝を折った。

「それでは殿下、私はこれで失礼いたします。なにかご用がございましたらいつでもお申しつけくだ……きゃっ！」

　キットがエリナの腕を掴み、部屋の中に引き入れた。

　エリナはスカートにつまずいて足をもつれさせる。キットの胸にエリナが倒れ込んできて、とすんと心地よい衝撃が走った。

　客室のドアが閉まる音が、静かな廊下に響き渡る。

「殿下！」

　キットの胸の中で、エリナが頬を染めてあたふたしている。悪くない気分だ。

「こら。キットでいいって言ったろ」

　キットはエリナの黒髪に指を差し入れ、彼女の額をそっと自分の肩口に押しつけた。

　身分の差があるとはいえ、現実世界ではありえない態度の距離感が地味に傷つく。エリナは自分の正体を知らないのだから仕方のないことではあるが、彼女に〝殿下〟なんて呼ばれるのは嫌だった。

「エリナ」

　髪を優しくなでながら名前を呼ぶと、エリナの体が小さく震える。キットは思わず頬を緩めた。

　これは昨夜も思ったことだ。キットの声や指が触れたときのエリナの反応は、人並みに恋をしてきたはずの女性にしてはあまりにかわいらしい。強がりの殻の奥から、彼女自身さえ知らない素直なエリナが頭を覗かせているようだった。

　もっとこっちへ来ればいい。腕の中まで来れば、うんと甘やかしてやる。

　エリナは今、小説の世界に引きずり込まれ、ひとりきりでどれほど心細い思いをしていることか。ヴェッカーズ伯爵とのことでも不安を募らせているに違いない。目前に迫っている危機にひとりで立ち向かおうとしているエリナの健気さを思うと、キットは居てもたってもいられなくなる。

　せめてキットの腕の中では、安全だと思わせてやりたい。そこにいるときは、なにも心配しなくていい。髪の毛ひとすじも危険にさらされないように、キットがしっかりと鍵をかけて守ってやれる。彼女の強さと隣り合わせの危うさは、キットの庇護欲を痛いほど突き上げた。

　けれどエリナに言わせれば、これほどの状況で寂しさに押しつぶされず気丈でいられるのは、キットがそこにいてくれるからだった。

　キットはエリナの頬を指でなで、まぶたにそっと唇を押しあてた。これからエリナを守っていくのは、ウィルフレッドではなく、キットなのだと、彼女に教えるためのキスだった。

「な！　な、なにを、なさっ……！」

　エリナはぼんっと音がするほど勢いよく、白い肌を染め上げる。キットは喉の奥で低く笑った。

「なんだよ、その反応。ウィルがさっきしようとしたことと一緒だろ」

　切れ長の双眸が弧を描き、精悍な顔つきが目の前で優しい表情に変わると、エリナは目が離せなくなる。息苦しくなってぎゅっと胸を締めつけた。

（ウィルフレッド様とは全然違うよ。だいたいこの人、自分が王子様だってこと、本当に分かっているのかな）

　キットに触れられ、見つめられると、なぜかドキドキする。彼がエリナに触れるときや、不思議な色の目でじっとエリナを見つめるとき、キットからは今までエリナが受け取ったことのないなにかが伝わってくる。くすぐったいような、包まれるようなその感覚がなんなのか、エリナにはまだ分からなかった。

　エリナは眉尻を下げてモジモジと打ち明ける。

「でも、殿下のはなんだか……すごく、困るのです」

「困る？」

　キットが片方の眉をひょいと持ち上げた。それから、エリナのこめかみをすばやく唇でかすめる。

「まっ、また！」

　エリナが真っ赤になって泣きそうな声を上げると、キットは目を細めてにっこりした。

「俺はお前に〝殿下〟と呼ばれるたびに、すごく困るよ」

　エリナは途方に暮れて首を振った。なんだか話が通じない。

「だって、あなたは王太子殿下ですもの」

　エリナが殿下を殿下と呼んだところで、なにも不自然はない。エリナの心も平穏だ。けれど、キットがエリナにキスをするのは変だ。エリナの心もいちいち騒がしくなる。

「私は公爵家の侍女です。我が国の王太子を殿下とお呼びするのに理由はありませんし、殿下が私にキスをする理由もありません」

「理由ならあるさ。俺がそうしたいから」

　エリナは泣きたくなった。

「お、横柄です」

「王子だからな」

「あなたは誰にでもキスをしたくなるのですね」

　詰まるようなエリナの言い方に、キットは声を上げて笑った。

「まさか。エリナだけだよ」

　エリナは唇を引き結ぶ。なぜ、キットがほかの誰かに同じようにキスをするかなんて気にしたのだろう。戯言と分かっているのに、〝エリナだけ〟という台詞に喜ぶ自分の首をしめ上げてやりたい。

「……不公平だわ」

　エリナの文句にキットが口端を上げる。

「それなら、公平に交換条件としよう。エリナが俺を〝殿下〟と呼べば、俺はエリナにキスをする。お互いやりたいようにやればいいさ」

　なんだかそれは違う気がすると、エリナは声高に主張したい。

　キットがエリナの腰をより近くへ引き寄せ、骨張った美しい指で顎あごを捕らえた。灰色がかった青紫色の瞳が、誘惑するように揺れている。

「キットと呼んでくれれば、俺もエリナの言うことを聞くさ」

　エリナの胸はもやっとした。その約束はあんまり信用できない。でも、果たして本当に守ってほしい約束だろうか。

　キットが期待に満ちた目でエリナを覗き込む。

「練習させてやるよ。さ、言ってみろ」

　エリナは弱々しく抵抗した。キットの胸に置いた手にはちっとも力が入っていないし、顎を持ち上げる彼の指だって、薄ら氷に触れるように優しいのに。

「お許しください、殿下」

「ダメ。許さない」

　キットが低くささやいて、エリナの頬にキスをする。

「こ、困ります」

「俺はエリナが困るともっとかわいがってやりたくなる」

　キットが腰を抱く腕に力を込めた。体がぴたりと重なると、エリナの肌の奥は燃え上がるように熱くなる。

　エリナはキットの腕にしがみついた。

「放して」

　小声で抗議し、青紫色の目を見つめ返す。

「ほんとに？　エリナが嫌ならそうする」

「嫌よ」

　エリナの両手はキットの逞しい肩をしっかり掴んだ。キットがエリナの背中を抱き寄せる。部屋のドアに体を押しつけられると、エリナは喘ぐように吐息をこぼした。

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。言葉と、行動と、体が示す反応。いったいどれが本音なのか、エリナにも分からない。

　覆いかぶさってくるキットの体も熱を発していた。エリナはその胸に頬を寄せる。

「キット」

　途端に、彼の腕の筋肉がこわばるのが分かった。両腕できつく抱きしめられる。

「いい子だな。褒美をやるよ」

　キットがつむじにちゅっと音を立ててキスをした。エリナの血液が沸点を超える。すっぽりと体を包まれると、指先までピリピリ痺れて痛いくらいに胸が締めつけられた。

　エリナはもうくたくただった。キットはそっとエリナを解放し、性懲りもなく鼻のてっぺんにもキスを落とす。

「あとでウィルの書斎においで」

　悪魔は得てして美しい容姿をしているものだ。ここにもまた、誘惑に落ちた乙女がひとり。

　エリナはキットのささやきにコクリとうなずいていた。




　エリナは自分の部屋でいつもの深緑色の侍女服に着替えた。やわらかい黒髪をひっつめてお団子にし、ほっと息を吐く。

　キットから注がれるまなざしはなんだかむずがゆくて、彼の手は妙にくすぐったい。たとえ恋人にもっと深く触れられても、あんなふうに頬を染めたりする自分ではなかったはずなのに。

　エリナは身なりを整えると、ウィルフレッドの書斎へ向かった。何度も頬に触れ、熱が引いたことを確かめる。

　さっきのエリナはどこかが変だったのだ。まるで魔法にかかったように、頭の中がキットのことでいっぱいだった。冷静と貞淑を取り戻さなくては。

　書斎の扉は薄く開かれていて、中を覗くと本棚の前に立つキットの姿が見えた。彼の深い青色の視線は熱心に手の中の本に注がれている。端正な横顔はつい息を止めてしまうほど精悍だった。

　エリナがそこに立ち尽くしていると、ふと気配に気づいたのか、キットがくるりとこちらを向いた。

「エリナか。こっちへおいで」

　キットの目がエリナを捕らえる。

　また魔術にはまってしまった。エリナは瞬時に冷静と貞淑を投げ打って、操られたように従順にキットの隣へ吸い寄せられていく。

「禁断の青い果実の作り方について調べてたんだ。もう三百年もの間、実際にこれを作った人はいないから、王宮内にも具体的な方法を知る人はいなかった」

　エリナがキットの隣に立つと、彼はちらりとエリナを目の端に映し、すぐに手に持った古びた大判の本の中に視線を戻した。

　キットが持っているのは国の歴史を記した本だ。ウィルフレッドの母の生家、王家の末裔であるボールドウィン伯爵家で受け継がれてきた歴史書。伯爵家の最後の姉妹の結婚で、土地や兵力はほとんど持参金としてガーランド王家のもとに戻っていった。やがてボールドウィン伯爵位は三百年振りに返上され、王家が大半の資産を手にする。

　ウィルフレッドが受け継ぐことを許されたのは、こうした知識の類が主だった。現在はランス公爵家の財産として管理されている。金品としての価値は低いとはいえ、本邸の図書室や書斎にあるものも含めれば、ウィルフレッドの手の中にはかなりの数の貴重な資料が眠っていた。

「たぶん、これだと思うんだ」

　エリナはキットの肩越しに本を覗き込んだ。呪文を唱えるように、キットの指さす文字をたどる。

『甘く香かぐわしいはちみつに、ブルーローズの花びらを一枚浸す。銀色の月夜を三晩眺め、恋する乙女は涙を流した。空色の雫にラズベリーを落とし、十三時間の後、禁断の青い果実は完成される』

　エリナはハッとしてキットを見上げた。

「完成には、少なくとも四日は必要ということでしょうか」

　キットが軽くうなずく。

「そうらしいな。思ったより時間がない」

　エリナがぎゅっと心臓を掴まれたかのような顔をした。

　今日を含めて、あと五日だ。それまでに禁断の青い果実を食べなければ、キットは神託によって命を落とす。ガーランド王家は滅びるだろう。

　もともとエリナ自身にタイムリミットはない。早く帰りたいのは事実だけど、どちらかといえば、どれだけ時間がかかってでも禁断の青い果実を手に入れなくてはいけないと思っていたくらいだったのに。

　神託が下され、一週間の期限ができた。八日目の夜明けまでに果実を完成させるなら、明日にははちみつが手もとになくてはいけない。死線はすぐそこに迫っている。それはキットの命のタイムリミットだ。

　抗いようのない青い炎を宿すこの男が、五日後には白く冷たくなっていく。

　エリナは思わず身震いをした。真っ青な顔をするエリナを慰めるように、キットが目尻を下げて優しく微笑む。

「心配するなって、なんとかなる。俺が死んだって国が滅びるわけじゃない。親父は悲しむかもしれないけど、ガーランド家がなくなるだけだよ」

　エリナは泣きそうな顔で首を振った。

　心配なのは国じゃない。キットがいなくなることだ。

　キットはぶつぶつとなにかをつぶやきながら、本をもとの棚に戻した。視線を漂わせ、顎に指をすべらせる。

「四日後に……つまり、俺が死ぬちょうどその日に、ヴェッカーズ伯の屋敷で十三年に一度のラズベリーの収穫祭がある。完成は無理でも、俺が生きている間にはなんとか最低限の材料は集められそうだな」

　エリナはギョッとして目を瞠った。思わずキットの肘を掴む。

「なにをおっしゃっているのですか。あなたが生きていなくては、材料だけ集まっても意味がないのに」

　王家と自分の命にさしたる執着がないというのなら、キットの行動は不可解だ。自分が死んでしまったとしても、熱心に禁断の青い果実を完成させようとする理由が、なにかほかにあるのだろうか。

　エリナにとっては、キットが生きていなければ、禁断の青い果実が完成したところでもはやなんの意味もないような気がした。

「私、はちみつもラズベリーもきっと譲っていただきます。あなたが生きていくために、禁断の青い果実を完成させるのでしょう」

　キットは面食らってエリナを見下ろした。眉を下げて必死な顔をするエリナを、ぎゅっと抱きしめてやりたくなる。けれど本来の目的を見失うなと叱ってやりたかったし、顔中にキスをしたい気分でもあった。

　キットにとって最優先なのは、エリナを彼女が本来いるべき場所に連れ帰ることだ。だが、エリナにこんな顔をされて機嫌がよくなったのは認めよう。

　キットは肘にすがりつくエリナの手を取り、安心させるように包み込んだ。

「そうだな。だけどなにがあっても、俺の許可なくヴェッカーズ伯爵がエリナに触れることだけは禁止だ。たとえお前でも、それは許すな」

　エリナの不安は消えなかった。

「でも……」

　話の通じそうなウェンディとは違い、ランバートからラズベリーを譲ってもらうのは困難だろう。昨夜の態度を見る限り、禁断の青い果実の完成にキットの命がかかっていることなど、絶対に知られてはいけないと思った。

　そうなれば、ラズベリーを譲ってもらうには、エリナがランバートと取引をするほかない。

（この人、この期に及んで自分を粗末にするなとか言うつもりなの？）

　キットを救えるのなら、いくらでも身を削れる。その気持ちは昨夜よりずっと強くなっていた。キットは『エリナを犠牲にして救われる命なら捨ててやる』と言ったけれど、エリナだって、キットの命を犠牲にして守られるくらいなら、どこに打ち捨てられたってかまわなかった。

「まあ、あれだな」

　キットがまじめそうに切り出す。

「最終手段は、王子なんてやめて盗賊にでもなるよ。ラズベリーを盗んで逃げればいい」

　エリナは慌てて反対した。

「ダメですよ！」

　たとえ神託のためだとしても、伯爵領で王太子が盗みを働けば断罪されかねない。しかもヴェッカーズ家からラズベリーを持ち出すなんて、捨て身にもほどがある。

　ランバートなら、それを機会に確実にキットを貶めようとするだろう。盗賊になったところで破滅に向かうのは分かりきっている。キットにそんなことはさせられない。

　キットはエリナが焦るのを見て笑い声を上げた。エリナの頭をぽんっとなでる。

　エリナはむすっとして唇を尖らせた。

「私、本当に必要だと思えば、そのときは自分のやりたいようにします」

　ランバートとの取引については、キットとの間でいったん保留になっている。キットがどういう気持ちでエリナを引き止めるのか、少しは分かり始めているつもりだった。もう、昨夜ほど軽々しく取引に応じようとは思わない。

　だけど一方で、キットの気持ちを理解すればするほど、いざというときには身を削る覚悟が強くなっていくのも事実だった。

　キットの大きな手が髪をなで、頬を伝って首すじに触れる。

「分かってるよ。だけどそのときは、俺も俺のやりたいようにやる」

　キットは決してエリナを縛りつけたいわけではない。エリナが自分の力で強く進もうとするのを、尊重するつもりだ。

　ただ、どうしようもできないほど途方に暮れたら、キットを頼ればいい。エリナが疲れ果てたとき、一番に来るべきなのはキットの腕の中だ。ひとりきりで泣くのは許さない。

（たとえ四日後に果実が手に入らず死んだとしても、もう二度と、どんな男にも彼女を傷つけさせたりはしない）

　キットはエリナの頭を引き寄せ、自分の肩にのせた。エリナがくるりと体の向きを変えて、キットのシャツにしがみつく。

　エリナが甘えることを覚えるのはいい傾向だ。彼女の抱える心細さがなるべく消えてなくなるよう願いを込めて、キットは華奢な肩をそっと抱き寄せた。




　王都から北へのびる街道を馬車で半日かけて進むと、国中でもとくに広大で豊穣なランス公爵領に入る。ウィルフレッドとキットは、王都にある別邸を昼過ぎに発った。

　キットがひとり別邸に残るエリナを軽く抱きしめ、道中様々なことに気をつけるように言うと、それに煽られたようにウィルフレッドも熱く抱擁した。ウィルフレッドにはキットに対抗しようとする節と、そうすることでキットを煽ろうとする節があるらしい。

　エリナは夕方頃にウィルフレッドの別邸を出発し、王都の東側にあるコールリッジ伯爵領を目指していた。一日が長いこの季節なら、おそらく日が落ちる前に伯爵家の屋敷へ到着するだろう。

　ランス公爵領は国の最北までのびており、隣国との間には険しい山々が続く。一方、コールリッジ伯爵領は比較的平坦な土地で、交易の場としても栄えている。多くの旅人や隊商とすれ違い、辺りが茜色に染まり始めた頃、エリナを乗せた公爵家の馬車はコールリッジ家の屋敷へとたどり着いた。

「お待ちしておりました、マイ・レディ」

　馬車のドアを開けたのは、コールリッジ伯爵子息のエドガーだった。美しいダークブロンドの髪に深い緑色の瞳を持つ、エリナと同年代くらいの男だ。

　差し出されたエドガーの手を取り、馬車を飛び降りたエリナは慌てて膝を折った。

「ウィルフレッド・ランス公爵に侍女として仕えております、エリナと申します」

　エリナはただの侍女であって、〝レディ〟の称号は持たない。本来、伯爵家の招待を受けるような身分にないのだ。それなのにわざわざこんなところまで迎えに出てきてもらって、あまりの恐縮に心臓が縮む。

「今夜はお招きにあずかり、誠に……」

「あ、いいからいいから！　ウェンディのお客様が社交界から来てくれるなんて、初めてのことなんだ。僕もうれしいんだよ」

　エドガーはかしこまるエリナの手を引き、屋敷へエスコートする。

　エリナを妹の客人と思って歓迎しているのは嘘ではないらしい。あまりに誠実な対応にエリナは内心驚いていた。

　昨夜のランバートの態度から考えれば、いくらウェンディから招待を受けたとはいえ、侍女をこんなふうに迎え入れるとは思っていなかったのだ。しかも、彼らにとっては憎いランス公爵家の侍女を。

　エドガーは面食らうエリナを連れて屋敷の扉をくぐり、贅沢に明かりの灯されたエントランスを抜けていく。伯爵家の屋敷にはひと目で高価なものと分かる調度品や絵画が置かれているのに、どこか厳粛な雰囲気が漂っていて、持ち主の性格を思わせた。

「両親は今ちょうど視察に出かけていてね。まさかウェンディがお客様を招待するなんて思ってなかったから……母はたぶん、あなたをもてなせなくて悔しがると思うよ」

　にこにことうれしそうなエドガーに案内されたのは、大きなシャンデリアが吊るされた広い部屋だった。手前には夕食のための準備が整えられた細長いテーブルがある。部屋の奥には立派な暖炉が備えつけられていて、その周りには高級そうなソファがぬくもりを囲むように置かれていた。

　エドガーとエリナが部屋に入ってくるのが見えると、ソファに座っていたはちみつ色の髪の少女が、緊張した面持ちで勢いよく立ち上がった。ふたりがそばまでやってくるのを待って、長いまつ毛を伏せ、礼儀正しく挨拶をする。

「コールリッジ伯爵の娘のウェンディと申します。昨夜はランス公爵と大変楽しくお話をさせていただいて……えっと、エリナさんにも足を運んでいただいて、すみません」

「こちらこそ、立派なお屋敷にお招きいただき恐縮です」

　エドガーはふたりがペコペコと頭を下げ合うのを見ると、弾けるような笑い声をあげた。両手でそれぞれの女性の手を取り、テーブルへエスコートする。エリナとウェンディを向かい合う席に座らせると、ウェンディの隣に椅子を引いた。

　そして、緊張して肩をこわばらせる妹に片目をつぶってウインクをする。

「兄としてひとつ助言するとね、ウェンディ。友だちにはこういうとき、〝すみません〟じゃなくて〝ありがとう〟って言うものなんだよ」

　ウェンディは兄の指摘にハッとして、丸い目にエリナの姿を映した。

　波打つ豊かなはちみつ色の髪に、きらきらと輝く翡翠色の瞳がよく映える。ウェンディは透き通るように白い肌を上気させ、一瞬表情を緊張させると、ようやくはにかんだ笑顔を見せた。

「あの、ありがとう」

　エリナもつられて頬を緩め、自然と肩の力を抜く。

　きっと素直で純粋な娘なのだろう。ウェンディの笑顔は昨夜の舞踏会でエリナに向けられたどの類のものとも違っていて、社交界で生き抜くには清らかすぎている。

「こちらこそ、ありがとうございます」

　ウィルフレッドはたぶん、ウェンディのこの気質を見抜いていたのだ。

　彼女に必要なのは誘惑でも策略でもなく、誰かに心を預ける準備だ。その備えがなければ、ウィルフレッドが入り込む隙間も見出せない。だから今夜エリナをここへ送ることを決めた。代わりにひとつ、神託のことをこちらから打ち明けるという駒を置き、ウェンディの心の置き場がその隣にあることを示している。

　エリナの胸中に微かな迷いが生じた。

　今朝のウィルフレッドの様子を見ていれば、ウェンディが彼にとって特別な相手になりかけていることは疑いようもない。ふたりの出会いが仕組まれたものだったと告げることはできないけれど、ウィルフレッドはだからといってこの少女を悲しませることを望まないのではないだろうか。

　どうしたら誰も傷つかずに済むのだろう。

（もっと違う方法で出会えたならよかったのに）

　あの神託が奪っていくものの大きさを思うと、エリナの胸は張り裂けそうだった。

　エドガーが頃合いを見てメイドを呼び寄せ、今夜の夕食を運ばせる。

　三人での夕食は、これから起こるかもしれない様々な心配事を忘れさせるくらい、優しく温かだった。エドガーの語り口調は軽快で、ウェンディとエリナはすぐに同じタイミングで笑い合うようになった。初めこそ緊張していたウェンディも、鈴を鳴らすような声を弾ませてエリナにたくさんの質問をした。昨日の舞踏会の夜にエリナをまさしく王子様らしく助けたキットの話には目を輝かせ、幼い頃のウィルフレッドの話には頬をほんのり赤く染めた。

　食事を終えた三人はそのまま暖炉の周りのソファへ移動した。領内で起こる世間話やちょっとした笑い話をし、時には政治についても議論を交わした。

　目に透けるほど儚はかないガラス細工のような容姿のウェンディは、その見た目通りとても純粋で無垢な少女ではあるけれど、その反面、ドキリとするほど聡明で、知性と品位と自分の意志を持ち合わせた女性でもある。これではあのウィルフレッドがひと晩中会話を交わし、理知の宿る翡翠色の目を見つめているだけで満足したのも仕方のないことだと、エリナは妙に納得した。

　ウェンディは、ただのはちみつ色の髪のお人形ではない。

「昨夜、中庭で一緒に踊ってお話をして……相手がランス公爵だと分かったとき、本当に驚いたわ。お父様からお聞きしていたウィルフレッド様のお噂とは、あまりにかけ離れた方だったから」

「ウィルフレッド様の噂？」

　エリナが首を傾げると、ウェンディは思いつめた苦しそうな顔をした。見兼ねた兄が代わりに答える。

「できればあなたには悪く思わないでほしいところなんだけど、父は典型的なコールリッジ家の男だ。どうしても王家と公爵への偏見が拭えなくてね」

　兄がそう言うと、ウェンディはパッと弾かれたように顔を上げた。丸い両目には薄く涙の膜が張っている。エリナへ向けるのは懇願のまなざしだった。

「本当にごめんなさい。だけど父は、ウィルフレッド様とはご挨拶を交わしたことがあるくらいで、きちんとお話ししたことがないの。ちゃんと話していれば分からないはずはないわ。私でも分かったもの。ランス公爵は、その……」

　ウェンディは膝の上でスカートのひだをいじり、眉間にシワを寄せて恥ずかしそうにうつむいた。もじもじしながらもはっきりと打ち明ける。

「素敵な方です。真っすぐに見れば分かるの。ほかのどんな男の人とも違うわ」

　エドガーは妹に慈しみの込もった視線を向け、コクリと小さくうなずいた。ウェンディが勇気づけられたように続ける。

「私が伯爵令嬢になることを選べなかったように、ウィルフレッド様が望んで公爵になったわけじゃないもの。彼が生まれたときには、もう全部決まっていたことなのよ。それでも社交界の誰もが認めるくらい、公爵として立派に義務を果たしていらっしゃる。怯えて閉じこもってばかりの私とは違うわ。それなのに、彼の意思ではないことを、彼のすべてのように言うのは間違っていると思う」

　ウェンディは唇を噛んでつけ足した。

「彼、とても困っていたわ。ご兄弟のようにともに育ってきた王太子殿下をお救いしたいって。コールリッジ家の意地は、彼らを悲しませるほどの理由になるのかしら」

　エドガーが立ち上がり、静かに部屋を出ていった。ウェンディは膝の上で両手を祈るように組み合わせ、強い決意を感じさせるまなざしで一点を見つめている。

「お父様のやり方がすべて間違っているとは思わないけど、どこかで変えなくてはいけないのよ。三百年も前の歴史に振り回されていがみ合い、救える命にも手を差し伸べないなんて、あってはならないことだもの」

　ウェンディがエリナに目を向ける。エリナの胸にせり上がるのは驚きと感謝だった。

　人好きのするあのウィルフレッドでさえ、コールリッジ伯爵のことは苦手に思っている。伯爵がウィルフレッドを嫌っているのは明白で、その理由がウィルフレッド自身ではどうしようもないことだからだ。けれどその伯爵の娘こそ、ウィルフレッドのことを絶賛するほかのどの令嬢も気づかない、本当の彼を見極めようとしている。

　美しい容姿や立派な肩書きのために、ウィルフレッドがどんな苦労を背負ってきたか。着飾った心の奥底にどれほどの孤独を隠しているか。それでもなお、エリナを含めた公爵家の侍従や領民を守るために、どれだけの努力であの地位に立ち続けているか。

　ウェンディならきっと、その目にウィルフレッドの真実を映すことができるだろう。

　エリナが小さくうなずき返すと、ウェンディはほっとしたように頬を緩めた。

「神託のことを聞いたときは驚いたし、正直少し迷ったわ。だけどたぶん、なにもかも神様の思し召しなのね。禁断の青い果実を完成させることも、舞踏会の夜に彼と私が出会ったことも」

　エリナの胸が罪悪感に締めつけられる。

　晩餐室のドアが開き、エドガーが部屋に戻ってきた。ウェンディがゆっくりと立ち上がる。エドガーの両腕には古い飴色の壺が大事そうに抱えられていた。

　エリナが両目を大きく見開く。その壺の中になにが入っているか、言われなくともすぐに直感した。

　ウェンディが固く握り合わせたエリナの両手を包み、ソファから立ち上がらせた。

「禁断の青い果実の材料は、もともとバラバラになっていてはいけないんだわ。どこにあっても争いのもとになることは、この三百年で分かったはずよ。誰かがひとつにまとめて、きちんと仕舞い込んでおくべきだと思う」

　ウェンディがエリナの両手をぎゅっと握って、兄のほうに差し出す。エドガーは上を向いた手のひらにズシリと重い壺を渡した。

「その〝誰か〟が王太子殿下だというのなら、僕たちは喜んではちみつを託すよ」

　エドガーが蓋をそっとはずすと、甘くて濃厚な香りが鼻先に広がった。壺の中にはウェンディの髪と同じ色に輝くはちみつが詰められている。

　エリナは大きく息をのみ、泣きそうな顔でふたりを振り仰いだ。

「でも、伯爵はこんなことをお許しにならないのでは？」

「大丈夫。父には僕たちからちゃんと説明するよ。それに、伯爵家に伝わるはちみつはなにもそれで全部というわけじゃない。王家の危機に恩を売ってやったのだと言えば、父だって悪い気はしないさ」

　エドガーはなんでもない顔でウインクをしてみせるけれど、そんなに簡単な話ではないことはエリナにも分かっている。

　ずっと長い間、王と三人の息子によってバラバラにされていた禁断の青い果実。その材料がひとところに集まるのが、この国と彼らにとっていったいどれほどのことか。コールリッジ伯爵家の次期家長であるエドガーと妹のウェンディにとってみても、ウインクひとつでどうにかなる問題ではないだろう。

　もちろん、ふたりはそれらをすべて理解した上でエリナにはちみつを託している。

　ウェンディは祈るようにつぶやく。

「私、王太子殿下の……いいえ。ウィルフレッド様の力になりたい。彼がブルーローズを差し出してでも殿下を救うというのなら、私もそうするわ。彼の隣に、胸を張って立てるようになりたいの」

　舞踏会を抜け出して、ひとり静かな中庭で踊ることしかできなかったウェンディを探し出し、手を差し伸べてくれた男。そのウィルフレッドがキットに国を託すと言っているのだから。ウェンディもただそれを信じてみたかった。

　それに、ずっと仲違いしていた三つの家と王家が関係を修復することは、エドガーとウェンディの希望でもある。その希望をウィルフレッドに託してみるのも悪くはない。

　エリナは誇らしげな顔をする兄妹を見つめた。震える両腕ではちみつの入った壺をしっかりと抱きかかえ、ぎゅっと目を閉じる。

「なんとお礼を言ったらいいのか……本当にありがとうございます」

　膝を折って深々と頭を下げるエリナに、ふたりは少し照れくさそうな顔を見合わせた。

　これはふたりでひと晩話し合って決めたことなのだ。偶然出会ったウィルフレッドから聞いた神託の件は、今後ふたりの理想を実現させるための第一歩になる。これをきっかけに、きっといつかはすべてがひとつになると信じているのだ。エドガーが爵位を継ぐのはもう少し先のことではあるけれど、この機会を逃せば、二度と禁断の青い果実の材料が再びひとところに集まるチャンスなどないかもしれない。

　そしてこの賭けに出ることを決める条件は、今夜……。

「ただその代わり、あなたにはお願いしたいことがあるのよ」

　ウェンディがこの夜一番の緊張した面持ちで切り出した。体の脇でぎゅっと両手を握りしめ、上目遣いで不安げにエリナを見る。

「私と……お友だちになってくださる？」

　エリナはパチリと目をまばたき、それから強く何度もうなずいた。

「私でよければ、いつまででも！」




　その夜、コールリッジ邸の客間に通されたエリナは、ふかふかのベッドで幾度となく寝返りを打った。

　ウェンディとエドガーが聡明な兄妹で本当によかったと思う。ちゃんとふたりの意思ではちみつを譲ろうと決めてくれたことがうれしかった。エリナはほんの短い時間でふたりのことが好きになったし、その直感は間違いではないという自信がある。このままランス家とコールリッジ家の仲が、少しでも修復に向かってくれればいい。見かけよりも難しいウィルフレッドの心も、もしかしたらウェンディが解きほぐしてくれるのかもしれない。

　だけどいつか真実を知ったとき、ウェンディはそれでもウィルフレッドを想っていてくれるだろうか。ウィルフレッドとの出会いからこれまでのすべてが、はちみつを手に入れるために意図されたものだったと知ったら。

　禁断の青い果実の材料を一箇所に集めることが兄妹の理想でもあったことは、せめてもの救いだった。でもそれだって、ウィルフレッドに憧れを抱いたからこそ、彼を信じて託してくれたのだろうと思うと、エリナはどうしたらいいのか分からなくなりそうだった。

　いつか本当のことが知られたとき、ウィルフレッドはウェンディを傷つけずにいられるのだろうか。

　いっそのこと、なにもかも打ち明けてしまえたらよかったのに。エリナは何度も真実を告げてしまおうと思ったけれど、結局は思い留まった。いくら罪悪感をかき立てられようとも、それだけはできない。

　今はなんとしても、はちみつが必要なのだ。彼女がもとの世界に戻るために。そして、キットの命を救うために。なにも犠牲にせずに達成できるほど簡単なことではないと、何度も自分に言い聞かせた。それなら、一番大事にしたいことを見失ってはいけない。

　エリナはベッドの中で丸くなり、ぎゅっと膝を抱えた。

　朝が来れば、エリナとウェンディはランス家の本邸へ向かうことになっている。ウェンディが公爵領を訪れたいと言ったのは、それぞれの寝室へ引き上げる直前のことだった。はにかみながらも思いきって自分の望みを告げたウェンディに、妹を溺でき愛あいするエドガーも許しを出さざるをえなかったのだろう。

　本邸にはウィルフレッドと一緒に、キットもいるはずだ。

（あの人はこのことを、なんと言うだろう）

　はちみつを譲ってもらったことを褒めてくれるだろうか。完成まで、残すはラズベリーだけだと喜んでくれるだろうか。それとも、真実を告げられなかったエリナに幻滅するのだろうか。

　キットならこういうとき、どうするのだろう。

（……早く彼に会いたい）

　エリナは複雑に乱れる心を放ってそっと目を閉じる。そしてまぶたの裏にキットの姿を思い浮かべ、そこに残るキスの面影を頼りに、静かに眠りへと身を投げた。
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　コールリッジ伯爵領を北上する。細々としたにぎやかな街並みを抜け、やがてはるか遠くの地平線まで見渡せるような広大な土地に入った。

　ウィルフレッド・ランス公爵がおさめる領地だ。空の青と草の緑が日の光を浴び、目に痛いほどよく映える。どこまでも真っすぐにのびる舗装された馬車道からは、羊や牛の姿と、時折輝くような湖も見えた。のどかな風が吹き渡り、馬の蹄が赤い土を弾く音が、規則正しく聞こえてくる。

　エリナとウェンディは、早朝のうちにコールリッジ家の屋敷を出発した。一日かけて公爵家本邸を目指す。馬車にはふたりぶんの荷物と、コールリッジ家の兄妹から譲り受けた輝くはちみつものせられている。

　友だちの約束を交わしたふたりは、道中尽きることのない会話を楽しんだ。時々は互いに黙り込み、馬車がたどり着く先に待つ人を思っては勝手に頬を染めている。

　ランス家本邸に到着する頃、屋敷は夕食の準備に慌ただしい時分だった。馬車の音を聞きつけたウィルフレッドとキットとともに、数名の侍女が出迎えに立っている。メイドたちはおそらく、突然やってきた王太子と伯爵令嬢をもてなす晩餐の準備でてんやわんやしているに違いない。

　馬車のドアを開けたのはウィルフレッドだった。

「ようこそ我が私邸へ、コールリッジ伯爵令嬢。ご機嫌はいかがかな。昨夜は妹がお世話になったね」

　ウィルフレッドはウェンディの手を取り、彼女が馬車から降りるのを手伝った。

「い、いいえ！　エリナさんが家へいらしてくれて本当に……あっ、ごめんなさい。その荷物、少し重たいと思うのですけど」

　積んであったウェンディの荷物を軽々と持ち上げたウィルフレッドは、代わりに受け取ろうとした侍女を下がらせる。

　それからウェンディの手を引いて王太子の前に連れていった。

「こちら、コールリッジ伯爵令嬢ウェンディ。ウェンディ、こちらが俺の従兄弟で、ガーランド王家王位継承権第一位のキット王太子殿下だ」

　ウェンディは大きく息を吸い込み、スカートの裾をつまんで慌てて膝を折った。

　社交界嫌いとはいっても名門の伯爵令嬢だけあって、その仕草はエリナより数段様になっている。けれどそのぶん、キットの前に立たされたときの緊張の度合いも格段に上だった。

「コールリッジ伯爵の娘ウェンディと申します。お目にかかることができて大変光栄です、王太子殿下」

　ウェンディの声は細く、今にも裏返ってしまいそうだ。けれどウィルフレッドは、ウェンディがまるでどこかの国の王女であるかのように、なにもかも完璧だと言いたそうな顔をしている。

　キットが小さくうなずいてウェンディの手を取った。

「こちらこそ。あなたの父上は誠に立派に領地をおさめてくれている。コールリッジ嬢にはぜひともウィルの世話を頼みたい」

　キットは外出用の手袋がされた指先に唇を寄せ、最も身分の高い女性のための挨拶をする。エリナはドキリとしてその光景を眺めていた。

　キットが王子様に見える。実際その通りなのだけれど、エリナといるときの姿とのあまりの変わり身に、一瞬違う男のもとへ帰ってきてしまったのかと思った。

　あれが本当に、悪魔のような妖艶さでエリナを誘惑した男だろうか。

　キットは不満そうな顔をしているウィルフレッドに、さっさとウェンディの小さな手を返してやった。それからすぐ馬車のほうに視線を戻す。外出用の重いローブの裾を持ち上げて、ひとりで馬車を降りようと四苦八苦するエリナのもとへすばやく歩み寄ると、両手で細い腰を掴み軽々と地面へ降ろした。

「きゃあ！」

　エリナがとっさに腕にしがみついてくる。キットはエリナの腰を掴んだまま、まるで一日でも離れているのが不安だったとでもいうように、ホッとため息をついた。

「おかえり、エリナ」

　灰色がかった青紫色の瞳に見つめられ、なんだか甘い響きでささやかれると、エリナの頬は真っ赤になる。

「待ちくたびれたよ。ウィルとふたりで女を待ちぼうけて上の空なんてバカらしくて、いっそのこと迎えに行こうかと思ってたところだ。待つのは性に合わない。いくらこの国の治安がよくても、もう二度とエリナをひとりで旅になんて出さないと何度心に誓ったか」

　キットはどこかソワソワしていて、早口でまくしたてるように言った。あたふたするエリナにかまわず、彼女の荷物とその横にあった大きめの木箱を片手に持つと、エリナの横にぴったりくっついて一刻も早く屋敷の中へ連れ帰ろうとする。

　その様子を見て驚いたように目を瞠るウェンディを促し、ウィルフレッドもふたりの後に続いた。

「俺の知らないところで急に仲良くなったんだよ、あのふたり」

　ウィルフレッドが寂しそうな顔で大げさにため息をつくので、ウェンディは思わず頬を緩めて笑った。
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　ウィルフレッドがウェンディの訪問を知っていたのは、彼女の父親から手紙が届いていたからだった。舞踏会の夜にふたりが出会ったことを知ってすぐに出されたもののようで、今日の午後になって届いた。

　エリナの訪問を歓迎したいが、妻とともに視察に出なくてはいけないこと。そしてウェンディの話しぶりからして、彼女もすぐにそちらへ訪問したいと言いだすことになるだろうという内容のものだった。

　そのときは重々、愛娘をよろしく頼むというようなことが、悔しさの滲にじみ出る几帳面な筆跡で書かれていて、ウィルフレッドはつい苦笑してしまったほどだ。

　コールリッジ伯爵がウィルフレッドをよく思っているとは考えにくい。それでも、溺愛する娘が初めて声を弾ませて舞踏会の報告をしてきたのだ。その上友だちを招待したいとまで言われれば、泣く泣く許しを与えるしかなかったのだろう。

「そしてもうひとつ。今朝届いた手紙が、これだよ」

　この二日間にあった様々なことを話し、夕食も終えた席で、四人が囲むテーブルの上にウィルフレッドが一通の手紙を置いた。差出人の欄には、ランバート・ヴェッカーズ伯爵のサインと家紋が記されている。

　エリナが緊張してハッと息をのむ。キットは不機嫌そうに眉根を寄せて、差出人の名前を睨みつけた。

「まさかコールリッジ伯爵とヴェッカーズ伯爵から、同じ日に手紙をもらうなんてね」

　ウィルフレッドは隣に座るウェンディに視線を向け、淡い琥珀色の目を細めて優しく微笑んだ。雰囲気の変化に戸惑っていたウェンディが、途端に安心した顔をする。

　ウィルフレッドが手紙の内容を朗読し始めた。

　それはエリナとキットの予想通り、ランバートからエリナへの招待状だった。もちろん招待を受けているのは彼女ひとりだ。

　ランバートの屋敷で催される十三年に一度のラズベリーの収穫祭は、三日後に迫っていた。王宮の舞踏会で世話になったエリナのことを、ぜひとも前夜から本邸で手厚くもてなしたいのだという。エリナが望むのなら、領主であるランバートが自ら収穫祭でのエスコート役を務めるとも。もしも不安に思えばウィルフレッドの同伴も歓迎すると書いてあるけれど、ランバートはきっと、エリナが彼とふたりきりになりたいと望むことを分かっている。

「『取引の条件は変わらない。あなたが私の招待に応じるならば、約束通りあなたの望むものを差し出そう。賭けを楽しみにしている』ってあるけど。まさかエリーの望みって、ラズベリーのこと？」

　文面を読み終えたウィルフレッドが訝しげに眉を上げて、手紙をひらりとテーブルの上に落とした。エリナとキットに交互に視線を注ぎ、尋問するように腕を組んでいる。

　ウィルフレッドが知っているのは、ランバートに目をつけられたエリナを、キットが助けたということだけだ。その経緯や詳しい話はしていない。

　ひらひらと舞い落ちた手紙がテーブルの上で静止すると、ふたりは同時に顔を上げた。

「行きます」

「行かせない」

　どうやってラズベリーを得るか。

　ウェンディからはちみつを譲ってもらった今、最後にして最大の課題はこれに尽きる。けれどこの問題に関して、エリナとキットの間では出会ったときから平行線のままだった。それも、お互い譲れない理由が強くなっている。

　ふたりは真逆の意見を主張し、ウィルフレッドがどちらの味方につくのかじっと見つめて待っている。

　ウィルフレッドは考え込み、やがてため息をついた。

「ふたりの意見が割れていて安心したよ。もしもキットがエリーを利用しようとしているんだったら、ぶん殴ってやらなくちゃ気が済まないと思ってた」

　キットはウィルフレッドと同じように腕を組むと、不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「そんなわけねーだろ。俺は最初から行かせないって言ってるんだ。ヴェッカーズ卿には近づけたくもない」

　ウィルフレッドがそう簡単にこの取引に納得してくれないだろうということは、エリナにも薄々分かっていた。

「だけど……！」

　それでも、妙に執着のないキットとは違って、ウィルフレッドだってなにを犠牲にしてでもキットには生きていてほしいはずだ。そのためにウェンディとの婚約話だって承諾したのだから。ウェンディを傷つけることになるかもしれないと分かっていながら、今も本当のことを話していないのは、万が一にも心変わりをされたら困るからに違いない。

　エリナかキットか。天秤にかけてみろというのは酷なことかもしれないけれど、エリナがランバートとの取引に応じたところで彼女が死ぬわけではない。でも、キットを選ばなければ彼の命はないのだ。考えるまでもなく、答えは一目瞭然だとエリナは思う。

「ラズベリーを譲ってもらうには、それしか方法がありません。殿下の命をお救いするためには必要なことです」

　エリナが懸命に言い募ると、ウィルフレッドはきつく眉を寄せた。ウィルフレッドにはどちらの言い分もよく分かるし、どちらの言い分も通したくないものだ。なにか別の手段はないのだろうか。

「陛下はラズベリーのことをどうお考えなんだろう」

　国王側の動向をうかがってみたものの、そっぽを向くキットは鼻の頭にシワを寄せたままで、そちらも難航していることはすぐに分かった。

　キットが唸るように答える。

「今年収穫できたラズベリーを国に記念贈呈しないかと持ちかけて、断られたらしい。ヴェッカーズ卿は王家の言いなりになるようなことは絶対にしない。俺たちがなにかを得るなら、そのぶんなにかを奪われることを望んでいる。ここまでエリナに執着したのも、興味本位で声をかけた女を俺が必死でかっさらったからだろ。ラズベリーをあきらめない限り、そう簡単には逃さないつもりなんだ」

「必死で、ねえ」

　ウィルフレッドはしばらくテーブルの上に放られた伯爵からの手紙をじっと見て考え込み、それからふっと顔を上げた。もちろんことは重大だが、これ以上放っておけない人が隣にいる。

「この件に関しては、いい方法がないかもう少し考えよう。今夜はそろそろ、快くはちみつを譲ってくれたウェンディにお礼をしないとね」

　ひたすら縮こまって三人を見守っていたウェンディは、突然話を向けられて慌てて首を振った。

「そんな、お礼なんていいんです。私がこうしてお力添えすることができたのは、あの夜、偶然ウィルフレッド様に出会って、たまたま神託のお話を聞いたからで……」

「うん。だから、舞踏会で君を見つけられてよかったなって。キットにも俺の幸運に感謝してほしいね。あのとき思った通り、君は最高に素敵な女の子だよ」

　顔を覗き込むようにして言われ、ウェンディの頬にサッと赤味がさす。仄かに甘いバラのような香りのするウィルフレッドに間近で見つめられると、ウェンディは息の吸い方さえ忘れてしまいそうだった。ぽかんとするエリナとどこかあきれたようなキットの視線を感じ、ますます恥ずかしさで頬が熱くなる。

　ウィルフレッドがウェンディに微笑みかけ、椅子から立ち上がる。ウェンディの手を取るのとは反対側の手のひらを胸にあて、彼女をダンスに誘ったときのように低くささやいた。

「母方の家系には、古くから伝わる不思議な青いバラがございます。あなたの家のはちみつと同じで、なんだか特別なモノらしいのですが、ぜひご覧になりませんか」

　ウィルフレッドが口端を上げていたずらっぽく笑うだけで、戸惑いに揺れていたウェンディの目はいっきにキラキラと輝き始めた。

　彼はブルーローズのことを言っているのだ。三百年の間、ボールドウィン伯爵家によって守り継がれてきた秘密の花園に咲く青いバラ。特別な招待を受ければ、花園を案内してもらえる者もいると聞く。しかしはちみつを持つコールリッジ家の令嬢であるウェンディでは、生涯、ブルーローズを目にする許しなどもらえるはずもないと思っていた。

「見たいです！　ぜひ！」

　ウェンディはつい、ウィルフレッドの手をぎゅっと強く握ってしまった。

　令嬢らしくない振る舞いに、ウェンディの顔が青くなる。慌てて手を引っ込めようとすると、それよりも早く彼の手が追いかけてきて逃げるウェンディを捕まえた。

「それでは、ご案内いたしましょう」

　ウィルフレッドがなんだかすごく楽しそうに笑っている。

　ウェンディは子どもっぽい反応をしてしまったことを恥じたけれど、彼にバラ園を案内してもらえることがうれしくて、今夜だけは自分を許すことにした。ウィルフレッドと一緒にいると、時々自分を制御できなくなる。

　ウィルフレッドが握る手に少し力を込めた。きっと誰もがウェンディのことを、職人が丹精込めて作った人形のようだと思うだろう。けれどウィルフレッドといるときのウェンディは、ただの人形よりずっとかわいいのだ。翡翠色の目は真っ直ぐにウィルフレッドを映してきらめき、小さな唇は小鳥がさえずるように話す。頬はすぐバラ色になるし、笑った顔については誰かに教えてやるのはもったいないほどだった。

　ウィルフレッドのほかにいったい誰が、こんなウェンディを知っているというのだろう。ウィルフレッドはもっともっと、自分を見てくれる彼女を見ていたかった。

　ふたりはしっかりと手を繋ぎ合わせ、すっかり自分たちだけになってしまったかのように寄り添って歩きだした。これから秘密の楽園に向かうのだ。誰にも邪魔できないところへ。そこには淡い月明かりが降り注ぎ、青いバラが咲いている。

　ウィルフレッドはかろうじて、数歩進んでからふと振り返った。呆気にとられた乳兄妹と、げっそりした顔の従兄弟がウィルフレッドを無言で見つめている。

　ウィルフレッドはようやく思い出したように言った。

「エリーとキットは何度も見たけど、一緒にどう？　今夜は月がキレイだよ」

　ついでのように誘われたふたりは、思わず顔を見合わせた。もしかしたらウィルフレッドは、エリナたちが考えているより重症かもしれない。これまでウィルフレッドが誰かに夢中になることなんてなかったから、彼が十一歳も年下の女の子に骨抜きにされるところは想像もしていなかった。

　キットが気怠そうに立ち上がる。

「俺たちも行くか。ブルーローズをとってこなきゃだろ」

　軽く肩をすくめ、エリナに手を差し出した。

　ラズベリーを得るまでのタイムリミットは、八日目の日が昇る十三時間前だ。

　エリナはキットの骨張った手を見つめる。根を詰めて平行線をたどるより、ウィルフレッドの言うように、バラ園を散歩してみるのもいいのかもしれない。ここでキットと意地を張り合っていても、妥協点が見つかるとは思えない。それに、いざラズベリーを手にしたときのために、はちみつとブルーローズの用意をしておく必要もある。

『甘く香しいはちみつに、ブルーローズの花びらを一枚浸す。銀色の月夜を三晩眺め、恋する乙女は涙を流した。空色の雫にラズベリーを落とし、十三時間の後、禁断の青い果実は完成される』

　エリナはウィルフレッドの書斎で読んだ歴史書に書かれた一説を思い出しながら、キットの手を取った。

（この熱が、どうか失われることがありませんように）

　胸の奥ではっきりとそう願いながら、キットとともに青いバラの咲く園へ向かう。彼の手が優しくエリナに触れるたび、その願いが切実なものになっていくことを嫌というほどに思い知らされながら。




　ランス公爵家の本邸には、コの字型の棟に囲まれるようにして、ずっと遠くまで広がる立派な庭園がある。

　正確なシンメトリーで設計され、常に手入れの行き届いた広大な庭園の一角には、比較的こぢんまりとしたバラ園があった。ガラス張りの建物の鍵は当主にのみ保有を許されている。ウィルフレッドが許可した者でなければ、足を踏み入れることさえできないのだ。バラ園の中は豊かな月の光で満ち、小さなアーチやかわいらしいガゼボの周りで、青いバラだけが咲き乱れていた。

　ウィルフレッドは至るところに目を奪われてなかなか前に進めないウェンディに歩調を合わせ、彼女の小さな手を優しく引きながら、花園の中に作られた小径をゆっくりと案内した。やっと一周し終えると、夢を見るようにうっとりしているウェンディをガゼボの中に連れ込み、白いベンチに座らせる。

　キットとエリナはもう何度もここへ来たことがあった。青いバラは何回見ても美しいものではあるけれど、今はその美しさに心を奪われている場合ではない。

　ウィルフレッドとウェンディの邪魔にならないよう、バラの茂みに姿の隠れる場所を選んで、青い花びらに手をかける。エリナの白い手が、青いバラの花びらを一枚摘み取った。

　エリナがウエストの紐の先に結んだボルサから、透明な小瓶を取り出す。小さな瓶の蓋を開け、静かに花びらを浸した。豊かな月光を浴びた小瓶は、はちみつの中に一枚の花びらを浮かべてキラキラと輝いている。

　エリナは本邸に到着してから、ふたつの小瓶を用意していた。エリナとキットがひとつずつ持つためだ。瓶の中には、ウェンディに譲ってもらったはちみつがいっぱいに入っている。

　ラズベリーを手にすることができたとして、収穫祭が行われる三日後の夜から禁断の青い果実の完成までは、時間との勝負になる。日が昇る十三時間前までに、どちらかが小瓶の中にラズベリーを入れなくてはならない。一刻を争うことになるだろう。

　エリナはなにがなんでも自分がランバートから譲ってもらうしかないと思っているけれど、それではキットがうるさいので、一応小瓶はふたりで分けて持っておくことにしたのだ。

　ウェンディに譲ってもらったはちみつが入った飴色の壺は、木箱に入れて王宮へ運んでもらうつもりだった。おそらく、国王の使者がそれを隠し持って収穫祭に参加するだろう。

「歴史書の通りに作るとして……ブルーローズの花びらを浸したはちみつを、三晩月の光に浴びせるんでしたよね」

　エリナは花びらを閉じ込めた小瓶にしっかりと蓋をして、淡い月の光をたっぷり浴びせるように掲げてみた。

　キットが隣でブチッと花びらをもぎ取っている。自分の命がかかった果実の材料だというのに、半ばぞんざいな手つきで瓶の中に花びらを押し込む。

　彼がこんな態度だから、もとの世界へ戻るという本来の目的よりキットのことを心配してしまうのだと、エリナは思った。

「『甘く香しいはちみつに、ブルーローズの花びらを一枚浸す。銀色の月夜を三晩眺め、恋する乙女は涙を流した』。恋する乙女が涙を流すって、どういうことなんだろう」

　エリナは小瓶を目の高さに掲げたまま、歴史書にあった一節を思い出してみた。首をひねって考えを巡らせ、ふとあることに思い至る。

　神様は……つまり、この小説の作者のやよいはるは、禁断の青い果実を口にするよりも、もっと重要なことがあると言っていた。

　エリナにかけられた、この魔法を解く鍵。

「……真実の愛のキス」

　エリナはポツリとつぶやいた。カラスの預言が、現実味を帯びて胸の内によみがえる。

　瑛莉菜の初めてのキスは、ランバートと同じ顔をした男が呆気なく持っていってしまった。ランバートはエリナが自分を差し出すのなら、ラズベリーと引き換えにしてもいいと言っている。もしかしたら弥生はエリナに、ファースト・キスをやり直せと言っているのだろうか。でも、なんのために。

「キスを……もし私が、ヴェッカーズ伯爵にキスをすれば、ラズベリーを譲ってもらえるってことなのかな」

　弥生から与えられたヒントと今の状況を考えるならば、それが一番妥当な答えではないだろうか。声に出して言ってみると、ますます正しいように思えてくる。

　しかし、キットはやはり納得がいかないらしい。身震いするような鋭い目でエリナを射抜いた。

　エリナは思わず息をのむ。淡い月明かりの浮かぶ切れ長の目は、灰色の霧がかかったようにかすんでいる。深い海の色の奥には微かな失望が沈んでいた。

　エリナはショックだった。いったいエリナのなにが、キットを悲しませてしまうのだろう。彼女にはまだそれが分からない。

「エリナ、本気で言ってるのか。ヴェッカーズ卿が望めばそうできるって。冗談のつもりなら今すぐ訂正するんだ」

　キットの声には苛立ちが滲んでいる。エリナは困惑して口を引き結んだ。

「お前を大事にしてくれない男にキスされてもかまわないって、まさか本気で思ってんのかよ」

　キットが喉の奥で唸るように言った。

「それは……だって。キスくらいなら、いくらでも……」

　最初のキスにこそトラウマがあっても、もうこれまでにしたキスを数えるような年齢でもない。それなりに恋愛経験も積んできたつもりだ。キットの命のために差し出すキスなら、いくらでも犠牲にしていいと思う。それのなにが、キットをこんなに怒らせるのか。

　エリナが思わず後ずさる。キットのもどかしさは頂点に達した。

「くそっ！　いい加減分かれよ」

「きゃっ」

　キットはエリナの二の腕を掴むと、彼女がよろめくのもかまわず強く胸の中に引き寄せた。

　エリナに自分を粗末にすることを覚えさせたのは、いったいどこのどいつだ！と憤るキットの頭の中には、ランバートに似た顔をした男が即座に浮かんでくる。キットは苛立ちに任せて細い腰を掻き抱いた。こんなに頼りないものを打ちのめした男には心底腹が立つ。

　キットがエリナの小さな顎を掴み、背の高い腰を屈めた。端正な顔が視界いっぱいに迫り、エリナはとっさにぎゅっと両目を閉じる。

（キスされる……！）

　キットの吐息がたしかに唇の上をかすめた。キットが背中を支えてくれていなければ、エリナは立っていられなかっただろう。

　次の瞬間、エリナの小さく尖った鼻先に甘い痛みが走った。エリナはギョッとして目を見開く。

　キットにかぷりと鼻を食べられていた。

「なっ、なにしてるの！」

　エリナがびっくりして体を離すと、キットは拗ねたように目を細めた。

　全身がドキドキと脈を打っている。エリナが慌てて上体を反らせば、そのぶんキットがぴったりを腰を引き寄せた。重なる体にエリナの息が止まる。

　キットの紺碧の目は月の光をたっぷりと含み、今までで一番淡い色に見えた。あまりに美しくて、視線を逸らすこともできない。

「食べてやったんだよ、バカ。お前がそんなもん目の前にぶら下げるから。仕舞いには俺が全部とって食うぞ」

　キットが一瞬ためらうように腕の力を緩める。

　これ以上踏み込んだら、もう言い訳はできない。後戻りはない。

　エリナは無意識に、キットの迷いを許さなかった。さっきまで必死に距離を取ろうとしていたくせに、とっさにキットの腕にしがみつてくる。

　キットはついに両腕の中にエリナを閉じ込めた。こうなったからには、もう逃してはやらない。

「いいか。まず、好きでもない男にこんなことをされているときは、きちんと抵抗することだ。頼むから振り払ってくれ」

　エリナは言われたことの意味がのみ込めず、パチリとまばたきをした。

（好きでもない男に……？）

　困惑するエリナを、キットが一度だけ強く抱きしめる。

「そうじゃなきゃ、俺だってめちゃくちゃにしてやりたくなる」

　エリナの耳もとでそうささやくと、あっさりと腕を離して身を翻した。ふいに解放されたエリナは、遠ざかる精悍な背中をぼうぜんと見つめて立ち尽くす。

　彼女は混乱していた。キットは、エリナが彼のためにランバートと接触しようとすることをひどく嫌がる。

（どうしてあなたは、そんなふうに怒ったりするの？）

　切なくなるほどきつく抱きしめられたり、そうかと思えば突然突き放されたり。去っていく背中には、強い決意の色さえうかがえた。

（どうして……キスしなかったの？）

　エリナにはキットの考えていることがよく分からない。キットの前に立つと、自分がひどく無知になったような気がする。まるで初恋も知らぬ少女のように。

　けれどエリナの胸のうちは、ある確信めいた予感に占められていた。

「エリー、そこにいるよね？　大丈夫？　あいつ、屋敷のほうへ戻ったみたいだけど」

　ガゼボのほうから遠慮がちなウィルフレッドの声が聞こえてきても、エリナはただそこに立ち尽くしていた。エリナは急に泣きたくなった。なにかとても大切なものを、どこかに放棄してきたのではないだろうか。だからキットをあんなに怒らせるのだ。

　それをエリナが見つけるまで、キットはたぶん、エリナには絶対にキスをしない。





＊　＊　＊






　エリナの自室は、コの字型を描く屋敷の底辺にあたる棟の二階にあった。屋敷の中庭に面した壁を、長い廊下が繋いでいる。そこに連なる部屋のうちの一室だ。今夜のように空気が澄みきった夜には、バルコニーに出れば明るい月の光が照らしてくれる。

　寝間着に着替えたエリナは、はちみつとブルーローズの入った小瓶を持って、裸足のままバルコニーに出た。肌が透けるほど薄いレースを幾重にも重ねたネグリジェが、風に揺れてエリナの太ももをなでる。

　公爵家の侍女服は仕立てがよく、使用人に支給される服に比べるとずいぶん格式が高い。エリナにとっては気楽な格好とは言いがたかった。そうはいっても、一般的な令嬢が夜会で着るドレスほど窮屈というわけではないけれど。それでも一日に一度、こうやって薄着をすると開放感があったし、膝下が無防備に空気に触れるのも心地よく、本来の自分に戻れる大切な時間だった。

　エリナはブルーローズが浮かぶ小瓶を目の高さに掲げ、吸い込まれるような夜空にかざした。開け放たれた窓は部屋の中にたっぷりと月明かりを導き入れ、エリナの影を薄っすらと浮かび上がらせる。

　小瓶をかざして目を凝らしてみても、今はまだ、はちみつに青いバラの花びらが一枚浮かんでいるにすぎない。掲げた透明な小瓶の向こうに、銀色の月が透けて見える。月光はまるでもう二度と出てこられないことを知っているかのように、エリナの手の中の小瓶に降り注いだ。閉じ込められ、よりいっそう銀の輝きを増す。

「はあ……」

　エリナはお腹の底からこみ上げてきたため息を吐き出した。小瓶をバルコニーの手すりの上に置き、隣に頬杖をついて夜空を見上げる。

　今頃、キットもこの屋敷の客間で同じように月を眺めているだろうか。

　王城でも、ウィルフレッドから届いたブルーローズとはちみつを混ぜ合わせて、国王の命を受けた使者たちがこうやって月光を浴びせているところかもしれない。

　エリナにはキットがどうやってラズベリーを得るつもりなのかは分からないし、ランバートに敵視される彼では無理だと思う。けれど、国王の使者たちならなんとかして手に入れてくれるのではないかと期待が持てた。

（そうなったら、私はそっちを譲ってもらおう）

　たぶん、誰よりも早くラズベリーを手に入れるのは自分だという予感がする。そのときには、エリナの小瓶の中で完成された禁断の青い果実をキットに与えるのだ。エリナがもとの世界に戻るためのものは、あとから国王に譲ってもらえばいい。エリナはただの侍女だけれど、キットやウィルフレッドに口添えをしてもらい、王太子の命を救ったという功績があれば、きっとなんとかなるだろう。

　キットには生きていてほしい。たとえ彼が小説の中の登場人物で、エリナがいずれこの世界を去ってしまうとしても。

　エリナはまぶたの裏に遠ざかっていくキットの背中を思い浮かべた。手すりについた腕の中に額を押しつける。

　どうしてあんなふうに拒絶されてしまったのか分からない。

　もしも本当に、キットの命が奪われることとランバートとキスをすること、どちらかひとつを選べと言われたら。エリナは迷わずキスを選ぶだろう。それが間違ったことだとは思えない。けれど、その選択がキットを怒らせてしまう。

（王子を想って別の誰かにキスをしたとして、それを真実の愛のキスとはいえないの？）

　バルコニーの手すりに伏せるエリナの黒い髪を、夜風がそっとなびかせる。銀色の月明かりが、落ち込む背中をやわらかく包み込んでいた。




　キットは怒っているのではない。

　ただエリナがあまりに簡単にキット以外の男にキスすることを受け入れるから、それがおもしろくない。なぜキットのためだなんて言いながら、ランバートにキスができる？　キットでさえ、まだエリナにキスをされたこともないのに！

（要するにただの嫉妬だよ。自分でも分かってるっつーの）

　キットは部屋に忍び込み、音を立てないように移動しながら、思わずひとりで唇を尖らせていた。

　彼が怒っているとすれば、それはエリナが〝大事にされる〟ということにあまりに鈍感だからだ。男が好きな女を大事にするというのがどういうことなのか、エリナはまったく分かっていないと、キットは思う。キットはそう易々と、ほかの男がエリナに触れることを許してはやらない。たとえ自分のためだと言われようとも。

　けれど、今はまだエリナが理解してくれなくてもかまわない。さっきバラ園で彼女を抱きしめたとき、そういうことは全部自分が分からせてやるのだと心に誓ったのだ。これからじっくり時間を使って、キットのすべてをかけて教え込む。

　その第一歩として、エリナにはキスをしないと決めた。

　まだまだ、エリナに知ってほしいことはたくさんあるからだ。エリナは自分に本気の恋なんてできないと思っているし、大事にすることもされることも分かっていない。今のエリナにキスをしてしまったら、一瞬でこれまでの男と同類にされることは目に見えていた。

　キットはそんなヘマはしない。矜恃にかけて誓う。エリナと本当の恋に落ちるのは自分だ。それまでキスがお預けになったって、エリナが手に入るのならなにも問題ではない。

（……まあ、こらえたのはかなりギリギリだったけどな）

　キットは忍び込んだその暗い部屋のバルコニーに近づき、窓を静かに押し開けた。思った通り、こちら側の部屋のほうが月の光をたっぷりと浴びられる。バルコニーに出たキットは辺りに人目がないことを確認してから、そっと手すりから身を乗り出し、下を覗いてみた。

　真下の部屋の主が、今夜そこにいることは分かっていた。エリナは手すりに置かれた小瓶の横で突っ伏している。普段は侍女らしくひっつめている黒い髪が、華奢な背中を覆っていた。

　ブルーローズが入った小瓶は淡い銀色に光っている。

「エリナ」

　キットはエリナをなるべく驚かせないように、小さな声でそっと呼びかけた。

　ピクリと肩を揺らしたエリナがキョロキョロと辺りを見回す。最後にキットのいるバルコニーを見上げ、ギョッとして目を見開いた。

「な！　きっ、きゃっ……」

　キットは必死になって身振り手振りでエリナをなだめる。

「しーーーっ！　今、そっち行くから。ちょっと待ってろよ」

　エリナに大声をあげられては困る。

　時々自分では忘れてしまいそうになるけれど、キットはこの国の王太子なのだ。庭園に忍び込んだり勝手に侍女の部屋を訪れたりと、我ながらずいぶん奔放な王子だと思う。よくもこれで王位継承権が与えられるものだ。それもこれも、王家と親しいランス公爵の屋敷だからこそなんとかなっている。

　けれどさすがに、こんな夜分にエリナの部屋でふたりきりで会ったなどとウィルフレッドに知られたら、今回ばかりはこっぴどく叱られるだろう。

　ぽかんとしていたエリナが慌てて両手で口もとを押さえ、コクコクと大きくうなずく。キットは手すりを跨いで越え、柵に捕まりながら足を下ろし、体を揺らして反動をつけると、エリナのいる下の部屋のバルコニーへと飛び下りた。

　エリナは暗闇の中から泥棒のように登場したキットをあぜんとして見上げる。キットのことであれこれと悩んでいたことも、頭の中から飛んでいってしまった。

「どうして、あなたがここに……」

「こっちの棟のほうが月に近い。向こうはバルコニーが逆向きだし、建物の影になるんだよ」

　エリナはパチリとまばたきをする。

「だ、だけど、ウィルフレッド様がきっと……」

「ウィルには言うなよ。お前の部屋に忍び込んだなんてバレたら、神託より先に殺される」

　キットは胸ポケットからはちみつとブルーローズが入った小瓶を取り出し、エリナのものの横に並べて置いた。手すりに両手をつき、黙って銀色の月を眺める。ちらりと横目に見下ろしてみると、エリナはまだ呆気にとられているようだった。

　キットが微かに口端を持ち上げる。

　エリナが長い髪を下ろしているのを見るのは初めてで、そうしているとよりいっそうやわらかそうだった。エリナの大きなアーモンド型の目は、驚きにめいっぱい見開かれている。月明かりに照らされた肌は白く、頬はほんのりバラ色に染まっていた。

　キットはそれだけで、今夜ここへ忍び込んだ自分を褒めてやりたくなる。

　エリナの着ている薄いレースのネグリジェは、ひと目見ただけで腕に抱いたときの心地よさまで感じられそうだった。若干目に毒とは思うものの、キットの自制心はそこまで柔じゃないはずだ。ワンピースは膝丈で袖もちゃんと手首まであるし、鎖骨がのぞく程度の襟ぐりも夜会用のドレスに比べれば格段に露出は少ない。だからといって、エリナがこの姿でほかの男の前に立とうとすれば、キットはそいつの両目をつぶしたくなるだろう。この世界の慎み深い貴族たちには刺激が強すぎる。

　とにかく、キットは愉快だった。キットが微笑みかけると、エリナがほっと肩を落ろす。けれどすぐに不安そうに眉を下げ、また手すりの上に突っ伏してしまった。

「怒っていたのではないのですか」

　くぐもった声で拗ねたように問われ、キットは片方の眉を持ち上げる。

「別に怒ってない」

　それは本心だ。しかし、うつむいたままのエリナが納得していないのは見れば分かる。キットは仕方なく、言い訳のようにつけ足した。

「お前、大事にされてるってこと、あまりに考えてないから」

　だから、ちょっと妬いてただけで。

「怒ってたわけじゃない」

　ふたりの間にはほんの少し沈黙が漂った。月の光が小瓶に吸い込まれていく。薄い雲がゆっくりと動いて月を覆い、バルコニーに薄闇が訪れた。

　エリナが腕の中に顔をうずめたままぽつりとつぶやく。

「分からないの」

　今にも泣きだしそうな声だった。

「誰かを大事にしたことも、されたこともないんです。自分にはできないことだって、ずっとあきらめていたから」

　エリナはきつく眉根を寄せた顔を少しだけ覗かせ、またすぐに腕の中に隠れた。

　ロマンス小説のような恋なんて、絵空事だと思っていた。誰かに恋い焦がれて涙を流すような恋には縁がない。そんなふうに夢中になるのは恐ろしい。いつも失うことの恐怖と隣り合わせでいなくてはいけないのなら、最初からなにも与えてくれない人といるほうが、エリナには心地よかった。

　それを自分なりの恋愛だと思い込もうとしていたのだ。そんな彼女を叱って、抗えないほどの強さで心を奪っていく人なんて、今まで現れなかったから。

「だけどもし、あなたが一緒にいてくれるのなら……たとえ明日には誰か違う女の人のところへ行ってしまうとしても、今だけでいいからそうしてみたいの」

　キットはエリナの震える肩を見下ろした。

　なんだかすごくかわいいことを言われている気がする。キットの正体を知らないはずのエリナが、そんなふうに心を預けようとしてくれているのはうれしかった。

　エリナが唐突に勢いよく顔を上げたかと思うと、薄い月明かりにも真っ赤に見えるほど、頬を染めてキットを睨んだ。

「さっき抵抗しなかったのは、あなたが〝好きでもない男〟じゃないからです」

　拗ねた口振りで言い放ち、また腕の中に顔を隠す。

　キットは喉の奥からこみ上げてくる唸り声をこらえ、口を真一文字に引き結んだ。

（……参ったな）

　エリナが単なる庇護欲の範疇を超えて、もっと奥のほうに入り込んでくるのが分かる。もともと初めて会ったときから、なんとなく放っておけない女だとは思っていた。危なっかしくて目が離せないタイプだと。

　けれど今では、腕の届く範囲より遠くにも行かせたくないと思わせるほどに、キットを惹きつけて離さない。

　キットは迷っていた。エリナがここまで言ってくれている今、自分が稀斗であることを告げるべきなのだろうか。

　これまでタイミングを逃しているだけに、切り出しにくい気持ちもある。それに、このまま正体を明かさずにいたほうが、物語がうまく進んでいくような気もしていた。この国の王太子と公爵家の侍女としてあるべき以上の不自然な結びつきは、小説の世界の秩序を乱しかねない。エリナにはかわいそうなことをしているとも思うけれど、なんとしてでも彼女をもとの世界に連れて帰るのがキットの役目だ。

　だからエリナがキットの本当の姿を知らないまま、ひとりの男として見てくれているのは、キットが想像していたよりずっと彼を喜ばせた。気のせいでなければ、今エリナが必要としているのは、弥生の弟でもウィルフレッドの従兄弟でもない。目の前にいる彼自身だ。

　キットは自分だけが知っている不公平を、心の中で謝った。それでも自分がそばにいると伝えたくて、小さく丸まるエリナに腕を伸ばす。顔を伏せるエリナのうしろに立つと、体が触れ合わないように細心の注意を払いながら、エリナを胸の中に閉じ込めるようにして手すりに両手をついた。

　近づいたキットの気配に、エリナの肩が小さく跳ねる。

　キットはエリナを強引に振り向かせたいとは思わなかった。ただエリナが望んでくれるようになるまで、包み込むようにして守ってやる役割を、どうか自分に与えてほしい。エリナの心が追いついたなら、いつかこちらを向いて、ふたりの距離をゼロにしてくれるように。

　けれどエリナにあんなかわいいことを言われては、ただ黙って待っているわけにもいかない。男を無意識に煽るとどういうことになるか、それが分かるようになるまでは、今夜は逃さないことにする。

　キットが腰を屈めた。小刻みに震えて顔を上げるに上げられないエリナの、黒髪に覆われたうなじに低くささやきかける。

「俺がお前を大事にしてやる。だから、俺だけのものになるって約束しな」

　早く落ちてくればいい。そうしたら、うんと甘やかして、本当の恋ができないだなんて思う余裕すらなくしてみせる。

　キットはエリナの背中を覆う髪に、誘惑するように指を絡めた。軽く引っ張ってやると、エリナがその指先に誘われて、少しずつ顔を上げる。うつむき加減で振り返って見せた横顔は、淡いバラ色に染まっていた。重たげな長いまつ毛の下には、薄い涙の膜が張っているようにも見える。

　キットが次にどうしてくれようかと企んでいる隙に、エリナがくるりと振り向いた。額をぎゅっとキットの肩に押しつける。

「……うん。なる」

　キットの心臓は一撃で爆ぜた。

　衝撃に固まったキットの体に、エリナがゆっくりと両手を伸ばす。遠慮がちな指先が背中をたどると、キットは思わず後ずさりそうになった。エリナが慌ててしがみついてくる。

（くそっ！　なんだこれ）

　キットはエリナを抱きしめ返すこともできず、ただ情けなく突っ立っている。

　たしかに距離を詰めたのはキットのほうだ。エリナからはなにもしてこないだろうという、妙な確信があったから。まさかこんな不意打ちを食らうとは思わなかった。

　キットにはこれ以上、理性を手放さずに対抗する自信がない。両手でしっかりと手すりを握りしめていなければ、自分の胸の中にしがみついてくるエリナを抱きしめて壊してしまいそうだ。制御できないほどの愛しさを思い知らされ途方に暮れる。素数でも数えたほうがいいのかと真剣に悩んだ。

　自分が人一倍過保護で世話焼きなことは自覚している。だからそのぶん、甘えられると抑えが効かなくなるのだ。もしもここでエリナを思う存分かわいがってもいいのなら、もちろん喜んで甘やかしてやる。だけどエリナが大事にされることを覚えるまで、キスさえしないと誓ったばかりだった。舌の根も乾かぬうちにとって食うわけにはいかないから困るのだ。

（あんまりかわいいことしてくれんなよ）

　兄の描くロマンス小説では、ヒーローが初夜に勢いあまってヒロインのシュミーズを引き裂いてしまうのはお馴染みのシーンだ。ファンにはそこがポイントらしい。余裕をなくすほどヒロインに夢中なところがいいと。けれど稀斗には首を傾げたくなる場面だった。そんな怖がらせるようなことをしなくても、といつも思う。

　それなのにどういうわけか、今この状況で頭に浮かぶのは、とてもエリナには聞かせられないようなことばかりだった。兄の小説のヒーローには同情する。行儀よく初夜まで待って、下着を破くだけで我慢するのは立派なほうではないのか？　理性を根こそぎ引っこ抜かれて、それでもなお乙女の理想でいろとは酷なことだ。はっきり言って、男はそんなに紳士じゃない。

　そうはいっても、小さく震えながらも抱きついてくるエリナをこれ以上放っておきたくはなかった。当然、襲うわけにもいかない。

　キットは一度大きく息を吸い込み、理性のしっぽをしっかりと握った。

（頼むから負けてくれるなよ）

　片方の腕でエリナの細い体をぎゅっと抱きしめる。しがみついてくるエリナの体から、少しずつ緊張が抜けていくのが分かった。キットの荒れた胸中も知らずに安心したのか、そのまま無防備に体を預けてくる。キットは唸り声をこらえるので精一杯だった。

　それでもキットは片腕でエリナをしっかり抱きかかえて、彼女の肩に頭をのせた。しばらくそうしてじっとしていれば、少しずつ気持ちも落ち着いてくる。ようやく平静を取り戻したキットは、エリナの背中に流れるやわらかな髪をそっとなでた。エリナが顔を上げようとしないのをいいことに、頭のてっぺんに黙ってキスを落とす。

　不意打ちの反撃には正直面食らったけれど、当然、こんなふうに甘えられて悪い気はしないのだから。

（だけどこんなとこ、ウィルに見つかったら殴られるだけじゃ済まないな）

　だからといって、今さらエリナを離す気にもなれない。

　それでもキットが片方の手を手すりについたままでいるのは、こっそり保険をかけているからだった。万が一にも自制がきかなくなったときには、暴走しようとする自分をこちらの腕で殴ってでも止めてみせる。

　夜風がふたりの熱をはらみ、どこか遠くへ運んでいく。並んで置かれたふたつの小瓶には、青白い月の光が輝きを放ちながら吸い込まれるように降り注いでいた。
















５日目　空色のラズベリー













「明日のことなんだけど、キットも一緒に行くって返事しておいたから」

「え……ええっ！」

　翌朝、エリナはウィルフレッドに命じられ、まずはウェンディの部屋へ向かった。いつもの侍女服を着て髪をひっつめ、ウェンディの部屋のドアを叩くと、思いのほかしっかりとした声が返ってきて驚いた。

　朝の支度の手伝いをしに行ったのだが、ウェンディは令嬢にしては珍しく、大抵のことはひとりでもこなせるように教育されているらしい。ドレスもきちんと着ていたし、軽くベッドメイクもしてあった。

　髪を結っている途中だったので、それを手伝い、朝食の希望を聞いて、コックに報告に行った。それからウィルフレッドの書斎へやってきて、ウェンディの様子を伝えた後で、逆に思わぬ事後報告を受けてしまった。

「でも、ヴェッカーズ伯爵は殿下のこと……」

「まあ、好きではないだろうね。でもキットはあれで一応、王太子だし。ヴェッカーズ卿には断れないよ。俺もエリーをひとりで行かせるのはどうかと思っていたんだ」

　昨日はウェンディをもてなすことにすっかり大忙しかと思っていたのに。ウィルフレッドはやはり、器用で抜かりのない男らしい。昨夜のうちにすべて決定して、ランバートへの返事も出したというのだ。もちろんキットとも話はつけてある。

「俺も収穫祭には参加するし、なんとかラズベリーを手に入れられないか考えてみるけど……」

　ウィルフレッドは言葉を濁して、困ったような顔をした。

　彼がランバートからラズベリーを譲ってもらうのは、それこそ盗み出してこない限り難しいだろう。エリナはコクリとうなずく。

　つまり収穫祭の夜、ラズベリーを得るために動けるのは、エリナとキットと国王が送り込む使者たちといったところだろう。

「伯爵は自分がしてもいいとか言っていたけど、収穫祭でのエスコートはキットに任せるよ。まあ、俺が譲るまでもなく、あいつがエリーを渡さないとは思うけどね。俺にも伯爵にも」

「そ、そんなことは……」

　からかうようなウィルフレッドの口調に、エリナの頬がカッと熱くなる。

　昨夜のことは知られていないはずだ。そうと分かっていても、エリナが自分からキットに抱きついたことや、あの後ずいぶん長い間抱き合っていたことまで揶揄されているみたいに思えて、エリナはやけに居心地が悪かった。

「王子様にエスコートされるのはいろいろと大変だと思うけど……もし、本当に嫌なことがあったら、俺のところに戻っておいで」

　琥珀色の目を緩めて優しく微笑んだウィルフレッドが、まだ初めての感情に戸惑う妹の髪をそっとなでた。

　どうやらキットはエリナのことを真剣に考えているらしいけれど、ふたりは王太子と侍女なのだ。この歳まで適当な結婚相手を連れてきてやれなかったエリナが、もしもキットに本気で恋をしたのなら、もちろん応援するつもりだった。エリナを養子縁組でランス公爵家の令嬢にしてしまえば、国王と王妃も納得してくれるだろう。ウィルフレッドになら、体裁を整えてやることはできる。しかしエリナが本当の令嬢でないことは、すぐに国中で知れ渡るだろう。王家に嫁いで苦労するのは、きっとどの場面でもエリナのほうだ。

　だからもし、明後日の収穫祭ごときでエリナに嫌な思いをさせ、それを取り除けない程度の男なら、キットに彼女は任せられない。そうは思うものの、少しからかっただけで頬を染めて慌てるエリナを見られるようになったことは、素直にうれしくもあった。

「さっそくなんだけど、エリー。朝寝坊な誰かさんを起こしてきてくれるかな。あいつが出てこないと、俺もウェンディも朝食がとれないんだ」

「え？」

　エリナはパチリとまばたきをした。

　ウィルフレッドがエリナの体をくるりと回し、書斎から追い出そうとする。困惑するエリナの耳もとで小さく笑ってささやきながら、その背中をそっと押した。

「王子様は君じゃないと目覚めないつもりらしいよ」





＊　＊　＊






　朝の慌ただしい時間帯で、屋敷では使用人も侍女も執事もコックも、皆が目覚めて仕事をしている。彼らが行き来する棟からは少し離れているものの、その活気はエリナのいる廊下にまで伝わってきた。

　ランス公爵家の、いつもの朝。

　それなのにエリナだけは、屋敷で一番上等な客間のドアを根気よく何度も叩いている。

「殿下！　王太子殿下！」

　さっきから何度呼んでも返事がない。部屋の中からは物音さえしない。

　エリナは地団駄を踏みたくなった。王子の部屋に無断で入るのも、王子を名前で呼ぶのも、キットは怒らないだろうけど周りに知られるのは恥ずかしい。

　使用人や侍女たちは皆いい人ばかりだが、例にもれず噂好きなのだ。きっと事実に尾びれ背びれに羽まで生えて、屋敷中の者が知るところとなる。侍女仲間のアメリアなど、遠慮なく突っ込んでくるだろう。

「ほんとにまだ寝てるの？」

　キットが起きてこなければ、ウィルフレッドもウェンディも朝食をとることができない。もしもキットが起きられないのが昨夜の夜更かしのせいだとすれば、責任の一端はエリナにもあるのではないだろうか。

　昨夜キットがなかなか部屋に戻れなかったのは、ほとんどエリナのせいだという自覚がある。もとはと言えば、話を切り出したのはエリナだし、抱きついたのもエリナのほうだ。あのときの自分はどうかしていた。

　キットが片腕でそっと包み込んでくれたのをいいことに、絶妙な安心感に浸りきっていた。キットの胸に顔をうずめ、温かな体温を感じて、刻まれる鼓動にずっと耳を澄ましていた。冬の朝になかなか布団から出られないように、キットの腕の中から抜け出すことができなかった。

　だけどキットは、終始エリナに片方の腕を回したままじっとしていた。髪をなでたり、時々頭のてっぺんに唇を寄せたりはしたけれど、それ以上のことはなにもなかった。最後にはしがみついた腕をそっと放して『おやすみ』と言い、小瓶を回収し帰っていった。キスはおろか、両腕で抱きしめられることもなかった。

　でもそれは、エリナにとっては新しい発見だった。

　キスをしなくても、ベッドの上で素肌を触れ合わせなくても、ただ寄り添うだけで、こんなにも満たされる人がいる。いつか包み込まれるようなこの気持ちを、キットにも返してあげられるようになるのだろうか。

『俺がお前を大事にしてやるから。だから、俺だけのものになるって約束しな』

　キットがくれたささやきを思い出すだけで、今でも頬が熱くなる。口調とは裏腹に、思いやりと慈しみにあふれた懇願するような声音だった。

　それに、エリナが応えたことといったら……！

（ああ、もう。なんであんなこと言っちゃったんだろう）

　エリナは赤くなった頬を両手で押さえる。昨夜のことはどれを取っても恥ずかしくて、しばらくは普通の顔をしてキットと向き合えそうになかった。

　これまでも恋人は人並みにいたし、恋人同士が行き着くところは大抵経験してきた。けれど初恋が遅く、しかも実らなかっただけに、こういったことのほうがむしろ耐性がなくて困ってしまうエリナだった。

　エリナはいっそのことウィルフレッドに助けを求めようかとも思った。だけどやはり自分にはキットを起こす責任があると思い直し、客室のドアに手をかける。キョロキョロと辺りを見回して人目がないことを確認すると、いっきにドアを押し開けた。

　部屋の前でずいぶんとぐずぐずしてしまった。とにかく早くキットを叩き起こさなくてはいけない。エリナは勢いよく部屋に飛び込み、バタンと音を立ててドアを閉めた。静かな部屋の中でその音が響いて消える。

　客間はエリナの自室より広く、ソファやテーブルが整然と置かれていて、今の時期には使わない暖炉にもきっちりと手入れが行き届いていた。

　エリナは部屋の中をずんずん横切り、続き間にあるベッドを目指した。広い部屋の中央に堂々と鎮座するベッドの上で、白いシーツが膨らんで饅頭のようになっている。饅頭が呼吸に合わせて静かに上下するのが見て取れた。

「失礼します。殿下、そろそろお目覚めの時間です」

　エリナは部屋の入口の壁を軽くノックして、遠慮がちに声をかける。饅頭からは返事がない。

　窓の外から朝のやわらかな光が差し込み、エリナを部屋の中へ誘うようだ。

「王太子殿下」

　少し強めに呼びかけると、シーツがもぞもぞとシワを作り、中身が身動きしたのが分かった。

（やっと起きた）

　エリナはホッとしてため息をついた。目覚めたキットがまどろみの中でまた眠りについてしまわぬよう、声のトーンを落とさずに呼びかける。

「おふたりが朝食の席で殿下をお待ちです。別の者を呼んで参りますから、お支度をなさってください」

　普通の王太子なら自分の従者を伴ってくるものだが、この風変わりな王子はひとりお忍びで来たから、身の回りの世話をする者がいない。

　ベテランの執事にお願いするのがよいだろうと見当をつけ、エリナが踵を返そうとしたとき、ベッドのほうでシーツがすれる音がした。

「ぐーぐーぐー」

　キットが身を起こすのかと思いきや、聞こえてきたのはあからさまにおちょくるような嘘のいびきだった。

「殿下！　人を呼んできますから、ちゃんと起きてくださいよ」

「ぐかーぐかーぐかー」

　どうせ起きているのだから遠慮することもないと、部屋の隅までしっかり届くような声で言ってみても、狸寝入りとすら言えないいびきで煽ってくる。

（いったいなんなの）

　エリナはムッとして唇を尖らせる。

（絶対起きてるくせに！　顔は見たくないってこと？）

　ついさっきエリナも同じようなことを思ったのだから、キットもそうなのかもしれない。それでも、エリナは気恥ずかしさを押してここまで来たのだ。こんなふうにされたら、なにがなんでも顔を拝んでからでないと気が済まない。

　エリナはずかずかと部屋に踏み入った。ベッドのそばまで行って、白いシーツに包まって饅頭のようになっているキットの頭上で声を張り上げる。

「キット様！　ふざけてないで、いい加減起きてください」

　すると、わざとらしいいびきがピタリとやんで、キットがシーツの下からひょっこりと顔を出した。

「おはよう、俺のエリナ。俺さ、そろそろ〝キット〟って呼んでほしいんだよね。敬語もいらないし」

　エリナは喉の奥で小さな悲鳴をのみ込んだ。

（俺のエリナ！）

　それはエリナが昨夜のことで一番思い出したくない部分だった。キットのものになると、子どものように素直にうなずいた。キットはそのことをからかっているに違いない。

　キットの表情は思いのほかはっきりしていて、とても寝起きには見えなかった。灰色がかった青紫色の瞳は、いたずらっぽい光を含んでしっかりと開かれている。きっと最初から起きていたのだ。

　エリナは恥ずかしさを押し隠し、努めて侍女らしく振る舞おうとした。

「王太子殿下、どうか無茶なご命令はお許しください。何度も申し上げておりますけど、私にそのようなことはできないのです。もともと、殿下をお名前でお呼びすること自体、不敬罪で罰せられてもおかしくないほどで、もっと言えばこのように私なんかが直接お声を耳にすることだ……てっ！」

　突然、シーツの下からすばやく手が伸びてきた。手首を掴まれ、文句を言うエリナごとベッドの上に引き上げられる。

　エリナは慌てて手をつき、膝で踏ん張って王太子の上に倒れ込まないように必死でこらえた。

「なっ、なにして……！」

　エリナが一生懸命に体を起こそうとする。女服の長いスカートとシーツが絡まってうまくいかない。早くしないと、ベッドに横になったまま見上げてくる底のない海のような瞳に、どこまでも深く引きずり込まれてしまいそうだった。

　溺れないようにもがくエリナにはかまわず、キットの手がさり気なく腰に回されたかと思うと、腕を引かれて体がくるんと反転した。ベッドの上に転がされて目を丸くするエリナを、キットが上から見下ろしている。

　キットはエリナが逃げられないように、彼女の両脇に腕をついて閉じ込めた。

「なあ。もしかして、ウィルのことも毎朝こうやって起こしてやってる？」

「ウィルフレッド様は毎朝ご自分でお目覚めになります」

「ふーん、そっか。もったいないやつ」

　キットはくすくすと楽しそうに笑って、上機嫌に肩を揺らした。

　こうして閉じ込められては、抵抗したところでもう逃がしてもらえない。エリナは唇を尖らせてそっぽを向き、なるべくキットを視界に入れないようにした。

　この体勢はちょっと、朝から心臓に悪い。

「着替えは手伝ってくれないんだ」

「執事が手伝います」

「今ここで脱いでもいい？」

　危険なささやきだった。エリナは侍女らしい振る舞いを放棄し、体を囲う腕をペシッと叩く。

「ダメ！」

「ほんとに？　エリナが嫌ならそうする」

　この台詞を聞くのは二度目だ。キットは朝からやけにご機嫌で、なんとも憎たらしい限りである。

「バカ！　ほんとにダメ！」

　こんなところで服を脱がれたらエリナの心臓がもたない。抱きしめられるのとはわけが違う。

　キットが喉の奥で低く笑った。

「じゃあほら、俺の言うこと聞いて」

「できません」

「俺のものなのに？」

「おっ、俺のものって……！」

「忘れたのか。エリナがなるって言ったんだぞ。かわいかったな。俺の胸にしがみついて、『うん』って素直にうなずいて、それから……」

「きゃー！　それ以上言わないで！」

　エリナは悲鳴を上げて顔を隠した。

「そ、それとこれとは話が別なんです」

　エリナが断固として目を合わせずにいると、キットは急に愉快そうな笑いをおさめ、横を向いた彼女の耳もとにささやいた。

「エリナがどうしても俺を名前で呼んでくれないなら、呼ばざるをえなくさせるまでだ」

　甘くかすれた蠱こ惑わく的な声音が、エリナの脳を震わせる。

　キットは突然自分の寝間着の胸もとを片手で大きくはだけさせ、組みしかれるエリナの度肝を抜いた。

　寝起きで乱れた黒髪がやわらかくまとわりつく襟足。少し尖った顎先と、思わず触れたくなるような男性らしい首筋。その下にある鎖骨のくぼみと、昨夜エリナが抱かれた逞しい胸が見え……。エリナは今の状況をのみ込むために、ひたすら目の前にさらされた光景を目で追うことしかできずにいる。

　キットがそのまま寝間着を片方の肩からすべり落としたところで、ハッと我に返った。

「わ、分かりました！　分かったから、お願いだから服を着て……キット！」

　エリナが懇願して両腕で目を覆うと、途端にキットが弾けるような笑い声をあげた。

「俺の勝ちだな。エリナがなかなか降参しないから、全部脱がなきゃダメかと思った」

　エリナはキットに優しく腕を引かれて体を起こし、めくれ上がったスカートを押さえて脚を隠した。キットも一緒になって自分で乱した衣服を整えている。

　キットだって、実は心臓に悪い状況だったことには変わりない。

　エリナは深呼吸をして息を整えた。

　まったく、なんということだろう。一国の王太子が、色仕掛けで侍女を従わせるなんて。真剣に怒らなければいけないと思うのに、どうやらキットの色香に骨抜きにされてしまったらしく、体に力が入らなかった。

　ベッドに腰かけたままのキットは上機嫌だ。あまりに楽しそうに笑っているので、どうにも勢いを削がれてしまった。彼の優しい瞳が自分に向けられることにどうしても面と向かって逆らうことができず、エリナは頬を膨らませて無言の抗議を示す。

「俺のせいでヨレたエリナはかわいいな」

　ひとり満足そうなキットは、エリナの顔にかかった髪を指ですくい上げて耳にかける。

　その表情を見た瞬間、エリナは夢から覚めたようにある人物のことを思い出した。

（あれ……そう言えば）

　キットのすっきりと整った顔立ちが、ふと彼の面影と重なる。その人はキットの顔立ちから甘さを消して代わりに渋さをつけ足したような雰囲気で、思えば真っすぐな鼻筋や薄い唇などはずいぶんそっくりかもしれない。

（やよい先生に、似てる）

　弥生の面影は、蜜のように甘い朝からエリナをいっきに現実に引きずり落とす。

　エリナは帰らなくてはいけないのだ。キットのいない、もとの世界へ。




　それが起こったのは、その日の午後のことだった。

　エリナとアメリアは明後日の収穫祭に向けて、主人の衣装選びと荷造りを進めている。その傍らで仕立屋を呼び、キットも勝手に参加して、エリナのドレス選びもした。キットがなかなか首を縦に振らないから、仕立屋が困り果てていたのは無理もない。

　荷造りもいよいよ大詰めというとき、部屋に突然ウィルフレッドが飛び込んできた。

「エリー！」

　切羽詰まった顔をしたウィルフレッドは、部屋の中にエリナの姿を認めると、彼女のもとへすっ飛んでいく。普段はエリナのことを妹のようにかわいがるウィルフレッドも、このときばかりは混乱して、子どもが母親にすがりつくかのように顔面蒼白だった。

「ウェンディがいなくなった。使用人たちは俺が彼女に帰るよう言ったから馬車で送り出したと言ってるけど、俺はそんなこと言ってないんだ！」

「ええ！」

　ウィルフレッドはなるべく自分を抑えようとしていたけれど、どんどん早口になり、声も大きくなっていく。あのウィルフレッドが不安を隠しきれないほど、只事ではないということだ。エリナも驚きの声をあげた。

「どうして急に」

　ウィルフレッドが頭を振る。

「なにがどうなっているのか……もしも誰かの企みで、ウェンディが連れ去られたのだとしたら、俺は……。とにかく俺、馬を走らせて探してみるから」

「まっ、待ってください！」

　混乱したままウィルフレッドがまた部屋を出ていこうとするので、エリナは慌てて腕を掴んで引き止めた。

　伯爵令嬢としてしっかりとした教育を受けたウェンディは、出会ってからの短い時間でも礼儀正しい素敵な女の子だと分かっている。彼女が屋敷の主人であるウィルフレッドになにも告げずにいなくなるなんて非常事態なのは分かるが、それにしても今のウィルフレッドは冷静じゃない。

「少し落ち着いて、みんなで手分けして探しましょう。彼女の部屋に、置き手紙とかあるかもしれないし」

　アメリアと気の毒な仕立屋はその緊張感の中、身動きすることもできず黙って見守っていた。

　キットが唐突に口を開く。

「手紙はないと思う。ウィルにはちみつを託したことは決して後悔しないけど今は顔を合わせられないと、俺に言づけて行ったから」

「なんだって？」

　部屋中の視線がキットに突き刺さる。ウィルフレッドは彼の言葉に反応して勢いよく振り返り、従兄弟に詰め寄った。

　ウィルフレッドにはわけが分からなかった。キットは、ウェンディが屋敷を出たところを見たというのだろうか。

「彼女になにがあった」

　ウィルフレッドが懇願するように尋ねる。

　キットはしばらく間を置いて、スッと表情をなくした。顔立ちが整っているだけに、彼がまとうどこか甘い雰囲気が削ぎ落とされると、近寄りがたいほど冷たくなる。

「俺は全部話しただけで、帰ったのは彼女の意思だ」

「全部話した、だって？」

　ウィルフレッドは焦れたように先を促した。

「神託のことがあって、俺のためにウィルと彼女の婚約話が浮上して、ウィルはそれを承知して彼女に近づいた。仮面舞踏会で知り合った男の正体がウィルだったのは、偶然じゃなかった。なにもかも全部、王家が仕組んだことだった。そういう〝全部〟だよ」

　エリナは息をのんで両手で口もとを覆った。アメリアと仕立屋は、ただ黙って気配を消している。

　ウィルフレッドの喉が怒りでヒュッと音を立て、キットの襟もとに掴みかかった。

「なんでそんな余計なことを……ムダに彼女を傷つけるな！」

　乳兄妹として育ってきたエリナでさえ、温厚で親しみやすいウィルフレッドが声を荒らげて怒りをあらわにするところを、初めて見た。

　強く握りしめられた拳がブルブルと震え、ギラつくゴールドの目を細めてキットを睨みつけている。

　しかしキットはまったく意に介さない様子で、ウィルフレッドにされるがままになっていた。そしてウィルフレッドを諭すように、静かに語り始める。

「あのな、ああいうのは〝余計なこと〟とも〝ムダ〟とも言わねえよ。隠してなにになる。そういうことは洗いざらい吐けるようになってから言え」

　キットの芯の通った低い声に、ウィルフレッドが怯んだように手を離した。

「心配しなくても、御者も護衛も暇そうなやつから俺が見繕っておいた。この国は平和そのもので、コールリッジ伯爵領までは国中でもっとも治安のいい街道が通ってる。この国で一番イザコザ起こしそうなのは、お前ら御三家だよ」

　ウィルフレッドに掴まれた襟もとを直しながら、キットはなんてことないようにあっさりと言い放った。寄る辺のない子どものように立ち尽くすウィルフレッドに目を留める。

　細められた切れ長の目に優しさが宿ったのが、エリナには分かった。

　迷子になったウィルフレッドにそっと道を示すように、キットが真っすぐに彼を見据える。

「ウィル、わるかった。俺のために、ガーランド王家の勝手に付き合って、婚約話を受けてくれてありがとう」

　ウィルフレッドは困惑して眉を寄せた。

　彼は王家からランス公爵という身分を与えられているのであって、貴族である以上、政略結婚になるのは当然だった。それが王家のためであり、王太子の命を救うためにするのなら、その結婚はとんでもない名誉だ。キットのためならば一も二もなく引き受ける。

　禁断の果実の完成前にすべてをウェンディに暴露したりして、本当に困るのはキットのほうだ。ウェンディがはちみつを譲ったままにしてくれたからいいものの、返せと言われたらどうするつもりだったのか。

　ウィルフレッドをもってしてさえ、まったくわけが分からなかった。

「だけどお前には、ちゃんと一緒に生きていける相手と幸せになってもらわなきゃ困る。そろそろ本気になったらどうなんだ」

　キットがなにかどうしようもないほど大切なものを見つめるように、小さく笑った。

　エリナにはすぐに、キットのしたことの意味が分かった。ホッと胸をなでおろす。

「いい子だろ、あの子は。お前がそこまで必死になれる相手がどれだけ貴重か、気づいてるんだろうな。そんなおっかねえ顔、久しぶりに見たぞ。すっかり骨抜きだな、いい気味だ」

　さっきまでの緊迫した空気を放り投げたまま、キットがここぞとばかりにウィルフレッドをからかう。ニヤニヤと笑って、本当に意地悪な顔だ。

　ウィルフレッドは困り果てていた。

「だけど、俺はもう……」

　ウェンディになんと言ったらいいのか分からない。

　偶然を装って彼女に近づいたのは事実だ。実行はしなかったものの、当初は彼女と婚約を結ぶことで懐に入り込み、はちみつを譲ってもらおうと考えていた。

　ウィルフレッドはウェンディと出会い、その人柄に触れて、なるべく傷つけたくないと思ったからこそ、婚約を避けて事を進められるよう尽くした。

　だからといって、この件から手を引いたわけではない。ウェンディに本当のことを打ち明ける選択肢はなかった。ただの計画の変更なのだ。事実を知ったウェンディが、それをどう受け取ったかは分からない。

　弁解の余地はない。聡明で真っすぐなウェンディ相手に小細工は通用しない。

　ウィルフレッドと出会ったあの夜を信じ、だからこそ仮面をつけていようがいまいが、彼に正面から向き合ってくれたウェンディに、言い訳なんてできなかった。ウィルフレッドは途方にくれる。

　ウィルフレッドがあまりに思いつめて沈んだ顔をするので、キットはあきれてその肩を軽く小突いた。

「いいか、お前みたいなやつは頭でごちゃごちゃ考えるな。ただ彼女の前に立って、その情けねえツラ見せりゃあいいんだよ」

〝情けないツラ〟と言われて、ウィルフレッドは思わず口もとを引きしめる。

　これまでごく若いうちから社交界に生きてきて、決して敵は少なくなかった。ランス公爵を敵視する者も、羨望のまなざしで見る者も、ウィルフレッドにとっては変わらない。相手と自分の立場を瞬時に判断し、常にさり気なく優位に立つことで、いつも相手をコントロールしてきた。

　策もないままに相手に弱味をさらけ出すなんて、想像しただけで緊張する。

　珍しく自信のなさそうなウィルフレッドと違い、キットのほうは気楽なものだ。思い出したようにくすくすと笑いだす。

「だけど、伯爵からあの娘を嫁にもらうのは、はちみつを譲ってもらうより難しいかもしれないな」

　ウィルフレッドがようやく顔をしかめる元気を取り戻した。これだけ盛大にかき回しておきながら、キットは他人事だと思って楽しみすぎだ。

　ウェンディが父親から大切に育てられているのは分かっていた。しかもブルーローズを持つランス公爵家の男で、人たらしで有名なウィルフレッドが相手である。はちみつを譲ってくれたときのように、ウェンディが望まなければ絶対に首を縦には振らないだろうし、たとえ愛娘の懇願があろうと、とりあえず卒倒くらいはするだろう。

　コールリッジ伯爵がひとり娘を溺愛しているのは知っていたけれど、なにしろ夜会で顔を合わせることもなかったし、ここまでとは思わなかったのだ。

　ウィルフレッドは今になってますます、婚約話を回避した自分の判断を褒めたくなった。彼女を騙して結婚していたら、ウィルフレッドはおそらくキットもウェンディも失っていただろう。そんなことになったら、生涯自分を許せない。

「でも……彼女は俺とまた会ってくれるかな」

　そう思い立って、ウィルフレッドはまたもや落ち込んだ。

　顔を合わせるのも嫌で、文句のひとつも言わずに飛び出していったくらいなのだ。社交界には顔を出さないウェンディだし、今回信用していたウィルフレッドに盛大に裏切られていたと分かり、なおさら、二度と顔を合わせるようなことはしないのではないかと思う。

「アホか。彼女は〝今は顔を合わせられない〟って言ったんだよ。収穫祭の夜、きっとまた会おうと約束しておいた」

　キットが肝心なことをポロッと言うので、ウィルフレッドは勢いよく顔を上げて目を瞠った。

　それなら彼女は、会って友好的に話をするとまではいかなくとも、二日後にはまたウィルフレッドの姿を見ることになってもいいと思っているのだろうか。

　怒りにギラつき、失ったものの大きさに打ちひしがれて沈んだ瞳が、ようやくやわらかい琥珀色に戻ってくる。

　キットがニッと口端を上げた。

「大事にしろよ。逃がすなよ」

　結局、キットが言いたかったのはこれなのだ。なんやかんやと世話焼きな従兄弟に、ウィルフレッドは小さくうなずき返した。




　キットがウェンディに王家とウィルフレッドの企みをすべて話してしまったのには、実はもうひとつ理由があった。

　小説の執筆に苦しんでいた兄が、『ヒーローのウィルフレッドが気に食わない』とさんざん嘆いていたからだ。最後に小説の話を聞いたときには、『いっそのこと暗殺して悲恋物にしてやる』などと相当煮詰まったようなことを言っていた。

　それというのも、ウィルフレッドがあまりに完璧で、なんでもそつなくこなしてしまうキャラクターだからではないかと思うのだ。少しくらい波乱があったほうが、ヒーローの魅力も描きやすいというものではないだろうか。ウィルフレッドとウェンディの恋路には、このくらいの試練がちょうどいい。

（これで暗殺しなくて済むだろ。あとは勝手になんとかしてくれ）

　この後のふたりをどう描くかは、兄に任せるしかない。キットはそんなことを考えながら、明るい夜空を見上げた。

　今夜も決まって月はキレイだ。

　彼は昨夜と同じルートでエリナの部屋のバルコニーに忍び込み、まだカーテンが閉まっている窓の前で、彼女が出てくるのを待っていた。手すりにはちゃんと、本来の目的と口実という役割が逆転しつつある小瓶が置かれている。

　明かりのついた部屋の中でエリナの影が動き、閉ざされたカーテンの向こう側に近づいて止まった。

　窓を開けてバルコニーに姿を見せたエリナを目にした途端、キットはギョッとして目を見開いた。

「なっ、なんで泣いてんだよ！」

　エリナの空色の目は揺れる水面のようだった。夜空に浮かぶ月を映せば、まるで真昼の月を眺める湖のように不思議な儚さを持ち、息をのむほど美しい。

　しかし、エリナに泣かれて落ち着いていられるキットではない。キットはあわあわと慌てて手すりに預けていた体を起こした。

　抱きしめていいのか、それとも触れずにおくべきなのか……。

　一瞬迷って両腕が宙をさまよう間に、エリナが胸の中に飛び込んできた。湯浴みをした後らしく、まだ少し濡れた髪の香りが漂い、キットの喉がゴクリと鳴る。

「……エリナ？」

　浮いた両腕を引っ込めることも、エリナの背中に回すこともできず、怖々と彼女の名前を呼ぶ。

　エリナはピシリと固まって動けないキットの胸から顔を上げ、目の端に涙を浮かべながら、花がほころぶようにやわらかな笑顔を浮かべた。

「あの、うれしくて……あなたのこと見たら、また思い出したの。ウィルフレッド様のこと、あんなふうに考えてくれてありがとう」

　エリナが目の端に浮かんだ涙を拭う。泣きながら礼を言われても、キットはたじろいで視線を逸らすことしかできなかった。

「誰かを大事にするって、ああいうことなのね。私、ウェンディに本当のことを言う勇気がなかったの。あなたならどうするんだろうって、ずっと考えてた」

　エリナがうれしそうにキットの腕の中におさまる。

　キットは本来、弥生やエリナのような世話のかかる相手を、あれこれと手を尽くして甘やかしてやらないと気が済まない気質だった。その上こんなふうに甘えられては、どうにもおさまりがつかなくなる。

「そんなことで泣くなよ、頼むから」

　だからキットの言葉は照れ隠し半分、本気で困っている部分も半分だ。

　けれど上機嫌なエリナは、キットの理性が悲鳴を上げていることに気づかない。

　エリナはそっぽを向くキットの胸にもう一度顔をうずめ、それから昨夜よりもずっとためらいなく、彼の背中に腕を回してぎゅっと抱きついた。

「私、キットのものになってよかった！」

「わっ、バカ！」

　キットがびっくりして体を引く。だけどエリナはキットを逃さなかった。エリナを支えるキットの腕の筋肉がピシッと固まる。

　キットは普段、国の王太子とは思えないような言葉遣いだし、なにを考えているのか分からないときもある。だけど大切なものを大切にする方法を、ちゃんと知っている人なのだ。キットは、エリナにないものを持っている。

　エリナが彼に惹かれてしまうのは仕方のないことで、もしできることなら、自分もキットと同じように誰かを大切にできる人になりたいと思った。

　たとえ住む世界が違っても、二度と会えないことになっても、彼が死んでしまうなんてことは考えられない。

　今ならエリナにも、あのとき弥生が言っていたことがよく分かる。

『ほんとに女はそんなことで男を好きになったりするかね。恋ってのは理屈じゃない。惹かれる理由なんて、説明できるほうが怪しいよ』

　惹かれる理由は説明できない。それでも、こんなに惹かれるのは彼だけ。

　あふれ返りそうな思いをひとつだってこぼさないように、エリナはキットに抱きつく腕にぎゅうっと力を込めた。

（くそっ！　こいつはいい加減、とって食われたいのかよ）

　エリナにぎゅうぎゅうと抱きつかれて、キットは頭を抱えたい気分だった。いっそのこと矜持なんてかなぐり捨てて、本当に自分のものにしてしまおうか。キスをしようがしまいが、キットがエリナを大事にするのは変わらないのだから。

　キットはキットで、今朝ベッドでのたわむれの末にエリナに半ば本気で拒絶されたのが、実のところずいぶんとこたえていたのだ。

　エリナにこれまでの男と同じだと思われては困るし、どのみち彼女の心が追いついてくるまでは手を出さないと誓っているのだから、むやみに触れるのはやめようと思ったばかりだ。とくにこんな、ふたりきりのときには。

　エリナはまるでキットのその決心を試しているかのように、揺さぶりをかけてくる。いくらキットでも、本能に屈しそうになるのは仕方のないことだ。

　日は完全に暮れ、屋敷の者は皆自室で休み、朝がくるまで時間はたっぷりある。これは拷問なのだろうか。

　キットはこっそり深呼吸して、己は鉄の理性だと言い聞かせた。

　情けなく宙に浮いたままだった腕でエリナを抱き、もう片方の手でそっと彼女の黒髪をなでる。華奢でやわらかい体を抱き寄せ、髪を指に絡めると、めちゃくちゃにしてやりたい気持ちと、大事に守ってやりたい気持ちが同時に呼び起こされる。

　キットは全力で後者に耳を傾け、なるべく低く抑えた声で彼女の名前を呼んだ。

「エリナ」

　腕の中に囲われたエリナが顔を上げる。迷いなく見上げてくる彼女の瞳は、まるで晴れ渡った夏の午後のようで、キットは思わずあきらめと感嘆の混ざった微笑みを浮かべた。

　自分はきっと、この先二度と彼女から目が離せない。ほかの男には指一本だって触れさせたくないと思うだろうし、男たちの中でただひとり、彼女に自由に触れる権利が欲しいと思うだろう。

　けれど力尽くで彼女にそうさせるのは、たとえ自分自身だろうと許せない。結局のところ、キットがエリナを傷つけられるはずもなかった。エリナが本当の意味で心を預けてくれるようになるのを待つしかない。

　それでもいいと思えた。ふたりには、もとの世界に戻っても、まだまだ時間はたっぷりあるのだから。

「そんなことで泣けるお前には、ちゃんと誰かから一番に大事にされる資格があるよ」

　エリナのやわらかな髪を指先に絡めたまま彼女の頬をなでると、目を閉じて手のひらに頬をすり寄せてくる。

　エリナはうっとり夢見心地で、キットの力強くて優しい腕に捕らわれているときが、とても好きな時間だと思った。左腕がしっかりと腰に回され、右手は時折思い出したように頭をなでたり、耳をくすぐったり、髪を絡めて遊んだりしている。

　そうされていると、次第に胸の奥から小さな欲求が突き上げてくる。こっそり自分を抱きしめる男を見上げると、月明かりに照らされた彼は深く静かな青い瞳を、優しくエリナにそそいでいた。

「あの、私……」

「ん？」

　湧き上がるままに唇からこぼれ落ちる形のない思いを、キットが優しい手で促す。

　エリナを突き動かすのは、今まで誰に対しても抱いたことのなかった気持ちだ。チクチクと胸をつつき、甘く弾ける金平糖のようだった。

　もっと見ていたい。もっと触れてみたい。もう少し、近づいてみたい。

　思いつめた表情をして見上げてくるエリナに、キットが不思議そうな顔で首を傾げた。

（キスして、って言っちゃダメかな）

　迷ったのは、ほんの少しの間だった。

　たぶんキットは、エリナがお願いをすればいつまででもこうして抱きしめていてくれるだろうと思える。だけど、もうそれだけでは足りなかった。

　エリナはこみ上げる衝動のままに、ふっくらとした魅惑的な唇を開いた。

「あの、私、キッ……きゃ！」

　その瞬間、抱き合うふたりの隙間になにかが入り込み、目の前で白いものがパタパタと瞬いた。ふたりの視線を集めたそれは、揺れながらキットが手すりの上に置いた小瓶の蓋の先に止まる。

「モンシロチョウだ」

　やわらかな光を帯びた白い羽根が、ほの暗い闇の中で淡く浮き上がる。ふたりの隙間に割って入った賓客は、すぐに去る気もないらしく、小瓶の蓋の上で羽根を休めることを決めたようだ。

　エリナの熱に浮かされた思考がいったん停止する。チョウの羽根がピタリと止まるのをぽかんとして見ていたエリナは、突然あることに思い至って声をあげた。

「あっ！　私、小瓶を部屋の中に置いたままだ」

　さっきまでの温度が嘘のように、エリナがキットの腕からスルリと抜け出す。

　そもそも小瓶に月の光を浴びせるためにバルコニーに出ていたのに。今夜はキットが先にそこで待っていることが分かったら、なんだかうれしくなってしまって、本来の目的を忘れていた。

　あまりに重要なことを思い出したせいで、あっさりと離れたエリナが部屋の中へいそいそと戻っていく。

　勝手に熱を上げられてバルコニーに取り残されたキットのほうは、急に寂しくなった手のひらを手持ち無沙汰に開いたり閉じたりした。

（……あいつ、なんか言いかけたよな）

　透き通る白い肌を火照らせて唇を震わせたエリナの言葉の先を、聞いてみたい気もするし、聞いてはいけないような気もする。

　エリナに煽られた熱がいまだに体の奥でくすぶるものの、明かりの灯った部屋から小瓶を手にして戻ってきた彼女のはにかんだ笑顔を見て、キットはそっと水をかけて火を消すことを選んだ。

　そう、ふたりにはまだ時間はたっぷりある。
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　しばらくふたりで並んで夜空を眺め、月が完全に隠れた頃、キットはエリナにおやすみを言って自分の部屋に戻っていった。

　キットのそばにいると、エリナの体温は常に微熱を保ち、ほかにはなにも見えなくなってしまう。今まで恋人と頻繁に会いたいとか、四六時中一緒にいたいとか思うこともなく、恋に依存するタイプにはほど遠かった。それなのに、キットの隣にいると、そこが自分の居場所だと思えるほど離れがたくなってしまうのだ。

　エリナは彼の名残を冷まそうと、明かりを消した部屋のベッドの上に仰向けになった。しばらく目を閉じて心臓の音を数えることに集中する。

「……ちゃん！　宇野ちゃん！」

　だから、そのか細い声はなかなか耳に届かなかった。どこかで声がすることに気がついてからも、呼ばれる名前が自分のものだったと思い出すまでにはずいぶんと時間がかかった。

（宇野ちゃん、って……）

　そう呼ばれていたのは、もうずっと昔のことだったように思う。

　この場でエリナをそう呼ぶ人物はたったひとりのはず。

　エリナはハッとして体を起こし、薄暗い部屋をキョロキョロと見回した。しかし、部屋の中にはカラスの姿もなければ白い猫の姿もない。

「宇野ちゃん！　こっちだよ、こっち！」

　蚊の鳴くような声に耳を澄まし、目を凝らすと、わずかに開いたバルコニーへと続く窓のそばで、白いものがハタハタと浮いているのが見えた。

（まさか！）

　半信半疑で近づいてみる。

　やっぱり、先ほどふたりの間に突然現れて小瓶の上で羽根を休めていた小さなモンシロチョウだ。エリナがベッドから立ち上がり、ゆっくりと歩いて近づいてくるまで、窓のそばで懸命に羽根を動かして待っている。

「やよい先生？　なんでまた、そんな格好で」

　カラス、猫、蝶々……。弥生のセンスがイマイチ分からない。

　エリナがあきれた顔で肩をすくめると、モンシロチョウは怒り狂ったようにせわしなく羽根を動かして、エリナの長いまつ毛をなびかせた。

「宇野ちゃん、自分の名前を忘れかけてるだろう！　この世界に馴染まなくちゃいけないとは言ったけど、それは宇野ちゃんがもとの現実世界に戻ってくるためなんだからね」

　白いチョウが耳もとでピーピーと叫ぶと、エリナは不満そうな顔をした。

「分かってますよ、そんなの」

　ハタハタとまとわりついてくるチョウを手で追い払おうとしても、ヒラヒラとかわされるばかり。

「いーや、分かってないね！　宇野ちゃんがこの世界にほだされかけているから、俺はこんな格好しかできなくなっているんだ。君が本来の目的を忘れて完全に小説の人物になれば、たとえ作者の俺でも入り込む隙間はなくなるし、もとの世界には戻れなくなるからな！」

　小説の世界に現れる弥生の姿がどんどん小さくなってきているのは、どうやら弥生自身のセンスの問題ではないらしい。物語の世界観が完成しつつあり、作者といえどもそう簡単に自分の意思通りに動くキャラクターを登場させることができないのだとか。

　まして、小説世界とのパイプとなる異質の存在であったエリナが、本来の名前を忘れるほど物語の中に溶け込んでしまっている。このままでは、エリナが現実世界へ戻るための道さえ閉ざされてしまう可能性もあった。

　そのようなことを早口でまくしたてた弥生は、エリナにまとわりつくのをやめると、窓に向かってヒラヒラと飛んでいく。

「とにかく、宇野ちゃんはもとの世界に戻ることをちゃんと考えるんだ。こっちの人間になろうだなんて、間違っても思っちゃいけない」

「そんなこと……思ってないです」

　なんとなく図星を突かれたような気がして、エリナはモゴモゴと口ごもった。

（もしも万が一、もとの世界に戻れなければ、私はこっちの世界の人間として生きていけるの……？）

　弥生はもうこれ以上小言を言う余裕もないらしく、わずかに開いた窓の隙間にすべり込み、白い羽根をはためかせて夜の闇に消える。

「いいかい、魔法を解く鍵は、真実の愛のキスだからね！」

　エリナは最後に弥生のか細い声がそう言ったのを聞き届けると、開いていた窓を閉め、カーテンをぴっちりと閉じた。ふらふらとベッドまで戻り、倒れ込むように突っ伏す。

　もとはといえば、弥生が作った禁断の青い果実を食べたせいで小説の世界に入り込んでしまって、泣きたいほど帰りたかったはずだ。

　現実世界に戻るには、もう一度禁断の青い果実を食べなければならないと分かって、そのために材料を集めようとしている。はちみつとブルーローズはもうすでに手の中にあって、ラズベリーだって、エリナがその気にさえなればすぐに自分のために使えるようになるだろう。

（だけど……ここには、キットがいる）

　エリナは枕に顔を押しつけて、ぎゅっと目をつぶった。

　小説の中といえども、五感はすべてエリナ自身のもの。体も心も瑛莉菜のままなのだ。そしてエリナの心が本当に求める相手は、おそらくここにいる。

（もし……ここに残ることを選んだら……？）

　それがありえないことだとは分かっていても、小説の中の人物としてキットとともに生きることを、どうしても考えずにはいられない。

　現実と虚構の境目は、いったいどこにあるのだろう。

（どうして私はあの人と、もっと違う方法で出会えなかったんだろう）

　ぐるぐると考えごとをしながら眠りについたエリナがその晩夢に見たのは、力強く優しい腕で抱きしめてくれる彼と一緒にいる未来だったかもしれない。
















６日目　西へ













　ランバートがおさめるヴェッカーズ伯爵領は、国の西側に位置する比較的小さな領地だ。北にある広大なランス公爵領や、東にある交易の盛んなコールリッジ伯爵領に比べれば一見見劣りするようだが、王国にとってここはふたつの領地と同じくらい重要な意味を持つ土地だった。三百年の平和が続く国中で、最も訓練され実践的な力を持つ兵士たちがいるのがランバートのおさめる領地であり、ヴェッカーズ伯爵家の所有する兵なのである。

　馬車が市街地へ入っても旧い街並みが続き、明日の収穫祭へ向けて領地の内外からも人が集まってきている。中心街は高まる興奮を持てあまし、とてもにぎわっていた。

　なにしろ、ラズベリーが収穫されるのは十三年に一度きりなのだ。この機を逃せばキットは神託に従って命を落とす運命にあるのだろうし、エリナもあと十三年はもとの世界に戻れない。

　小説の中で命を落とすことがすなわち現実世界での死に直結するのか、キットには確信が持てなかった。だから自分の命の危機にも実感がないのだ。その態度が、エリナを不安にさせていることも分かっている。

　だけどとにかく、自分のいなくなった世界にエリナをひとり十三年間も残すわけにはいかない。どんなに手段が思いつかなくとも、なんとしてでもラズベリーを手に入れる。彼にとっても明日の収穫祭は命懸けだ。

「エリナ」

　馬車の窓からずっと外を見ているエリナの様子が気になって、正面に座ったキットは考えもなしに名前を呼んだ。

　キットへ向けられた目は、今朝屋敷を発ったときからどこかかげりを含んでいる。昨夜バルコニーで会ったときは、腹が立つほどかわいらしく笑っていたのに。なにかを悩んでいるのか、朝から思いつめたように浮かない顔のままだ。

　緊張しているのかもしれない。ランバートの容姿が、瑛莉菜の初恋の男と一致しているのは、キットにもすぐに分かったくらいだ。あの男のところに出向いて行かなければならないのだから、当然不安にもなるだろう。

「俺がそばにいるんだから、無理すんなよ」

　今のエリナは、少しずつ変わってきているような気がする。だからできることなら、危険で気に食わない上に、嫌なことを思い出させるランバートには近づけたくない。

　キットが複雑な思いを込めて心配そうに見やるのを、エリナは笑って受け止めた。

「大丈夫。八日目の日が昇るまでには、せめてキットのぶんだけでも、必ず完成させるから」

　その後のことは、国王の使者たちにラズベリーを渡して、三つの材料をすべて揃えてから、ゆっくり考えればいい。収穫祭を間近にしてエリナがどれほどキットと離れがたく思っていたとしても、とにかく彼の命を救わなければならないことだけは確かなことだった。悩むのは、その後で十分。

　決意に満ちたエリナの微笑みはどこか痛々しく、悲しそうに見える。キットは昨夜とはまた違った意味で、強く抱きしめたくなるのだった。
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　ふたりの馬車がランバートの屋敷に到着したのは、ちょうど夕食時だった。

　ランス公爵邸やコールリッジ伯爵邸と比べても、見劣りしない荘厳な雰囲気のある屋敷だ。馬車の中から見ていた街並み同様に、かなり旧い時代から大切に守られてきたことをうかがわせる。

　出迎えには使用人たちがズラリと並び、ランバート本人の姿も見えた。その隣には、ウェンディより少し年上くらいの赤毛の女性が立っている。

　ランバートの姿が目に入ると、エリナは無意識に体を硬くした。実際いつどんなことをすれば、ランバートの要求を満たせるのか分からない。たとえそれがどんなものでも、とにかくこの二日間は、ランバートに逆らったぶんだけラズベリーが遠のいていく。

　エリナが固まっている間に馬車が止まり、控えていた者がドアを開ける。キットが身軽に馬車を降りた。

「エリナ、おいで」

　従者が手を貸そうとするのを断って、馬車の中で縮こまっているエリナに手を差し出す。

　ランバートに向けていた視線が遮られ、深い青色の瞳が映り込む。するとキットに抱きしめられたときのように、エリナの肩から力が抜けた。

　そんなふうに彼の腕の感覚を覚えているのが気恥ずかしく、エリナは朝から蒼白だった頬をぽっと朱に染めた。キットが首を傾げる。

「なんだよ」

「なっ、なんでもない」

　エリナはキットの手に自分の手を重ね、ぎゅっと強く握った。

　ふたりが馬車を降りると、ランバートと赤毛の女性がすぐ目の前までやってくる。キットはその間もエリナの腰に腕を回し、しっかりと寄り添ってくれていた。

　エリナはスカートのひだに隠れて、こっそりキットの腕に触れた。ランバートが目を細め、薄く笑ったような気がする。

「ようこそ、我がヴェッカーズ邸へ。収穫祭の前夜で慌ただしくしておりますが、心より歓迎いたします」

　キットはランバートがうやうやしく礼をするのを、王太子らしく尊大に胸を張って見下ろしている。

　ランバートがエリナに目を向けた。

「お前ならきっと招待を受けるだろうと思っていた。まあ、ここまで殿下と仲良しになられているのは、予想外だったがね。今夜もとても美しい」

「ありがとうございます」

　今日のエリナは外出用のドレスを着ていた。もちろんキットのチェック済みだ。

　外套の下のクリーム色のドレスは、首もとまでしっかりと布で覆われ、腰まわりはゆったりと膨らんだデザインなので、これなら体のラインも分かりにくいとのことだった。

　それも触られなければの話だ、とエリナは思ったが、キットがあまりに真剣に選ぶので黙っていた。

　ランバートはエリナが膝を折るのを満足そうに見やり、褐色の目を細める。瞳の色とダークブラウンの髪色こそ違うものの、はっきりとした目鼻立ちや厚めの唇は、エリナの初恋の相手にそっくりだ。

「紹介しましょう。私の義妹のアリスです」

　ランバートの隣に控えていた赤毛の女性がスッと前へ出て膝を折る。

「お目にかかれて光栄です、王太子殿下」

　ランバートの義理の妹だというその女性は、緩い巻き髪の赤毛にブラウンの瞳をしていた。人形のように愛らしいウェンディに比べれば地味だけれど、とても理知的な顔立ちをしている。

　アリスは簡単な言葉でキットへの挨拶を済ませ、エリナには目もくれなかった。エリナの本来の立場は公爵家の一介の侍女でも、今夜はランバートの招待客であり、しかも同伴は王太子だ。アリスの態度は不敬にあたると言えなくもない。もともと王家とヴェッカーズ伯爵家の関係が微妙な問題だからこそ、不問にされるのだ。

　ランバートの目が弧を描く。

「アリスとは歳が離れておりますから、義妹というか義娘というか、そのようなところです。さあ、屋敷のほうへどうぞ。少し休んだら夕食にしましょう」

　ランバートに促されて屋敷へ入ると、客間に案内され、ひとまず荷物が運び込まれる。明日の収穫祭で着るドレスなども持ってきているので、意外に大荷物だった。キットとは途中で別れて別の部屋に通されたため、彼がどの辺りにいるのかは分からなかった。

　エリナが食堂へ足を運ぶと、すでにほかの三人は集まっていて、夕食の準備も整っている頃だった。

　ランバートとキットは部屋へ入ってきたエリナのほうへ目をやったが、アリスはなんの反応も示さない。歓迎されたいとは思っていなかったけれど、ここまで無視されるとも思っていなかった。エリナとアリスが、ランス公爵家の乳兄妹とヴェッカーズ伯爵家の義妹であると考えれば、仕方のないことなのだろうか。

　エリナはふんっと小さく鼻を鳴らす。それにしたって、招待されたのはこっちなのに。

　エリナが席に着き、奇妙なほど穏やかな晩餐が始まった。次々と料理が運ばれてくる。ほとんどの会話はランバートとキットの間でなされ、腹の探り合いのようなあたり障りのない話題が選ばれた。

　ランバートがエリナに話を振っても、すぐにキットが答えてしまう。ランバートはエリナの声も聞かせない気かと半ばあきれ、エリナはおいしい料理を味わうことに専念した。

「庭を案内しよう」

　晩餐を終えるとランバートのそのひと言で、四人は一緒に中庭を散策することになった。

　ヴェッカーズ伯爵家の屋敷は本館と別館に棟が分かれている。エリナたちがいるのは本館だ。

　客間や明日の収穫祭のメイン会場となる舞踏ホールを含め、主だった部屋はすべて本館に集まっている。別館は使用人たちの部屋や衣装室などがほとんどだが、こちらにも本館同様ランバートがくつろぐための自室や書斎も置いてある。どちらの棟でも生活できるようになっているのだ。

　その本館と別館の間には広くて立派な中庭があり、幾人もの庭師によって隅々まで手入れされていた。ヴェッカーズ伯爵邸が夜会の会場となるときは、踊りを終えた気の合う男女が次に向かうのは大抵この庭だった。宮廷での舞踏会のときほど庭園での逢瀬が名物となっているわけではないけれど、ランバートはそういったことにどのパーティーの主催者より寛大なのだ。

　エリナたちが庭に出たとき、一日が長いこの国でも、ようやく日が落ちる頃だった。エリナはぴったりと横についてくるキットとともに、夕焼けに染まる立派な庭園に見入っていた。

「見せたいものがある」

　ランバートに呼ばれ、渋々その場を離れる。ランバートが案内したのは、庭の奥まったところにある畑のような場所で、調理場の裏手からすぐに出られるようになっていた。畑の周りには警備のためか私兵が立っている。ランバートとアリスが現れると、こちらに向かって敬礼をした。

（ここって、まさか）

　ただの畑番にしては、警備の数が多すぎる。キットもそのことに感づいているようで、辺りを慎重に見回していた。

（いつか言ってた盗むってやつ、本当にやるつもりなのかな）

　エリナのそばを番犬のようについて回って離れなかったキットの注意が逸れたその瞬間、ランバートがエリナの腕を掴んで自分の隣に引き寄せた。

「きゃ」

「味見させてやろう」

　やわらかな唇にランバートの指でなにかが押しつけられ、エリナは反射的にそれをパクりと食べてしまう。

「あっ……甘い」

　おかしなものならすぐに吐き出してやろうと思ったのだが、予想以上に甘くておいしい。

　ランバートが満足そうにクツクツと笑った。腰の高さまで茂った緑の中から、エリナに食べさせたのと同じ白い実をもぎ取る。

「お前が今食べたものが、毎年できる白いラズベリーだ。これが十三年に一度、収穫祭の日の十六時になると赤紫に色づく。それが収穫の合図だ」

　エリナは深くうなずいた。つまり、もしも今ここで首尾よく白いラズベリーを盗んだとしても、禁断の青い果実の完成にはなんの意味もなさないということだ。

「明日の十六時……」

　エリナは頭の中でとっさに計算する。今も隠し持っている、はちみつとブルーローズが混ざり合った小瓶。そこにラズベリーを入れられるのは、早くても明日の十六時以降。それから禁断の青い果実が完成するまでには、さらに十三時間かかるのだ。

　これだけの警備兵がいれば、収穫と同時に盗むのも難しいだろう。国王の使者たちがうまくラズベリーを譲ってもらえたとしても、きっと八日目の日の出には間に合わない。

　この国の日出時間は朝五時過ぎだ。ラズベリーを手に入れるのに少しでも手こずれば、神託の通り、キットの命は奪われてしまう。

「あのっ、私」

　どうしても、収穫後すぐにラズベリーを手に入れなければならない。

　エリナが必死さを滲ませてランバートを見上げると、彼はその緑がかった褐色の瞳を細め、エリナの細い腰を引き寄せた。

「分かっているさ。お前が私を楽しませると約束するなら、最初に収穫されたひと粒をお前にやろう。そういう取引だ」

　そしてエリナの左手を持ち上げ、指先にうやうやしくキスをした。エリナにだけ聞こえるように、静かな声でささやきかける。

「アレの完成にはひと晩かかるだろ。明日の夜、ふたりでゆっくりと完成を待とう。久しぶりにゲームを楽しめそうだよ」

　エリナは強く唇を噛みしめ、息をのんで小さくうなずいた。




「殿下はまるで番犬だな。今にも噛みついてきそうだった」

　ランバートは愉快そうに笑いながら、ベンチの背もたれに体を預ける。

　エリナとランバートはラズベリー畑を離れ、庭園の中央にある広場に出ていた。広場の真ん中には噴水がおかれ、それを眺める形でいくつかベンチが設置されている。

　キットはもちろん、ふたりきりになるのを許そうとはしなかった。エリナが無理やり止めたのだ。彼の命を救う手段がこれ以外には絶望的になってきた以上、キットも渋々引き下がるしかなかったのだと思う。

「殿下は犬ではありません。誰かに聞かれたら不敬罪で罰せられます」

「独占欲の強い男を煽るのは楽しいことだと決まっているが、相手が王太子ともなればなおさらだな」

　隣に座ったランバートはエリナの嫌味も意に介さず、くすくすと喉を鳴らして笑っている。

（ずいぶんとお楽しみのご様子だこと）

　ランバートがあまりにキットのことをからかうので、エリナはツンとして顔を背ける。

　ランバートは笑いをおさめ、ひとつ息をついた。エリナの黒髪を指に絡めると、軽く引いて視線を奪う。

「お前のほうも、あの舞踏会の夜から少し変わったようだ」

「え？」

　鼻の頭にシワを寄せて拗ねた表情をしていたエリナだったが、ランバートが突然真剣な顔を向けてきたので、思わず真っすぐに見つめ返した。髪を軽く引かれるぶん、目鼻立ちのはっきりとしたランバートの顔が近くなる。

　ランバートの指が、エリナの髪を毛先までゆっくり梳いていく。

「あの日のお前は、もっと楽しめそうな女だった。安く買える物分かりのいい女かと思ったが、今はずいぶんとあの男に懐いていると見える」

　目の前でランバートの獣のような目が鋭さを増し、エリナはなにも言えずに息をのんだ。

　ランバートが軽薄さを装うのをやめると、貴族としての凄みを増し、圧倒されそうになる。ふと、ランバートは口端を緩めた。

「いい女になったな。あの王子にここまで大事にされて、抗える者はいないというわけか」

　エリナにはよりいっそう、彼がなにを考えているのか分からなくなった。

　困惑するエリナをジッと見つめてから、ランバートはあっさり手を離した。ふたりの間の距離がもとに戻る。

「それはそれで、あの王子の反応を楽しめてまた一興か」

　彼の指が髪から離れても、エリナは固まったまま動けなかった。

〝安く買える物分かりのいい女〟。

　そんなふうに振る舞っていたつもりじゃない。それなのに、怒りが湧くどころか、現実を突きつけられたような気分になる。

（もしかしてキットの目にも、そんなふうに見えていたの……？）

　誰かを大事にしようとも、されようとも思っていなかった。これまで自分が本気で恋をできなかった理由。あの夜にキットがキスをくれなかった理由。彼が怒っていたように見えた理由。すべて、ランバートのその言葉に突きつけられたような気がする。

　ショックを受けるエリナを横目で見て、ランバートが顔をしかめた。

「おい、泣くなよ？　別に本当にお前が安い買い物だったとは言ってないだろ。思ったより高かったよ。実際、あのお荷物がちょろちょろついてきているじゃないか。そうさせてるのはお前自身だ。ここで泣いたら、ラズベリーはやらないからな」

　エリナが強がって鼻を鳴らす。まさか慰められているのだろうか。

「泣いてません。それに、殿下はお荷物じゃないわ」

　ランバートはまた愉快そうに笑った。

「そういえばお前は、ランス公爵の乳兄妹らしいな。私はてっきり、王子と公爵を二股しているのかと思った」

　エリナは慌てて首を振った。

「ちっ、違います！」

　ウィルフレッドとは一度も踊らなかったとはいえ、あの夜は彼のパートナーとして舞踏会に出席したのだから、そう思われても仕方がなかった。でも、今のウィルフレッドにはウェンディがいる。エリナだって、本気で異性関係の派手なタイプだと思われては堪らない。

「公爵からの手紙には〝妹をくれぐれもよろしく〟とあった。彼のことは気に食わないが、私にもアリスがいるから、本当の妹以上にかわいがってしまう気持ちはよく分かる」

　ランバートがアリスの名前を出したとき、彼は一瞬とても優しい顔をしたように見えた。まったく考えの読めないランバートも、そのまなざしだけは、ウィルフレッドがエリナに向けるものと似ているのではないだろうか。

　エリナはランバートの隣でもぞもぞと居住まいを正し、ちょこんと座り直して、おそるおそる聞いてみた。

「あの……義妹さんとは、小さい頃から……？」

「ああ。といっても、アリスが養子になった頃、私はもう十七歳だった。アリスは私の幼い頃を知らないよ」

　昔を懐かしむように話すランバートの声は低く静かで、とても穏やかだ。

　ランバートがアリスのことを最初に『義妹のような、義娘のような』と言ったのは、その歳の差からなのだろうか。

（義妹ってことは、先代のヴェッカーズ伯爵が養子として彼女を引き取ったってことね）

　ランバートはその容姿に加えて第一印象はとても軽薄で最低な男だったし、社交界での噂も決していいものではない。ラズベリーと引き換えにエリナ自身を要求するような彼が噂通りの享楽的なヴェッカーズ伯爵だとしたら、今エリナの目の前にいるのは誰なんだろう。

「アリスは無愛想なところもあるが、思いやりのあるいい娘だよ」

　ランバートがアリスの話をしたり、エリナにウィルフレッドの話を聞いたりすると、エリナの緊張も次第に緩む。

　茜色の庭園にはそっと夜が舞い降りていった。
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「あの野郎、さっきから距離が近いんだよ」

　夕暮れの中庭でベンチに座って仲よく談笑するふたりを見て、王太子らしからぬ言葉遣いで吐き捨てたのはもちろんキットだ。

　エリナが本当に危険になるまでやりたいようにやらせると誓ったキットは、エリナに言われればやはりランバートとふたりきりになるのを止められなかった。結局のところ、弱いのは惚れたほうということだ。

　しかし、そろそろ本気でなにか策を見つけないとまずい。なんとかしてランバートの隙を見つけ出さなくては。

　その上、エリナとランバートを本当にふたりきりで放っておけるわけもなく、こうして少し離れたところから茂みに隠れて、ふたりの様子を監視しているわけである。

（つーかエリナもエリナで、そんなふうに笑ってんじゃねーよ）

　ランバートが不穏な動きを見せればすぐに飛び出していくつもりだし、もしエリナにキスなんか強要したらぶん殴ってやる。

　両目の奥に青い炎をメラメラと燃やしながら庭園の茂みにうずくまるその姿は、国民や良家の令嬢たちには絶対に見せられない。キットはまったく気にしないけれど、せっかく見た目だけは王子然としているのに印象がガタ落ちだと、父に怒られるからだ。

　一方、視線の先のエリナはといえば、初めこそ緊張する様子を見せていたものの、野良猫が少しずつ近づいてきて警戒を解くように、今じゃすっかり打ち解けている。声が聞こえないからなにを話しているのかまでは分からないが、まったく人の気も知らないで、とキットはふて腐れたくなった。

　そうやって茂みからふたりを監視していたとき、ふと背後に人の気配を感じた。振り返ると同時に、気配の主がローブの裾を丸め込んで隣にしゃがむ。

「殿下は彼女にご執心なのですか」

　キットと同じように、視線をベンチのふたりに定めながら小さく問う。アリスだ。

　キットの姿も王太子として褒められたものではないが、スカートの裾を持ち上げて茂みにしゃがみ込むアリスの姿は、良家のご令嬢とは思えない。

「そう見えますか」

　そう見えることはもちろん自覚しているし否定するつもりもないが、彼女に答えてやるべきことでもないだろう。

　キットが適当に受け流しても、アリスもとくに答えを期待していたわけでもないようで、ただ静かに前を向いている。

　話すこともとくにないが追い返すほどでもないと判断し、キットはランバートを、アリスはエリナを、茂みの奥からジッと観察するように見ていた。少し滑稽だが、なりふりかまっていられない。

「それならどうして彼女は、ランバートに近づいたりするの」

　アリスが小さくぽつりとつぶやいた。

　キットは内心、まったくだと激しくうなずく。エリナがキットのためにと思ってがんばってくれているのも、それしか方法が思いつかないことも分かっている。分かってはいるものの、やはりおもしろくはない。

　一刻も早くいい方法を考え出して、エリナにそんなことはしなくていいと言ってやりたいのだが、盗むにしても懐柔するにしても、どうにも時間が足りないのだ。

　ラズベリーを入れてから禁断の青い果実の完成までに、十三時間かかるというのが厄介だった。日の出の十三時間前にラズベリーを手に入れなくてはならないのに、その後十三時間それを取り上げられることも咎められることもなく、完成を待たなくてはいけない。

「私、嫌いです。ラズベリーや爵位を目あてに義兄に近づこうとする女性も、それを彼に押しつけた王家も」

　キットが黙って聞いているだけなので、アリスは独り言のように続けた。

　ランバートは三百年も昔の因縁から王家を軽視し、退廃的に振る舞っている。

　アリスも、ラズベリーや爵位だなんて面倒なものだけを押しつけた王家のことが、ランバートとは別の意味で嫌いだった。王太子の隣で愚痴をこぼすことも憚らない。

　アリスにとってランバートは、兄であり父であり、そして初恋の相手でもあった。

　アリスはもともと伯爵家の使用人が産んだ子どもだ。母親が屋敷の外でつくってきた子どもで、それも望まれない妊娠だった。母がこっそりアリスを産み落とした後、ほとんど放置状態で育ち、衰弱しているところをランバートの両親であるヴェッカーズ夫妻に見つかったのだ。

　母親は使用人を解雇され実家に戻されたが、アリスは今後も十分な治療を受けてしっかり育っていけるようにと、ヴェッカーズ夫妻が養子として引き取ってくれることになった。しかしそのことが決まってからほんの数日後、夫妻は馬車の事故が原因で亡くなってしまったのだ。ランバートは突然ヴェッカーズ家当主となり、両親を亡くして戸惑う青年のもとには幼い義妹であるアリスだけが残された。

　養子にしてもらえたのは夫妻の多大な慈悲のおかげであって、ランバートにアリスを背負う義務は露ほどもない。捨てられても当然だったはずのアリスに、きちんと治療を受けさせ、育て上げ、唯一の家族になってくれたのがランバートなのだ。

　アリスは成長するに従って、ランバートを父として、兄として、そしてひとりの男性として慕ってきた。たとえ彼が社交界においてどんなに享楽的な男を演じようとも、ランバートの本当の優しさを、アリスだけは知っている。

　軽薄を装うランバートは、どこか投げやりで苦しそうだとアリスは思う。それもアリスが成長するに従って年々ひどくなるように見えるし、ランバートが少しずつ自分と距離を置こうとしているのも分かる。

（どうしてわざとそんな男を演じようとするの？）

　ランバートはなにから目を逸らそうとしているのか。ランバートの優しさを知っているからこそ、以前の本当の彼に戻ってほしいと思う。

　だから、ラズベリーや爵位を目あてにランバートに近づいてくる女性は嫌いなのだ。アリスの好きなランバートを、どこか遠いところへ連れ去ってしまう。

「あんなラズベリーなんて……誰かが盗んでくれたらいいのに」

　アリスが膝に顔をうずめてつぶやくと、今まで黙って聞いているだけだったキットに、突然痛いほど強く肩を掴まれた。

　アリスが驚いて顔を上げる。王太子の紺碧の目が、鋭い光を放ってアリスを真っすぐに射抜いていた。

　キットは屋敷に来てから常に穏やかで紳士的に振る舞い、エリナのそばを騎士のようについて回って離れなかった。アリスはキットのことを、そんなにエリナを大切に思っているのにランバートのもとへやったりして、どんなヘタレな王子かと思って眺めていたけれど、そうではなかったようだ。

　間近で見せられたキットの青い目に、アリスは思わず圧倒される。

　キットは藁わらにもすがる思いだった。キットが単独でラズベリーを盗めば、ランバートは王太子を盗人として世に触れ回るだろう。ランバートの私兵はキットを追ってくるだろうし、ランバートの領地から、国中で最も訓練されている彼らをかわして、王都まで囚われることなく逃げるのは難しい。

　たとえ十三時間逃げおおせた後に命を繋ぎとめたとしても、ランバートに王家を攻撃する口実を与えてしまう。国王が神託のことを公表したとして、反感を持つ国民もいるだろうし、王家の信頼には大きく傷がつく。

　だから盗むという案にエリナは賛成しなかった。キット本人も、捨て身の最終手段だとは思っていた。

　だけどもしそれが、大切にしている義妹の手引きだと分かれば。

　ランバートがアリスを特別かわいがっているのは、そのまなざしや態度で分かる。事情を聞く耳を持つだろうし、うまくいけば不問もありえる。事件を公表すれば、アリスにもなんらかの影響が及ぶからだ。それを防ぐために国民には黙っておいてくれるというなら、それほど好都合なことはない。

　キットは慎重に息をのみ込む。ここへきて突破口が見出せたようで、アリスの肩に置いた手についグッと力が入った。

「その話、もう少し詳しくしよう」




　エリナは与えられた客室のバルコニーから、夜の帳が下りた中庭を見下ろした。頭上には銀色の月が輝いている。

　手すりに置いた小瓶の蓋を、指先でコツンと叩いた。好奇心に駆られてほんの少しだけ蓋を開けてみると、甘く香しい匂いが漂ってくる。この二日のうちにブルーローズとはちみつの境界線が曖昧になり、花びらの端が溶けてきている。

　エリナはバルコニーの手すりに両肘をつき、銀色の光をたっぷり吸収する小瓶を腕の間に置いた。少し開いた蓋の隙間から、不思議な甘い匂いがのぼってくる。

　今夜はさすがのキットもここにはやってこないだろう。屋敷のつくりも分からないし、お互いの部屋も知らない。王太子が未婚女性の部屋に夜な夜な忍び込むなんて、誰かに見咎められたら大変だ。

　そうと分かっているつもりでも、やはりキットのいない三日目の夜はいやに寂しかった。まだ出会ってから数日だというのに、日に日に存在が大きくなっていく。もう離れることは考えたくない。

　ランバートはエリナが従うのなら、最初に収穫されたラズベリーをすぐにくれると約束した。初めほどの苦手意識もなくなったし、今のランバートが本気でエリナに屈辱を与えようとしているとは思えない。

　きっと明日は、なんとかやり遂げられるだろう。エリナが完成させた禁断の青い果実は、なによりも優先してキットに食べさせる。

　キットが無事に生きながらえたら。その後エリナかキットか、もしくは国王の使者たちがランバートとの交渉に成功したとして、エリナは禁断の青い果実をもう一度食べることができるのだろうか。

（もとの世界には戻りたい。だけど……キットとは離れたくない）

　エリナは自分の本音にジッと耳を傾け、静かに目を閉じた。

　この世界を抜け出せば、キットとは二度と会えなくなる。エリナは瑛莉菜として、またやよいはるの担当編集に戻る。キットは神託によって選ばれた統治者として、国民の信頼を勝ち得、立派な王になる。いつかは良家の令嬢か他国のお姫様を娶り、幸せな家庭を築く。

　小説の中での話だと分かっているのに、息が苦しくて堪らなくなる。手を伸ばせば触れられる、力強くて優しくて温かいあの人を、どうして虚構の人物だと割りきれるだろうか。

（どうしてここで出会ってしまったの）

　こんなふうに焦がれる相手と、現実の世界で出会えていたら。きっとそれだけで幸せに違いないのに、とエリナは思った。

　エリナは目を閉じたまま、小説の中で、ずっとキットのそばで生きる自分を想像してみようとした。だけどそんな想像の中ですら、キットと幸せになることはできないのだと思い知らされる。

　エリナは公爵家の侍女に過ぎず、キットは王国の王太子だ。しかも、三百年以上も前の昔から心待ちにされていた、神託によって選ばれた王子になる。キットに泣いて懇願したとして、エリナがなれるとしたら、せいぜい大勢いる妾のうちのひとりといったところだろう。正妃を持つキットのそばで彼に愛されるのを待ち続け、彼がこちらを向いてくれたときでさえ、今度はいつその寵ちょう愛あいを失うのかと怯えて暮らす。

　そんな暗い将来しか見えない。それでも、エリナは決心することができなかった。弥生が怒っているのが分かる。

（キットのそばにいたい。たとえ、神様に見放されたとしても）

　閉ざしたまぶたの裏側に、体の奥からあふれ出てくる思いが次々とせり上がってくる。濡れたまぶたを開くと、空色の瞳から涙がこぼれ落ちた。

「……好きなんだ」

　誰かを思って泣いたのは初めてだった。初恋があんな終わり方をしたときでさえ、先輩を思って泣いたりはしなかった。

　エリナの頬を伝う雫が、胸の前に置かれた小瓶の蓋に落ち、開かれた隙間に吸い込まれるようにして消える。

　エリナはうれしいのか悲しいのか、よく分からない気分だった。泣けるほど誰かを好きになれるとは思っていなかった。だけどエリナがどんな選択をしようとも、その好きな相手との間に幸せな未来はやってこない。

　恋がこんなにもままならないものだなんて、今まで知らなかった。

　もうすぐなにもかも終わる。キットと過ごしたこの七日間だけが、エリナの永遠になるだろう。

　ポロポロとエリナの頬を伝う涙が、なにかの引力に引き寄せられているかのように、次々と小瓶の中へすべり落ちていく。エリナは白い両手で顔を覆い、それから涙を拭って真っすぐに前を見た。

（だけど、好きになっちゃったんだから。もう後には引けない）

　バルコニーの下に広がる中庭では、明日すべてを決めるラズベリーが、今はまだ白いその体に月の光を浴びて輝いている。

　いずれにせよ、エリナがやるべきことだけは決まっている。

　誰になんと言われようとも、好きになった人を死なせはしない。それだけは、絶対にやり遂げるつもりだった。
















７日目　真実の愛のキス













　十三年に一度の、特別な今日。

　街は厳かな興奮に包まれた。各地から集まった貴族や、少しでも屋敷のそばからお祝いをしようという人々が、ヴェッカーズ伯爵の屋敷を目指している。

「ウェンディ。ほんとにほんとに、無理して出席することないんだよ。僕もこれに出るのは初めてだし、父上だって十三年前は礼儀上ほんの少し顔を出しただけですぐに帰ったっていうし、今年は僕に押しつけて出席しないっていうし、それに……」

　ウェンディは屋敷を出発したときから、何度も何度も聞かされるエドガーの話をいい加減に聞き流していた。馬車の窓から伯爵邸へ向かう着飾った人々を眺める。

　コールリッジ伯爵邸からヴェッカーズ伯爵領までは距離があるので、昨日の日が高いうちに出発し、途中で宿をとった。初めのうちは丁寧に「大丈夫だから心配しないで」と返していたけれど、エドガーもウェンディの意思を分かっていて、それでも言っていないと不安で仕方がないのだろう。心配性なのだ。きりがないので、もう好きなだけ言わせておくことにした。

　だいたい、父と兄の様子がいつにも増しておかしくなったのは、ウェンディがランス公爵邸から帰宅した日まで遡る。屋敷内をどれだけ混乱させてしまったことか。

　あの日キットから真実を聞かされ、ウィルフレッドにはなにも告げず、逃げるように家へ帰った。心配する兄をかわして部屋にこもり、声を押し殺してひたすら泣いた。ウィルフレッドとの出会いが意図されたものだったことが、ひどくショックだったのだ。

　ウィルフレッドだけは、自分をただひとりの女性として見てくれたと思っていた。でも結局、彼もウェンディがコールリッジ伯爵の娘だから近づいたのだ。仮面舞踏会での偶然の出会いに舞い上がっていたのはウェンディだけ。自分が滑稽で、ひどく愚かになった気がした。

　そのときは本気で、もう二度と社交界などに顔を出すものかと思った。けれど体中の水分を涙にして押し流すと、ウェンディに残されたのは覚悟だけだった。

　ウェンディが泣き腫らした顔で兄とともにヴェッカーズ伯爵家の収穫祭に参加することを宣言したとき、父と兄はかつてないほど困惑していた。あれほど社交界を拒否していたのに、そんなに目を赤くしていったいなにがあったのかと慌てふためくふたりに、ウェンディの様子からなにかを察した母が言ったのだ。

『今まで悩んでいたことも、突然ちっぽけなことだったと思えることがあるのよ。いい人と、素敵な恋をすると』

　母の勘は心配性の兄をあたふたさせ、娘を溺愛する父を大激怒させた。ウィルフレッドのもとへの訪問を許した時点で大方予想もできただろうに、父とはおかしなものだ。

　昔気質で頑固な父は、そもそも王家への忠誠心は薄い。ランス家やヴェッカーズ家とも仲がよくない。その上、特別かわいがってきた十八歳になる美しい娘を、一回りも年上のいけ好かない男にたぶらかされたのだと、さんざんウィルフレッドに文句をつけていた。でも母になだめられてなんとか気持ちを静め、収穫祭へ行くこともダメだとは言わなかった。おそらく今、父とウィルフレッドを引き合わせれば、一発殴るくらいのことは平気でするとは思うけど。

　それでもウェンディは、父が自分の意思を尊重してくれたことがうれしかった。

　もしも今夜の収穫祭で、ウィルフレッドともう一度出会えたら。彼がウェンディに近づいた目的であるはちみつを手にした今なお、もう一度あの琥珀色の優しい目をウェンディに向けてくれるなら。それなら、どんなに傷つこうとも、もう一度彼と向き合ってみたい。

　ウェンディはこれまで、誰も本当の自分を見てくれないのだと思っていた。でもそれは、自分が相手を見ようとしなかったからだ。コールリッジ伯爵家の娘というフィルターをかけていたのは、ほかでもないウェンディだったということに、ようやく気づいた。

（だけど、ウィルフレッド様は違ったわ）

　本当のところ、ウィルフレッドがウェンディのことをどういう目で見ていたのかは分からない。たしかなのは、ウェンディが、ただ真っすぐにウィルフレッドと向き合っていたということ。

　キットに真実を聞かされてあれほどショックだったのは、ウィルフレッドに恋をしてしまっていたからだ。母の言ったことは本当だった。自分が恋をしていると気づいてから、さんざん悩んでいたこともとんでもなくちっぽけなことに思えて、今日ここへ来る決心がついた。

　今はただ、ウィルフレッドに会って確かめたい。ウェンディが見た彼のすべてが、本当に嘘だったのだろうか。傷つくことが怖くないとは言わない。だけど、その先にしかウィルフレッドはいないのだ。

　ウェンディとエドガーを乗せた馬車が、ランバートの屋敷の前に停まった。御者がドアを開ける。ウェンディは兄の手を取って馬車を降りた。収穫祭が始まるのは十五時頃と聞いていたが、すでに大勢の人が集まっていて、次々に屋敷の中へ吸い込まれていく。

　ウィルフレッドはもう中にいるのだろうか。もしも彼がウェンディと同じ気持ちで、もう一度出会う気があるのなら、この収穫祭に必ず姿を見せる。

「ウェンディ、その、もう一度言うけど、嫌な思いをしたらすぐに帰っていいんだからね。いや、もう帰ろう。今すぐ帰ろう。妹が傷つくと分かっていて行かせる兄がいるかい？」

　ウェンディはこれまでの自分を映したかのようにおどおどする兄の腕に手をかけ、顎をツンと上げて胸を張った。

「まあ、お兄様。私、嫌な思いをしてでもお会いしたい方がいるの。ここにあの人がいると分かっていて、逃げ帰る娘はいないのよ。さあ、行きましょう」

　ウェンディはコールリッジ伯爵家の令嬢として精一杯立派に見えるよう、しっかりと前を向いて屋敷へ足を踏み入れた。
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　一年で一番大きな王宮での舞踏会に比べれば、ホールも小さいし人も少ない。けれど十三年に一度きりの収穫祭ともあって、伯爵主催のパーティーとしては異例なほど国中から人が集まっている。

　今日のウェンディは、品のいいパステル調のひまわり色のドレスを着ていた。流行りに倣ならって襟ぐりは大きく開いている。白いレースやフリルが贅沢に使われたそのドレスをウェンディが身につけると、まるで人形が歩いているかのようだった。抜けるような白い肌と、手足がすらりと伸びた女性らしい肢体。そして波打つ豊かなはちみつ色の髪と、翡翠色の瞳。この日ばかりは、ウェンディもその魅力を惜しむことなくさらしている。もちろん仮面などつけていなかったので、会場中の男の視線が一度は彼女に釘づけになった。

　社交界嫌いで気難しいコールリッジ伯爵令嬢が、うんと着飾って今日の収穫祭に参加している。そのことは収穫祭を盛り上げる最初の話題となった。

　ウェンディの周りには少しでも彼女と言葉を交わそうと、ちょっとした人だかりができている。いつもだったら逃げ出したくなってしまうような状況にも、ウェンディは怯まなかった。収穫祭の熱気の中、ただじっと待っている。

「ゴホン！　お初にお目にかかります、コールリッジ嬢。お噂はかねがねおうかがいしておりましたが、お会いしてみると実にお美しい方だ。ぜひ次のダンスは私と一緒に……」

　互いにけん制し合う男たちの中から一歩踏み出し、そう切り出したのはどこかの伯爵家の息子だった。身分も釣り合うし、ウェンディに声をかける権利もある。

　けれどそのとき、ウェンディの目にもうほかの男は映らなかった。ひときわ背の高い、濃い栗色の巻き毛の男性が、群衆を押しのけてゆっくりとウェンディほうへ向かってくるのを、固唾をのんで見守っている。

「失礼」

　男の低くやわらかな声がかかると、ウェンディの周りに集まっていた者たちが皆一歩後ずさり、場所を譲る。彼は王家の親族にあたり、この国の王太子の従兄弟だった。公爵の身分を持つ男に、道を譲らないわけにはいかない。

　男はザワつく周りを無視して、立ち尽くすウェンディだけを見つめる。ウェンディの前にひざまずいて乞うた。

「僕と踊ってくれますか？」

　あの日、月明かりの下でいたずらっぽく光った琥珀色の目が、舞踏広間の明るい照明を浴びてもなお、切なげにウェンディを見上げてくる。

　ウェンディは皆からの注目を感じながら男の手を取った。ふたりが見つめ合ってホールの中央まで進むのを、周りの人々は興味深そうに眺めている。曲が始まりふたりがステップを踏み出しても、誰もが目を逸らすことをできずにいた。

　今一番結婚したい相手として有名な、社交界でも華のある青年貴族のランス公爵。一方は、社交界嫌いとして有名で舞踏会にも滅多に姿を見せないコールリッジ伯爵令嬢。しかもブルーローズを持つランス家と、はちみつを持つコールリッジ家。

　ただ黙って互いを見つめるふたりは、その目にいったいなにを映しているのだろう。

　彼らに寄せられる視線には、様々な嫉妬が入り交じったものもあったし、ただ興味本位に見るものもあれば、純粋に成り行きを見守っているものもいた。

　軽快な音楽に合わせて踊る間、にぎやかな舞踏広間とは対照的に、ウィルフレッドは終始無言だった。ウィルフレッドが真っすぐにウェンディを見つめる。ウェンディもそれに倣い、声には出さず、彼の思いに応えようと見つめ返した。

　音楽が鳴りやむと、また人々が少しずつ入り乱れて広間の中を移動し始める。

　ウィルフレッドはウェンディの手を取ったまま、さっき踊りを申し込んだときのように、突然彼女の前にひざまずいた。

　男性が女性の前にひざまずくというのは、この国では紳士が示す最敬礼だ。ウィルフレッドはさっきも同じことをした。近年の舞踏会ではあまり見られるものではない。ふたりの周りにいた人々は、何事かと少し距離を置いて遠巻きに見守った。

　それはもうずいぶん昔の風習だった。舞踏会で踊りを終えた後に、男性が女性の前にひざまずく行為は、求婚の意思があることを意味している。

　ウェンディはもちろんそのことを知っていた。そして男は、次に女性の名を尋ねるのだ。

「我が名をウィルフレッド・ランスと申します。どうか私に、あなたのお名前をお聞かせください」

　ウェンディは息を止めた。

　ウィルフレッドは、やり直そうとしてくれている。もうはちみつを得るという本来の目的は果たしているのに。それでもここでもう一度出会い、ウェンディの手を取った。

　ウェンディなんかよりずっと会話に長けた彼なら、うまい言い訳もたくさん思いついたはずなのに。肝心なところで不器用なウィルフレッドが、ウェンディには愛おしく思える。もう最近ではあまり知られていないこの古風なやり方を選ぶところも気に入った。

　不思議なもので、緊張した面持ちのウィルフレッドに不安そうに見上げられると、ウェンディは優しく微笑みたくなるのだった。

　古い風習では、次に女性が名乗ると、互いの家柄を知り、結婚を前提にお付き合いを始めましょうという意味の返答になる。相手方の家柄に見合わなかったり、単純に気に入らなかったりすれば、名乗らないことで交際を断ることもできた。近年では政略結婚があたり前だし、舞踏会の出席者は人伝にどこの誰だか分かってしまうけれど、ずっと昔はこの方法で結婚を決めた男女もいたらしい。

　昔の人のほうがロマンチストなんだな、とウェンディは思う。

　ウェンディはロマンチックなことが嫌いじゃない。むしろ、いつかはこうして舞踏会で素敵な男性と出会うことを、夢に見ていたのだ。

　彼女が浮かべた可憐な笑顔があまりに美しかったので、ウィルフレッドは思わず感嘆のため息をついた。

「コールリッジ伯爵の娘のウェンディと申します、ランス公爵閣……きゃっ！」

　ウィルフレッドはウェンディが名乗るのを聞いた途端、即座に立ち上がったかと思うと、彼女の腕を引いて華奢な体をぎゅっと胸の中に引き寄せた。

「ウィル、ウィルフレッド様、その……人が見ています」

　さすがにこれは風習でもなんでもない。

　舞踏会のど真ん中で初めて男の人に抱きしめられ、ウェンディは白い肌を真っ赤に染める。

　そこかしこからウィルフレッドのファンと思われる令嬢たちの悲鳴が聞こえたが、きつく抱きしめられているせいで周りの様子はよく見えない。父のように厳格で頑固な者がいれば、はしたないと言って眉をひそめるだろう。もっとも、ウェンディの父であれば卒倒しているはずだが。

　ウェンディはふと、どこかで自分を見守っているはずの兄が心配になった。

（呼吸困難とかになっていなければいいのだけど）

　恥ずかしさでウィルフレッドの腕から逃げようとするウェンディをしっかり捕まえ、ウィルフレッドが小ぶりでかわいらしい耳に唇を寄せる。

「俺とはもう、会ってくれないのかと思った」

　ウェンディは目眩をこらえた。なんて甘い声をしているのだろう。

　耳もとで熱っぽくささやかれると、こんな公の場であるというのに、体が火照って仕方がない。

「そ、そんなつもりは……」

　思い返せば、ウェンディだって初めから神託のことは聞かされていた。彼女が社交界嫌いで、とくに爵位とはちみつの令嬢として見られるのが嫌なのは、ウィルフレッドも知っていたのだろう。今となっては事情も分かるし、わざわざ意図して近づいたことを言わなかった彼の気持ちも理解しているつもりだった。ただ自分のほうが舞い上がってしまっていたから、ショックだったのだ。

　けれどそんなことは泣いたらどうでもよくなってしまうほど、この人に会いたかった。

「でも……コールリッジ家の令嬢として舞踏会に出席するのは、しばらく控えようかと思います」

　ウェンディとウィルフレッドの今日のことは、またたく間に噂になるだろう。

　ウィルフレッドに会うためにと気を張って相当気力を使ってしまったし、なによりもう彼とは出会えたのだから。ほとぼりがさめるまで、無理して顔を出す必要もない。ウィルフレッドとは、会おうと思えば、これからはいつでも会ってくれるのだろうという期待も込めて。

　ウェンディはそういう意味ではにかみながら言ったのだが、ウィルフレッドは別の意味にとったようだ。文字通り、今回の件で傷ついたから、もうしばらく舞踏会はこりごりだと。

　ウィルフレッドはウェンディの細い肩を掴み、少し体を離すと、こっちがびっくりするほど真剣なまなざしで覗き込んできた。

（私、今なにかはしたないことを言ったのかしら）

　ウェンディとしてはほんの冗談のつもりで、苦笑してくれればそれでよかったのに。あまりに真剣な表情に、何事かと身がまえる。

「それなら、ランス公爵夫人として一緒に出席するというのはどうかな。俺の、妻として」

　聡明なウェンディでも、しばらく思考が停止した。

「……え？」

　言われたことを理解した後は、慌ててぶんぶんと首を振った。横に。

「そっ、そんな！　つ、つつ、妻だなんて」

「嫌？」

「い、いいえ！　嫌とかではなくて、その、だって」

　ウィルフレッドがとった一連の行動が、古くは求婚の意思を示すものとは知っている。でもまさか、本当にプロポーズされるなんて考えてもみなかった。

「だって、そんなこと、陛下がお許しにならないのでは？」

　神託に際して国王からウィルフレッドと自分の婚約の提案があったことは、キットから聞いている。ウィルフレッドの判断で、彼がそれを回避しようと尽くしたのだということも。

　実際ウィルフレッドと婚約となれば、父とか兄とか様々な恐ろしい障壁はあるが、一番深刻なのはウィルフレッドの伯父にあたる国王だ。

「ブルーローズを持つ家と、はちみつを持つ家ですもの。たとえ兄がはちみつをすべて王家へ献上しても、ランス家とコールリッジ家に婚姻を結ばれては、王家としても都合が悪いはずです。陛下が快く承諾してくださるとは思えないわ」

　ウィルフレッドは王家とも親しいのだし、彼らに反対されては結婚なんてとても無理だと思う。国王がふたりに婚約話を持ちかけたのは、王太子に関する神託あってのことだ。ウェンディはもうはちみつという切り札を渡してしまった。要するにそんな都合の悪い婚約話はなかったことにしたいはずだ。

　喜んで「はい」と言いたくても、言えないわけがある。

　ウェンディは困惑し、形のいい眉をハの字にしてウィルフレッドを見上げた。

　しかしウィルフレッドは、ウェンディの口をついて出てくる心配事が国王の許しをもらえるかということばかりだと気づくと、うれしそうに笑った。

「そこは俺に任せて。心配しなくていいよ」

「でも……」

「陛下とキットは、俺と君の婚約を利用しようとしたんだ。そのぶん、俺たちの恋愛に国王を利用するくらい、なんてことないさ」

「まあ！」

　ウィルフレッドが琥珀色の瞳をいたずらっぽく細める。

　ふたりの恋愛に王を利用しようだなんて、ウィルフレッドはなんて罪深い誘惑をするのだろう。ウェンディが驚いてまばたきをする。ウィルフレッドは優しい目の奥に金色の光をたたえ、彼女を愛おしげに見つめた。

「そしたらウェンディ、俺と結婚してくれる？」

　ウィルフレッドにこんなふうにねだられて、断れる女性なんているのだろうか。

　彼は人気者だし、今社交界で話題の結婚したい男性ナンバーワンだ。それに比べてウェンディには恋愛経験なんてこれっぽっちもない。ウェンディの父は娘の結婚というだけでまず反対するだろうし、相手を知ればますます頑固に拒否するだろう。今回ばかりは、母がなだめてもなかなか許してくれないだろうし、ウィルフレッドとまともに口をきいてくれるようになるのはいつになるか分からない。国王のことだって、ウィルフレッドはなんだか自信満々だけれど、本当にそんなに簡単に許してくれるとは限らない。

　賢いウェンディの頭の中には、結婚を断る理由がたくさん浮かんでくる。だけどそのどれも、つまらないものに思えた。

　ふたりの恋愛は前途多難だ。それでもウィルフレッドとなら、お互いを見失わずに、真っすぐに見つめ合っていられる気がする。

（ウィルフレッド様となら、がんばってみたいわ）

　自分の殻に閉じこもって、うらやむだけの生活はもうやめたのだ。手を引いてくれる人がいるのだから、憧れていた素敵な恋を、周りを気にしてあきらめてしまうのはもったいない。

「あの、私でよければ、喜んで！」

　ウェンディはポッと頬を赤らめ、思いきりはにかみながら、もう一度ウィルフレッドの胸に飛び込んだ。

「俺は、君がいいって言ってるんだよ」

　ウィルフレッドは笑いながらウェンディをぎゅっと抱きしめ返し、小さく「好きだよ」とささやいてくれた。





＊　＊　＊






　ランバートが舞踏広間で収穫祭の開催を告げたのが十五時。

　それから会場内はいくつかの話題で盛り上がり、その中のひとつにはコールリッジ伯爵令嬢が収穫祭に参加しているというものもあったから、エリナはひとまずホッとした。そうかと思えばウィルフレッドがウェンディに派手なプロポーズをして、会場は拍手と悲鳴に沸き、興奮も醒めやらぬままに十六時の収穫の時を迎えようとしている。

「ウィルも案外派手なことするよな。俺に、ウェンディは本当に来てくれるかなあなんて、泣き言言ってたくせに」

　そう言って文句をつけるのはキットであるが、顔が緩んでうれしそうだ。

　キットとエリナは昼間のうちに屋敷の一室で衣装を整え、少し休んでから、ちょうど収穫祭が始まる頃に舞踏広間へ下りてきた。その頃にはもう会場はたくさんの人であふれていて、正装した王太子が姿を現すといっせいに注目を浴びた。十三年に一度の収穫祭という特別感がよりいっそう増し、お祝いムードが高まっていく。

　ふたりの周りには入れ替わり多くの人が集まり、王子に挨拶を述べた後、皆一様に見慣れないエリナのことを不思議そうに見た。キットの寵愛を受けていることは一目瞭然だったので、エリナが恥ずかしくなるくらいに褒め称える。

　今夜のエリナは、キットが仕立屋に注文をつけて作らせた、青いドレスを着ていた。キットの瞳の色をそのまま映したようなベルベットでできたビスチェの胸もとに、薄いレースの生地がつけたされ、むき出しのデコルテを覆っている。エリナの黒髪とドレスの落ち着いたシルエットは、淑女らしい上品な雰囲気を演出する。丸い頬に影を作る伏し目がちな長いまつ毛は、横顔に憂いを落としていた。エリナの肌をほかの男に見せたくないというキットの思いとは裏腹に、レースの奥に透けて見える白い肌はドキリとするほど艶なまめかしい。

　キットが誇らしげに、そして半分威い嚇かくするようにエリナの腰を抱いて離さないので、皆が彼女のドレスを褒め、来シーズンにはデザインを真似たものを作りたいと言った。

「来シーズンからレースが流行っちゃうかも」

「いいんじゃないのか。そんな胸の開いたの、好きな女が着ているとこなんて、ほかの男には見せたくないだろ。普通」

　エリナだって露出が多いものを着たいわけではないけれど、こんなふうに目立つくらいなら流行りに従っておきたかった。

「キットのワガママなのに」

　エリナは咎めるつもりで、軽く唇を尖らせてキットを見上げる。キットはちっとも反省しない様子で目を細めた。

「いいんだよ、王子だから」

　黙っていればゾッとするほど整ったキレイな顔をしているのに、そんなふうに屈託のない顔を見せられると、怒りたくてもついつられて苦笑してしまう。

（私がずっとこの人のそばにいられるかどうかは分からないけれど、キットには生きていてほしい理由がある）

　エリナは腰に添えられたキットの腕からスルリと抜け出し、その手が再び自分を捕まえる前にキットの手をぎゅっと握った。

　ウィルフレッドのプロポーズ騒動を経て、収穫祭はいよいよ熱を高める。時刻はもうすぐ十六時。収穫の時になると、参加者全員による大円舞曲が予定されているから、それまでにランバートと落ち合う約束だ。

「私、伯爵を探さないと」

　エリナが切り出すと、切れ長の目が険しくなり、手をぎゅっと握り返された。

「行くなよ。うまくいけば、アリスがきっと……」

「うまくいけば、ですよね。彼女は確約してくれたわけじゃないんだし、盗むことには変わりない。私がやったほうが安心です」

　キットが昨夜、アリスにラズベリーの奪取の手引きを提案したということは、昼間のうちに聞いていた。アリスはまだ協力を決めかねていて、あまりいい返事はもらえなかったという。それならエリナとしては、ランバートとの約束を反故にするわけにはいかない。

　ランバートが最初の印象ほど悪い人物ではないと分かったのだから、あまりにひどいことや痛いことはされないだろう。彼の言う通り、ただ一夜をともに楽しむだけ。

　エリナは心配いらないという意味を込めて、笑ってみせる。

　キットは険しい表情を崩さなかった。キットのすべてがエリナを行かせたくないと訴えてくる。

　エリナはわざと明るく取り繕うのをやめて、自分の手を必死に握るキットの大きな手のひらに視線を落とした。その手の甲を指先でそっとなでる。

「あなたが私を心配してくれているのは、分かっています。だけど今はもう、キットが心配していたような、投げやりな気持ちで言ってるわけじゃないの。これほど自分を大事にする方法はないと思う」

　ランバートのもとへ行くことを、なんとも思っていなかった自分とは違う。違うからこそ、行くのだ。なによりも大切にしたいものが、ほかにできてしまったから。一番大事なもののために自分を使えるのなら、こんなぜいたくなことはない。

　エリナはゆっくりと視線を上げた。エリナの言葉の真意を測りかねて、けげんな顔をするキットと目が合う。

（あなたが私に、教えてくれたことなの）

　エリナは握った手を思いっきり引き寄せ、つられて屈んだキットの耳もとに唇を寄せた。小さな声で早口にささやく。

「私にもあなたのこと、大事にさせて。愛してるから」

　ふと力の抜けた手のひらから自分の手を引き抜き、くるりと背を向けて走り出した。

　誰かをこんなに好きになったのも、その思いを告げたのも初めてだった。顔から火を噴きそうなくらい肌が熱い。だけど言葉にして伝えられたことに胸がドキドキして、小さな達成感に頬が緩む。エリナはしばらく興奮に任せて足を進め、人の波を縫って熱を冷ましながら、ランバートの姿を探した。

　一方、キットは間抜けな顔で数秒とぼけた後、狂ったように脈を打ち始めた心臓を押さえた。セットされた黒髪に指を差し入れてぐしゃぐしゃに乱す。

（くそっ……言い逃げかよ！）

　あんなお願いをされて悪い気はしない。というか、むしろかわいくて仕方がない。キットだって、ただその性根から彼女を心配していただけの頃とは違うのだ。特別な感情があるから、ここまで手放したくないと思っている。

　エリナから思いを告げられれば、もうほかの男には髪の毛一筋だって触らせたくないほど独占欲が高まって、逆にランバートのもとへなど行かせたくない気持ちが強まった。

「ああ、くそ！」

　しかしエリナを追いかけたい衝動をなんとか抑え込んで、彼女が逃げたのとは反対の方向へ足を向ける。

　アリスを探さなければならない。ランバートがエリナを完全にいいようにする前に、絶対にアリスを説得してみせると心に誓って。




　舞踏ホールの中心に楽隊が集められ、十六時の大円舞曲に向けて準備が進む。

　エリナは談笑し合う人々の間を縫い、男性から円舞曲のパートナーにと声をかけられては断り、ランバートの姿を探していた。途中、ホールの壁際で顔を寄せ合って楽しげに話をしているウィルフレッドとウェンディを遠目に見かけたが、声をかける余裕はなかった。

（どこにいるんだろう。ホールで私を探してくれって言ってたけど、落ち合う場所を決めておけばよかった）

　収穫祭が、こんなに人でにぎわうものだとは思わなかったのだ。各地から集う貴族はもちろんのこと、収穫祭への参加資格はとくに問われないぶん、衣装を準備できる程度に裕福な者や商家の者も多く参加しているらしい。普段は社交界とは縁のない者の比率も高く、ほかの夜会にはない熱気がある。

　キョロキョロと辺りを見回しながら足早に会場を歩いていたエリナは、突然誰かに腕を掴まれて声をあげた。

「きゃっ」

　驚いて振り向くと、腕を掴んだのはランバートだった。

　開催の挨拶をしたときとは衣装が変わり、見違えるほど目立たない色遣いになっている。普段の威風堂々とした雰囲気もなんだか薄れていて、エリナが探していたランバートの姿とは少し違っていたので、見つからなかったのも仕方のないことのように思えた。

「こっちへ」

　ランバートは静かな声で小さくささやき、エリナの腕を引いて歩きだす。

　彼は収穫祭の主催者で、この地域の領主でもあるわけだから、会場を歩けば王太子であるキットと同じくらい注目を浴びてもよさそうなものなのに、その地味な装いのせいか、案外スムーズにホールを抜け出した。手を引かれたまま廊下を歩き、にぎやかな舞踏ホールを離れると、ランバートはようやく腕を離して振り返った。

「しかし、よくアレがお前をひとりにしたものだな。こちらから出向こうかと思っていたところだった」

　そう言ったランバートの唇は皮肉げにゆがんでいるが、褐色の瞳は楽しそうで、だけど少し残念そうでもある。これにかこつけてキットをからかえなかったことが不満なのかもしれない。

　そう思ったとき、背後からにぎやかな音楽と声と雑踏がわずかに聞こえてきた。舞踏ホールで大円舞曲が始まったのだ。

「さあ、我々も急ごう。まずは私が、お前との約束を果たしてみせよう」

　ランバートが不敵に笑うと、地味な色合いの衣装を着ていても、彼の貴族らしい堂々とした風格が戻ってくる。エリナは屋敷の奥へと誘うランバートの斜めうしろを歩きながら、ドレスの隠しに入れてある小瓶に指先で触れて確かめた。

　ランバートに連れられてやってきたのは、本館の一番端にある簡素な部屋だった。隣には調理場があり、仕切りも薄いドア一枚なので、続き間のようになっている。おそらく食品庫のような部屋で、壁には棚が備えつけられていて、小さな部屋の中央には木製のテーブルが置いてある。普段は使用人や料理人たちしか出入りしないような場所であったが、今夜は屋敷中のどこよりも厳重に警備され、ランバートの私兵たちがそこかしこに立っていた。

　エリナが、狭く細々しているが、よく整理整頓された部屋をぐるりと見回したとき、奥にある勝手口のドアが開いて、数人の侍女が警備兵を引き連れて部屋の中に入ってきた。

　エリナは思わず息をのむ。三番目に部屋に入ってきた恰幅のいい侍女は、腕に大きなカゴを抱えている。

「ここへ」

　ランバートの指示で侍女がそのカゴをうやうやしくテーブルの上に置き、礼をして離れると、ランバートはエリナの手を引き、そのカゴの前にそっと押しやった。エリナのうしろに立ち、肩の上に両手をのせると、耳もとで妖しくささやく。

「何色をしている？」

「……緋色。スカーレット」

　目の前のカゴに視線を奪われて動けないエリナは、ランバートに問われて、操られたようにその色を口にした。十三年に一度しか染まらないその実に圧倒されたように固まるエリナの答えを聞いて、ランバートは満足そうに喉を鳴らす。

「昨日は白かったのに」

「驚いたか？」

　昨夜食べさせられたラズベリーと同じものに見えるのに、その色だけは大きく違う。毒々しいまでの赤色に染まっていて、なんだか触れてはいけないもののような気がした。

「約束通り、まずはお前にひと粒やろう」

　ランバートがエリナの背後から腕を伸ばし、カゴいっぱいに摘まれた緋あかいラズベリーをひと粒つまみ上げる。

　エリナは慌てて隠しから小瓶を取り出し、蓋を開けた。小瓶の中身はもうブルーローズが完全に溶けだし、はちみつと合わさって空色に変化している。エリナの瞳の色そのもののように、キレイな空色だった。

　彼女が震える手で握りしめた小瓶の中に、ランバートがそっとスカーレットに染まったラズベリーを落とし入れた。

「今から十三時間後、この夜が終われば、禁断の青い果実はお前のものになる」

　思わず感嘆のため息をもらしたエリナに、ランバートが低くささやきかける。

　自分の心臓の音が耳のすぐ近くで聞こえるようで、エリナは緊張しながら慎重に小瓶に蓋をして、辺りに漂う甘い禁断の香りを閉じ込めた。ぎゅっと胸の前で小瓶を握りしめ、この実がちゃんとキットの命を繋げてくれるよう、祈らずにはいられない。

　ランバートはそんなエリナの肩を掴み、自分と向き合わせると、泣きだしそうな顔をしている彼女を見下ろした。

「ずっと不思議に思っていた。お前が公爵のただの侍女……いや、乳兄妹だとしても、なぜお前がそこまで必死にそれを完成させようとしている？　どうせ禁断の青い果実を得ようというのは、お前ではなく王家の企みだろう」

「それは……」

「国王からもラズベリーを記念贈呈しないかと脅しのような提案をもらったがな。秘密裏に進めている企みのはずなのに、そもそもなぜ一介の侍女であるお前が協力することになった？」

　エリナは唇をきつく噛みしめ、細められたランバートの視線から目を逸らした。

　彼は初めから王家の企みに半ば気づいていながら、それを探ろうとはしてこなかった。ただ、王太子であるキットが妙にかばうエリナのことが気になったのだ。そこに楽しみを見出したからこそ、エリナの身と引き換えにラズベリーを渡してやることを本気で考えた。

　ランバートにとっては代々伝わるラズベリーもその程度のものだということなのか、彼にとっての享楽がラズベリーに勝るほど価値のあるものなのかは分からなかったが、とにかく深く聞かれないのをいいことにろくな言い訳も考えていなかった。とっさにうまい言い訳などひとつも思いつかない。

　ランバートは、真実を話せばちゃんと協力してくれるような人物だろうか。国王もキットもウィルフレッドも、そうは思っていないから、ランバートからラズベリーを譲ってもらうのが困難なのだが。第一、ウェンディにだって本当は神託のことは告げない計画だったのだ。真実を伝えてもうまくいったのは、それを実行したのがウィルフレッドだからで、また相手がウェンディだったからだ。

「まあいい」

　エリナがぐるぐると思い悩むうちに、ランバートは掴んでいた肩を離すと、ふっと彼女から離れていった。

「たとえ王家が禁断の青い果実を手にしたとしても、それを食べれば全知と引き換えに死が訪れることは分かっている」

　禁断の青い果実は、選ばれた者以外が口にすれば、過去と未来と現在のすべてを知ることができるという能力と引き換えに命を落としてしまう。つまり、神託によって選ばれたキットでなければ禁断の青い果実を手にしてもまったく意味のないことで、ランバートは神託のことを知らない。

「禁断の青い果実こそが王権の象徴とは言われているが、収穫されたラズベリーだけを持っていても完全とは言えないだろう。なんせ、十三年後にはまた私のもとで新たなラズベリーが収穫されるのだから」

　ランバートはそう言って緋色に染まったたくさんのラズベリーが入ったカゴを持ち上げ、壁に備えつけられた扉つきの棚に近づいた。そばにいた侍女が扉を開けると、ラズベリーの入ったカゴを棚の中に押し込む。扉を閉めると鍵をかけ、その鍵は先ほどカゴを抱えて部屋に入ってきた恰幅のいい侍女に渡した。

「公爵の侍女、王太子、国王の使者……今年はいろいろな者がこのラズベリーを手にしたいと考えているらしいからな。残りをどうするかは、今夜のうちに決めるとしよう」

　ランバートは紅い舌でペロリと唇を舐め、エリナに意味あり気な視線を送る。獲物をいたぶって楽しむ捕食者のようで、昨夜アリスのことを語った彼とはまるで別人に見えた。

「さあ、行こう。それが完成するまでの十三時間、私を楽しませてくれよ」

　エリナは差し出された彼の誘惑の手のひらを見つめ、ラズベリーの入った小瓶をぎゅっと握りしめた。

（もう逃げられない）

　ランバートは約束を果たしたのだ。エリナも彼の要求に応え、誰にも取り上げられることなく果実を完成させ、キットに渡さなければならない。

　彼女はまぶたにチラつくキットの心配そうな顔を打ち消し、決意の表情でランバートの手のひらに自分の手を重ねた。
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「アリス！」

　キットは舞踏ホールの入口から会場内を眺める彼女の姿を探しあて、息を切らして駆け寄った。

「殿下……彼女は、ランバートのもとへ行ったのですね」

「ああ、だから早くアレを手に入れたいんだ。エリナがそれを目的に伯爵に取り入る前に」

　キットはなるべく声を落として、アリスがその気になってくれるよう必死に詰め寄る。

　懇願するように見つめると、アリスは目を逸らし、苦しそうに顔をゆがめた。そして一度深呼吸をすると、ブラウンの瞳に決意を宿し、理知的な薄い唇をキュッと引き結んでキットを見上げる。

「分かりました。今夜のうちなら、私にもアレを持ち出すことができるかもしれない」

「本当か!?」

　キットが目を見開いて表情を明るくさせると、アリスはパッと視線をはずす。そして感情の読み取れない声で淡々と続けた。

「ええ。ですから、殿下はふたりを探してください。ランバートは言い寄る女性を拒んだりなどしません。きっと、屋敷のどこかの部屋に。私は後からなんとかしてアレを殿下にお渡ししますから」

　それはキットにとっては願ってもない申し出で、とにかくアリスによろしく頼み、話もそこそこにエリナを探して走り出した。

　これで、エリナをランバートに近づけなくて済むかもしれない。キットがラズベリーを盗んだことはすぐに知れるであろうが、アリスの手引きであると分かれば、ランバートも多少は対処に困るはずだ。完成までの十三時間を逃げきれば、とりあえずふたりでもとの世界へ戻れる可能性もある。王太子が盗みを働いた後の小説の世界がどうなるかは少し不安だが、アリスの手引きにより不問ということにもできるだろうし、もうあとは作者である弥生に任せるしかない。

（エリナ……！）

　彼女が自分のもとを離れて、いよいよなりふりかまっていられなくなったのだ。兄の小説をなんとかおもしろく展開させ、話を破綻させずに進め、ついでにうまくまとめてやろうと思っていたのだが、はっきり言ってもうそれどころではない。

　ただ性格上、抑えきれない庇護欲から彼女を追いかけてきたときとは比べ物にならないくらい、特別な感情でエリナを思っている。今は、ほかのことなどどうでもよくなるほど、大切な人になってしまった。

　エリナのことを自分以上に大切にしてやれない男に、二度と彼女を傷つけさせるわけにはいかない。

　キットはあふれ出しそうな思いを抱え、息を切らしても足を止めることなく、エリナの姿を探して屋敷中を走り回った。

　アリスはそんなキットの背中を見送り、自分も覚悟を決める。

　ラズベリーを誰かが盗んでくれればいいのにと思ったのは本当だ。しかし、それでは足りないのだ。今年収穫されたラズベリーだけをランバートから遠ざけたところで、結局なにも変わりはしない。あのラズベリーのなる畑がある限り。

（私は……優しい彼が好きだもの）

　身寄りのないアリスを救い、ずっと寄り添って育ててくれた頃の、幸せそうな顔をする彼に戻ってほしかった。なにかから逃れるように、派手な女性関係に身を沈め、軽薄さを装う彼を壊したい。

　ラズベリーがあるからいけないのだ。ランバートの魅力は、爵位やあんな果実ではないのに。

　ひと晩中迷っていたのだが、アリスはついに決意を固めた。

　エリナのように、あきらかにほかの男を思っているくせにランバートに近づくなんて、どうしても許せないことだった。ラズベリーを盗むことで、それを止めようとするキットも。ランバートのことを、いったいなんだと思っているというのか。

　たとえランバートが自分を義妹としか思っていなくても、彼には本当に愛する女性と幸せになってほしいし、ランバートにはその権利がある。

　アリスは収穫祭のにぎやかな声に背を向け、暗い廊下をひとり、確かな足取りで歩いていった。
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　キットが屋敷中の部屋という部屋を探し回ってもなかなかエリナの姿を見つけられないのは当然のことで、エリナはランバートに連れられて西日の射す庭園を散策していた。収穫祭はメインイベントを終えた後なので、ちらほらと中庭に出てくる者もいるが、この国に夜が訪れるのはまだまだこれからだ。

　不思議なもので、小さい畑とはいえ、昨夜白い実をつけていたラズベリーはすべてスカーレットに熟し、きっかり十六時にひとつ残らず収穫されたという。

　すっかり寂しくなった畑を眺めて歩き、昨日ランバートの新たな一面を発見することとなった噴水の周りのベンチを見たが、そこには先客がいたので素通りする。ふらふらと歩きながら話す間、やはりランバートはアリスの話をするとき、うんと優しい表情をすることに気づく。彼女は今年で二十一歳になるから、もう今年こそはよい結婚相手を見つけてやらないといけないのだと語るランバートは、ウィルフレッドがエリナに結婚の話をするときより苦しそうだ。

　きっとランバートは、アリスをただの義妹とは思っていないのだろう。そしてアリスも。だけどそれはエリナの想像で、褐色の瞳を細めて愛おしそうな顔をするランバートを、ただ黙って見ていることしかできなかった。

　ランバートを見ていて思うのは初恋の先輩のことで、ずっとエリナを縛りつけていたその重しも、キットに出会ってから嘘のように軽くなった。今は、これまで出会った誰よりも好きになれる人がいる。そのことは、苦しく痛々しいだけだったファースト・キスの思い出を、ほんの少しの切なさを含む淡い経験に変えたのだ。

　ランバートが好むのは専らアリスかキットの話で、彼が本当はキットのことを嫌いなのか好きなのか、よく分からなくなった。

「まさか。ならば本当に、あのときはやつの正体を知らなかったというのか？　あの男の顔はその程度の女に向けるものには見えなかったぞ」

「はあ……殿下は、ウィルフレッド様から私の話をお聞きになっていたんです。ですから本当に、あの夜はまだお名前も存じ上げなかったくらいで……」

　ランバートは、キットとエリナにはあの仮面舞踏会以前に深い関わりがあったのではないかと言うのだが、そんなことはない。強いて言えば、キットが公爵家の庭園に忍び込んだところを目撃したくらいだ。

　ランバートはなおも納得いかなそうな顔をしていたが、しばらくしてこらえきれなくなった笑いを、愉快そうにゆがめた唇の端からこぼした。

「まあたしかに、今お前に同じことをすればあの程度の威嚇では済まないだろうな」

　エリナに自分を楽しませろと言う割に、キットをからかうほうがおもしろいとでも言いたそうだ。

「殴られるくらいでは甘いな。領地を取り上げられて、飢え死にさせられるかもしれん」

「キッ……殿下はそんなこといたしません」

　この数日でキットに対するエリナの気持ちが大きく変わったことを、ランバートは知らないはずなのに、なんだかそのことも含めて揶揄されたようでつい言い返してしまう。エリナがキッと眉を吊り上げるのを見ると、ランバートは肩を揺らし、声をあげて笑った。

（なんなの？　楽しませろって、こういう意味なの？）

　女性関係が派手だというランバートのことだから、すぐにでもどこかの部屋に引きずり込まれるくらいは覚悟していたのに。エリナは思ってもみなかった穏やかな時間に、少々拍子抜け状態だった。

　しかし日が沈み始め、中庭が茜色に染まる頃、ランバートはエリナを別館にある彼の私室へ案内した。使用人たちも今は皆、本館を会場に行われている収穫祭へ出払っているようで、別館はほとんど人ひと気けもない。

　ランバートの私室は別館の三階にあり、暖炉と安楽椅子、そして豪奢なキングサイズのベッドが置いてある。もちろん彼の私室は本館にもあるわけで、この部屋は普段からよく使用されるものではないと思うが、埃ほこりがたまっているようなところは見あたらなかった。

　ランバートは部屋の明かりをつけると、スタスタと歩いて大きなベッドの向こう側で、中庭に面した窓際に立つ。エリナは部屋に深く踏み入ることもできずに、入口の近くに立ちすくんでいた。

（キットのためなら平気だって、思ってたのに）

　自分の身を差し出してキットの命が救えるなら、喜んでそうする。その気持ちは今でも変わらないのに、実際にベッドのそばに立つランバートを目にすると、体がすくんで近づくこともできなかった。

　ランバートは褐色の目を細め、ジッと中庭を見下ろしている。エリナが黙って窓辺に立つ彼を見ていると、庭を見下ろしたまま不敵に笑い、その視線をエリナへ向けた。

「隣へ来い。いいものが見れるぞ」

　エリナが息をのんで覚悟を決め、おそるおそる一歩を踏み出すと、ランバートはあきれたように頬を緩める。

「そんなに緊張するな。取って食うわけではない」

　そうは言われても、近づく足取りはぎこちなく、どうしてもカチコチになってしまう。

　ランバートはそんなエリナにかまうことなく、彼女が窓際に寄ると、もう一度朱色に包まれた中庭へ視線を落とした。

「あれは相当必死に探し回ったな」

　くすくすと上機嫌に笑うので、エリナも倣って中庭を見下ろす。

　燃えるような夕日に照らされた中庭には、木々が長い影を伸ばしている。ランバートの視線を追って庭を覗き込むと、広い中庭を、息を切らして一心に駆ける男の姿が見えた。

「キット……」

　辺りをキョロキョロと見回しながら走り、少しずつエリナのいる別館へ向かってくる。本館の中も探し回ってから中庭へ出てきたのだろう。

「さあ、今夜のメインイベントだ。やつはどんな反応をするかな」

　ランバートはどこかウキウキした様子で腕組みをして、窓に寄りかかって右往左往するキットを見下ろしている。しかし、エリナに触れようともしなければ、場所を変える素振りもない。別館の中で明かりが灯っている部屋はほんのわずかだし、このままではキットがこの部屋へたどり着くのも時間の問題だというのに。

（もしかして、この人……）

　本気でエリナをどうこうしようとは、思っていないのではないだろうか。彼の社交界での派手な噂を鑑みれば、それは甘い考えだと言わざるをえないのに、実際目の前のランバートは指一本触れてこないのだ。

「あの……」

　だとすれば、ランバートはなにを考えているのだろう。知りたいような、知りたくないような。

　真意を問いただそうとおそるおそる見上げると、ランバートは中庭から視線をはずし、むずむずとなにか言いたげなエリナを見てプッと吹き出した。

「勘違いするなよ、初めは本当にお前の体をもてあそんでひと晩中楽しませてもらうつもりだった。だが私の気が変わった。と、言うより……」

　ランバートの手が伸びてくる。エリナが思わず身をすくめると、意外なほど優しく、指先だけを引っ掛けて顎をすくい上げた。そしてエリナのアーモンド型をした空色の瞳を覗き込む。

「お前が変わったのだ。舞踏会の夜のお前なら、確実に抱いていただろう。だが私には、気楽な男女のたわむれの趣味こそあれど、ほかの男を思って泣きそうな顔をしている女をもてあそぶ趣味はない」

　穏やかなその表情に、エリナは思わず目を瞠った。

　もしかしたらこれが、ランバートの本来の姿なのかもしれない。社交界でどれほど軽薄を装っても、本当は誰かを真剣に思う心を、知っているのではないだろうか。エリナにそれを教えてくれたのはキットだ。ランバートの言う通り、舞踏会の夜からエリナになにか変化があったとすれば、それはキットがもたらしたもの。

　それなら、ランバートにその気持ちを持たせるのはいったい誰なんだろう。

　ランバートはエリナから一歩離れて距離をとり、緊張から解かれて無防備に立ち尽くす彼女の全身にすばやく視線を走らせた。

「だから今夜は、王子の弱点をとことんついてお前の代わりにあいつをもてあそんでやると決めたのだ。それが私の今夜の楽しみなのだが……」

　エリナをジッと見るランバートはなんだか浮かない顔だ。少し不満そうというか、物足りなそうというか。

　エリナがそう思ったとき、考え込んでいたランバートが突然いいいたずらを思いついたというようにぽつりと提案した。

「もう少し乱しておくか」

「え？　あっ……きゃ！」

　エリナの肩の辺りをポンと押して、そばにあった大きなベッドに押し倒す。目にも留まらぬ速さでエリナの細い手首をベッドに縫いつけると、脚の上に跨ってぽかんとする彼女を見下ろし、舌舐めずりをした。

　エリナという獲物を組み敷いたランバートは、ひどく楽しそうだ。ランバートにしてみれば、王太子の弱点たる彼女を捕まえ、思う存分キットをからかえるのだから、こんなおいしい機会はない。

「このドレス、どうせあの王子の注文であろうが、私はどうかと思うぞ。ほかの男には肌を見せたくないという独占欲が丸出しで、むしろ破いてやりたくなる」

「あ、ちょっと！」

　ランバートの指先が、薄いレースの上からスッと鎖骨をなぞる。まさか本当に破かれては堪らないと、その手を止めようとしたが、逆にやすやすと捕まり片手で抑え込まれてしまう。

　本気で手を出さないというランバートの意思を聞いていても、こうも組み敷かれれば抵抗しないわけにもいかない。しかし腿の上に跨られては、脚はシーツを蹴るばかりだし、そのせいでスカートの裾がめくれ上がってくる。

　ランバートはどうしたらいいのかと半分パニックになるエリナの首筋に顔を寄せ、妖しい笑いを含む声で耳もとにささやいた。

「ここ。破かれているのと、脱がされているの。あの男はどちらのほうがより冷静でいられなくなると思う？」

「そんなっ……！」

　ランバートの指先がからかうようにスッと胸もとをなでたそのとき、部屋のドアが遠慮の欠片かけらもなく激しく叩かれた。

「エリナ！　そこにいるのか!?」

　キットの声だ。エリナはとっさにどうすることもできなくてピシリと固まり、ランバートは絶好のタイミングに嗜虐的な笑みを浮かべる。

　ふたりはその体勢のまま指一本動かさず、とくに返事もしなかったが、そのほんの数秒にも焦れたようにキットが勢いよくドアを開けた。

「エリナ！」

　エリナはランバートに組み敷かれたままドアのほうへ顔を向けた。キットは肩を激しく上下させている。エリナのドレスの胸もとは破かれてはいなかったし、脱がされてもいなかったけれど、それでもランバートの行動はキットを憤慨させるに十分すぎるほどだった。

　キットの顔が怒りでカッと赤くなり、それも通り越して青くなった。

「この野郎！」

　キットは大股でいっきにふたりのもとへ駆け寄り、エリナに覆いかぶさるランバートを乱暴に引き剥がす。

「あっ、ち、違っ……！」

　エリナは決して本気でランバートに襲われていたわけではないし、ランバートにその気もない。こうしてキットを怒らせてその反応を楽しんでいるだけなのだと、すべてを説明したいのにそのどれも言葉にならない。

　エリナが慌てて体を起こしてスカートの裾を整える間に、キットは引き剥がしたランバートの胸ぐらを掴み、そのまま引き上げて立たせた。そしてさっきまでエリナとランバートが中庭を見下ろしていた窓に、ランバートの背中を勢いよく押しつける。

「言ったよな？　俺に許可なくエリナに触れることは禁じると」

　キットの声は低く地を這うようで、エリナに向けられた背中は怒りで小刻みに震えていた。

　ふたりが並ぶと実際に背が高いのはキットのほうであったが、体躯のしっかりとしたランバートと比べると、キットのほうが小柄に見える。もっとも、その腕や胸板が見た目ほど軟弱ではなく、むしろ強くて優しい安心感をもたらすものだということを、エリナはすでに知っているのだが。

（……って、そうじゃなくて！）

　一瞬ベッドの上でその光景に圧倒されてしまっていたエリナだが、慌てて飛び降り、ランバートの胸もとをきつく締め上げる腕にすがりついた。

「キッ……殿下、違うんです！　彼に、その、私をどうこうしようという気はなくて、ただ殿下を怒らせようと思っただけで……」

「だからなんだよ」

「え？」

　キットは腕にすがりつくエリナにかまわず、目の前のランバートをただきつく睨みつけている。

「こいつの事情も目的も、俺の知ったことかよ。そんなのはどうだっていいんだよ」

　触れたキットの腕に、さらに力がこもったのが分かった。キットは切れ長の目に怒りの炎を宿し、それを真っすぐにランバートへ向けている。

「エリナのこと、本気で好きでもないくせに、二度と軽々しく触るな！」

　キットと出会ったのはほんの数日前だが、その日数が示すよりも濃い時間を過ごし、彼を見つめてきたつもりだった。それでもキットがこんなふうに大声で怒りをあらわにするところなど、普段の過保護で屈託のない笑みを浮かべる彼からは想像できるものではなく、エリナはその深い青色の瞳に揺れる赤い炎に息をのんだ。

　青紫色の海の底で、赤い炎がメラメラと燃えている。

（え……あれ……？）

　しかしその炎がキットの瞳の中で実体をもって大きく揺れたのを見たとき、金縛りにあったように彼を見つめていたエリナはハッとしてキットの腕を離した。大きく目を見開いてキットの目に映る炎に息をのみ、そこから視線を引き剥がして振り返る。

　キットの視界には窓の外も入っているはずだが、怒りで頭に血が上り、ランバートだけを睨みつけているキットには見えていないのかもしれない。

　突然顔色を変えたエリナにキットとランバートもけげんな顔をしたが、それにはかまわず、窓辺に立つランバートの体を押しのけた。

　窓から中庭を見下ろし、目を凝らす。探すまでもなく、エリナは外に見えた光景に喉を詰まらせた。

「火が……！」

　庭園の向こうで、今まさに燃え尽きようとする夕焼けが火の粉を移していったかのように、煌こう々こうと燃え上がる赤黒い炎が見える。キットの瞳に映り込んでいたそれは、庭の奥にある小さなラズベリー畑を焼き尽くし、勝手口を伝って本館へと燃え移っていた。




　幸い、十三年に一度のラズベリーの収穫祭ともあって、普段より警備兵の数は格段に多かった。茜色に染まる中庭で雰囲気を楽しんでいる客も多く、火事に気づいた者はすぐに人々にそれを知らせたので、三人が本館へ戻り避難を促す頃には、客の半分以上が屋敷を出ていた。火もとから舞踏ホールまでは少し距離があるので、人々は警備兵と使用人たちの誘導で、大きなパニックを起こすことなく建物を離れる。

　そうして残った人々にも避難を促し、ホールの外へと誘導していると、ランバートの私兵が彼のもとへ走ってきた。畑を焼き尽くした炎は燃え広がるのが早く、調理場にまで燃え移ったために消火活動が困難だという。日も完全に沈み、暗い庭を照らすのは勢いよく燃える炎のみ。いったん全員、屋敷の外へ避難したほうがいいとのことだ。

「俺たちも早く出よう」

　主催者であるランバートとともに流れで避難の誘導に回っていたが、キットはエリナの手をきつく握って離さず、ここも危険と判断すれば今すぐにでも走りだしそうだった。

　キットの言葉にうなずいたエリナは、それでも少し不安そうにホール内を見回す。ウィルフレッドとウェンディの姿は見あたらない。エリナたちが戻ってくる前に、ホールを出たのだといいのだが。

「心配すんな、ウィルなら外にいる。あいつが本気になったんだから、彼女のことも気持ち悪いほど溺愛しているに決まってんだろ。きっとウェンディを抱き上げて、一番に脱出してるさ」

　キットには不安そうなエリナの考えが手に取るように分かるらしく、軽くおどけて従兄弟の〝溺愛〟を想像し、うんざりした顔をしてみせる。

（自分だって過保護なくせに）

　自分のことは棚上げなのか自覚がないのか、そんなキットがおかしくて、その気遣いがうれしくて、エリナは小さく微笑んだ。

　舞踏ホールに残っていた客の最後の集団が避難し、誘導していた使用人たちも慌ただしくホールを出る。エリナたちの周りには何人かの警備兵が付き添い、足早に廊下へ出ると、火もととは反対のほうへ誘導された。

　隣を歩くキットが、エリナの右手をぎゅっと強く握りしめる。エリナはそんなキットの横顔を見上げ、ドレスの隠しに入れてある小瓶に無意識に手を触れた。

（よかった、ちゃんとある）

　だけど、なにか。まだなにか、大切なものを忘れているような気がする。

　火もとはラズベリー畑だろうか。警備兵は燃え広がるのが早いと言っていたけれど、今夜は風もないし乾燥しているわけでもない。それに、ランバートとふたりで中庭を見下ろしていたときには火事の気配などなかったのに、ベッドに押し倒されてからほんの少しの間目を離した隙に屋敷にまで燃え移っていた。そして今は、調理場にまで……。

「あ……待って！」

　エリナはハッとして鋭い声をあげ、キットの手をすり抜けると、ふたりのうしろを歩いていたランバートを振り返った。勢いあまって胸にすがりつくのを、ランバートがけげんな顔で受け止める。

「アレは……ラズベリーはまだ棚の中に？」

「ああ、あの近くを警備していた者にはすぐに避難するよう、アリスが指示を出したと聞いた。おそらくまだ棚の中だろうが、そんなものはもう……おいっ！」

　ランバートの言葉を最後まで聞かないまま、彼の制止を振りきって反対方向へ走りだす。

「エリナ！　待て！」

　キットが切羽詰まった声で名前を呼ぶのが背中越しに聞こえたが、それも無視してさっきランバートに連れられた道を一目散に駆けていった。

　あそこにはまだ、ラズベリーがある。エリナはラズベリーの実をひとつしかもらっていないし、これはキットのためのものだ。棚の中のものがなければエリナは、あと十三年は確実に小説に閉じ込められたままになってしまう。

　そしてなにより、理由は分からないが、もしエリナの想像が正しければ彼女はまだそこにいる気がする。

　調理場までの道を完璧に覚えている自信はなかったのだが、濃くなる煙とごうごうと渦巻く炎の音に導かれ、いっそう暗いほうへと進めば、迷うことはなかった。
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　調理場の壁や天井は燃えていたが、炎と煙の中をかろうじて進むことはできる。

　エリナがラズベリーの置いてある小さな部屋へ飛び込むと、炎の中に人影がゆらりと揺れた。部屋の中はすでに火が燃え広がり、これ以上中へ入るのは困難だ。

「アリス!?　そこでなにをしている！」

　キットとともにエリナの後を追ってきたランバートが、そこに立ち尽くす彼女を見つけて驚きの声をあげた。普段は重低音の落ち着いた彼の声が、悲鳴のように響いて炎に包まれる。

「早くこっちへ来い！」

　ランバートが懇願するように、燃え盛る火の向こう側に立つアリスへ手を伸ばす。

　表情をなくしてただ立ち尽くしていたアリスは、ランバートの姿を認めた瞬間、幼い女の子のように泣きだしそうな顔をした。

「わ、私……ラズベリーもこのお屋敷も、ランバートを縛りつけるから……みんなが、そのせいで……」

　取り乱したアリスは、それでもそこから動こうとはしない。怯えたように首を振り、震える唇から脈絡のない言葉をこぼすばかりだ。

　やはりこの火事は、アリスによるものなのだろうか。

「ラズベリーがなくなればって、ごめんなさい……私、でも……」

　アリスはランバートの伸ばした手を掴むどころか、そのままゆるゆると後退する。

　エリナの見たところ、彼女は賢く理知的で意志の強い女性だった。そんなアリスだからこそ、警備にあたっていた者たちの目を盗んで火をつけられたのだろうし、誰一人負傷させることもなく避難させることができたのだろう。

　しかし炎の中でランバートと対面したアリスは冷静ではなく、弱々しく見える。

「いいから！　とにかく早くこっちへ来るんだ！」

　ランバートが焦れて大声で叫ぶと、うつむいていたアリスが弾かれたように顔を上げた。そしてフルフルと慌てて首を振る。

「ダメなの。私、好きなの。ランバートのことが、兄としてではなくて。だから幸せになってほしくて、だけど私、もうこんな……あなたにひどいこと……」

　アリスはもう完全にパニックを起こしている。

　部屋の中に渦巻く火は勢いを失うことなく、天井がパキパキと嫌な音を立てる。

（このままじゃ間に合わない）

　エリナはドレスの裾をグッと掴んで持ち上げた。

「エリナ？」

　キットがその様子を目の端に捉え、不審に思って声をかける。

「アリス！　ラズベリーも屋敷も、なくなったってかまいはしない。だけどお前がいなくなったら、私は一日だって生きていられない！」

　そう叫んだランバートがついに火の中に飛び込むより、一瞬早く。キットが腕を掴むより、一瞬早く。足の裏に力を込め、床を蹴り、炎の渦巻く部屋の中へエリナが勢いよく飛び込んだ。肌をかすめる炎が熱く、ドレスの裾を風が煽る。

　放心状態で立ち尽くすアリスの腕を掴み、そのまま反動をつけて投げるようにランバートのほうへ押しやった。ランバートがその体をしっかりと受け止めたのを視界の隅で捉え、振り返ることなく部屋の奥へ走る。

「バカ野郎！」

　泣き叫ぶようなキットの声が背中にあたった。

　目を開けているのも困難で、細めた視界でラズベリーがしまってある棚を探し、両開きの扉の取っ手に飛びついた。

「あああっ！」

　金属でできた取っ手は、焼けつくように熱く、喉から悲鳴がもれる。手のひらが痛い。喉を開けば苦しいし、体の奥を焼かれているかのようだ。

　それでも懸命に扉を開けようとするのに、それは開かなかった。

（ああ、鍵が……）

　そうだ、ランバートはあのとき、ラズベリーを入れた戸棚に鍵をかけたではないか。あの鍵は確か、侍女が持っている。

　煙を吸ってしまったのか、意識がもうろうとする中、うっすらとそんなことを思った。頭上でバキバキと大きな音がして、この部屋もいよいよ崩れ始めるのかと思う。

（戻らなきゃ）

　キットが泣きそうな顔をしている気がする。それに自分は、キットの命を救うための小瓶を持っている。どうして戸棚に鍵がかかっていることを、思い出せなかったんだろう。

　思考だけがぐるぐると頭の中でせわしなく回り、体は思うように動かない。

　天井が崩れ落ちる音がする。

「瑛莉菜！」

　意識が途絶えたからなのか、崩れ落ちる天井の下敷きになったからなのか、どちらかは分からないが視界が暗転する。だけどエリナはそのとき、誰かに強く抱きしめられ、本当の名前で呼ばれたような気がした。





＊　＊　＊






　収穫祭に参加していた一般市民などは、積極的に消火活動に加わった。

　負傷者はほとんどなく、数人が避難の際に軽い怪我を負った程度だったのは、アリスが火を放つと同時に警備兵に火事を知らせたからだ。養女として侍女や兵士たちにも信頼の厚い彼女は、的確な指示を与え、皆その通り収穫祭の参加者たちの避難を誘導した。その場で誰かが火もとを確認すればボヤ程度にもならなかったはずだが、アリスは人払いをした後、さらに屋敷のほうにも火をつけていた。そのときはアリスを疑おうなどという者はいなかったし、とにかく彼女の指示に従うのみだったのだ。

　火はラズベリー畑の大部分と本館の一部を焼いたが、夜が更ける頃にはほぼ消し止められ、遠方から来ていた参加者たちは別館へ移って夜を明かすこととなった。

　そして、長い夜が終わろうとするほんの少し前。

　キットは目を覚ましたとき、まったく舌打ちをしたい気分だった。

　エリナが泣いている。その横にはなぜかランバートがいるし、ウィルフレッドとウェンディが心配そうな顔で覗き込んでいるのも見えた。部屋の中には王宮で見るよく知った使者の姿もあるようだ。

「……ったく、泣き顔なんかほかの男に見せんなよ」

　喉を焼かれたのか、かすれた情けない声しか出ない。

　それでもエリナは泣き濡れた瞳をハッと見開き、ベッドに横たえられたキットの顔を覗き込んだ。

「キット！　もう、バカ！」

「バカはお前だろーが」

　エリナが火の中に飛び込んだときほど、泣きたい瞬間はなかった。離れていく背中にもう二度と手が届かないのではないかと思うと、吐き気がするほどの恐怖がこみ上げた。

　天井だか壁だか、部屋が崩れ始める中、エリナを捕まえて抱き込むまではよかったのだが、その後はよく覚えていない。意識を失ったエリナを抱えて、歩いているのか這っているのかもよく分からない状態で部屋を脱出し、そのままフッと気が抜けてしまったのだ。

　まだ体は動かせそうになかったが、とりあえず意識ははっきりした。泣いているエリナの隣にいたのが、ランバートだったのが気に食わない。

「キット、大丈夫か？　そのまま目を覚まさないんじゃないかって、心配したぞ」

「エリナさんも、どんどん憔しょう悴すいしていくし。でもよかった」

　ウィルフレッドとウェンディは顔を見合わせ、それぞれキットに声をかけた。ランバートも心なしか、ホッとしたような顔を見せる。

「キット、これ」

　エリナが祈るように握りしめていた小瓶の蓋を開けると、濃厚で甘酸っぱい不思議な香りが漂ってくる。一週間前、弥生の部屋で嗅いだものと同じ香りだ。

（ああ、そうか）

　十三時間が経過し、禁断の青い果実が完成したのだ。よく見回してみれば、部屋は別館のうちのどこか一室であろうが、薄く朝日が差し込んでいる。まだ完全には日も昇っていないのだろうが、もう八日目の朝がすぐそこまで迫っていた。

　キットの体が思うように動かないのは、そのせいなのかもしれない。

「これ、もう完成してると思うから」

　エリナがキットの上半身を起こすのを、ウィルフレッドが手伝う。そして小瓶から空色に染まった果実を取り出し、キットの口もとへ運ぶ。

「今はまだ苦しいかもしれないけど、早く食べて。急がないと、また……」

　またキットが、眠りに落ちてしまう気がする。そして今度は、そのまま永遠に目を覚まさない。

　キットは涙で揺れるエリナの瞳に見つめられ、染め上げられた禁断の青い果実と同じ色をしていると思った。

「お願いキット、早く」

　口もとに果実を押しつけてくるエリナの手には、痛々しい包帯が巻かれている。あんな無茶をするからだ。

　結局戸棚の中にあったらしいラズベリーは焼けてしまったのだろうし、これが唯一完成した禁断の青い果実だ。これをキットに食べさせてしまえばエリナは、あと十三年は小説の中に閉じ込められたままだというのに。それでも彼女は泣きながら懇願している。空色の瞳に涙をいっぱいにため、キットの唇に果実を押しつけて、なんとか口を開けさせようとする。

　そのアーモンド型のキレイな瞳は、もとの世界に戻ったら、どんな色で自分を映すだろうか。

『私にもあなたのこと、大事にさせて。愛してるから』

　エリナのその言葉を思い出せば、うれしいやら照れくさいやら先を越されて悔しいやらで、結局怒ったような顔になってしまった。

「お前まさか、ここに残ろうとか思ってんじゃねーだろうな」

「え？」

　今でもキットのことを小説の中の王子様だと思っているエリナには意味が通じず、果実を持った手からふと力が抜ける。キットはその手を掴んで自分の口もとへ引き寄せ、反対の手でエリナの体を抱き寄せた。

「んなことさせるかよ」

　つぶやいて、エリナの指先ごと禁断の青い果実をパクリと口に含む。途端に懐かしく甘い香りが広がる。それを見てホッとした顔を見せる彼女が、愛おしくて仕方がない。

　引き寄せたエリナの体を片腕で抱きしめ、顎を掴んで上向かせる。

「ずっと俺のそばにいろよ」

　なによりも自分を守ろうとしてくれる、華奢でやわらかい体を抱き込み、彼女がまたたく間に唇を重ねた。

「んっ」

　エリナは少し驚いた表情を見せたが、怯えた様子はなく、キットにそっと体を預けてくる。彼女がうっとりと目を閉じた隙に、いっきに唇をこじ開け、舌の上にのせた禁断の青い果実をエリナの口の中に押し込んだ。

「んん!?」

　エリナはびっくりして目を見開き、それを舌で押し返そうとしてくる。

　単なる軽い愛情表現にしては濃厚すぎるキスを始めたふたりに、ウィルフレッドとランバートはぽかんと口を開け、ウェンディは顔を真っ赤にして慌ててうつむいた。

　部屋の中に白い光があふれて、ついに太陽が昇り、八日目の朝がふたりの体を包み込む。

　できればもっとロマンチックな状況で、エリナの合意の上でうっとりするようなキスをしてやりたかったが、仕方がない。身をよじって逃げようとするエリナをきつく抱きしめ、舌を絡め取り、強引に口内に押し入る。

　エリナの舌の上で甘酸っぱい果実が弾ける感触がして、彼女の瞳から涙がこぼれ落ちた。

（泣くなよ、瑛莉菜）

　これがふたりの、初めてのキスだ。

　目が覚めたら、彼女は怒るだろうか。できることなら、もっと優しく抱きしめて、甘くとろけるように、ゆっくりとその唇を貪りたい。そうは思うものの、キットは涙で濡れたエリナの頬をなでて、ふっと笑みをこぼした。

　世話の焼ける兄と、放っておけないその担当編集者のせいで、小説の世界に潜り込むことになってしまった。それでも、最初はただなんとなく目を離せない存在だった彼女が、こんなにも愛おしく大切な人になって、そして同じように自分を見つめてくれていたのだから。

　この七日間も、そう悪くはなかった。

　窓から差し込むまぶしいほどの朝日を背中に浴び、最後にぎゅっと腕の中のエリナを抱きしめて、キットは再び意識を手放した。
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　目を覚ましたとき、涙で濡れていた頬は乾いて冷たくなっていた。

「宇野ちゃん？　気がついた？」

　しばらくご無沙汰だった現代的な明るさに目を細め、まばたきをすると、視線の先に担当作家の姿が映る。弥生はちゃんと、人の姿をしている。

　どうやらここは弥生の部屋で、瑛莉菜はリビングにあるソファに横たわっているらしい。

「よかったあ。宇野ちゃんも目が覚めたんだね」

　弥生がホッと胸をなでおろし、ソファの横に脱力して座り込んだ。

　なんだかずいぶんと長い夢を見ていたような気がする。それも、やけにリアルでドタバタと忙しい夢だった。

　腕を持ち上げて、手の甲を額にあてる。その手のひらに白い包帯が巻かれているのを見た瞬間、瑛莉菜は慌てて飛び起きた。

「あ、私……！」

「もう大丈夫だよ。ちゃんと小説の中から、戻ってこられたんだ」

　いつになく優しい顔をした弥生が、ぼうぜんとして自分の両手を見つめる瑛莉菜をそっと覗き込んでくる。その表情になぜかキットの面影を見つけて、途端に瑛莉菜は胸の奥をきつく締めつけられた。

「私、戻ってきちゃったの？」

　あんなにもとの世界へ戻りたいと思っていたのに、つぶやいた自分の声はあまりに弱々しくて頼りない。瑛莉菜はそれを耳にした途端泣いてしまった。濃い茶色のアーモンド型の瞳から、次々と涙があふれてくる。

「どうしよう、私……あれを食べなきゃキットは死んじゃうのに！　どうしてキットは……」

「うっ!?　う、宇野ちゃん、頼むから泣かないで」

　弥生がオロオロと慌ててなだめるが、瑛莉菜はついに両手で顔を覆い、ソファに座り込んで本格的に泣きだした。

　キットはどうなったんだろう。まさか死んでしまったのだろうか。夜中怖くなるほどキレイな顔で眠っていて、早く目を覚ましてほしいとひたすら祈った。間に合ったと思ったのに、キットはどうしてあんなキスをしたのだろう。

　もう一度。一度だけでいいから、彼の声を聞けたなら。

「おい、なに泣かしてんだよ」

　あまりに強く願ったから、それも幻聴なのかと思った。だってあの変な実を食べたせいで小説の世界に放り込まれたのだから、今さらそのくらい不思議ではない。

「稀斗がそばにいないからだろ！　だから宇野ちゃんの近くを離れるなって言ったんだ」

　だけど弥生がその声と会話をしている。幻聴ではないのだろうか。

　瑛莉菜は期待とそれを裏切られる恐怖に震えながら、ゆっくりと顔を上げた。

「うるせーな、トイレくらい行かせろ」

　廊下からリビングへ入ってきたその人は、弥生の部屋着を借りたのか、緩い格好をしていて、黒い髪もなんだか無造作に乱れている。目を丸くして息を止める瑛莉菜を照れたようにちらりと見て、弥生を押しのけると、ソファに座る瑛莉菜の前にしゃがみ込んで見上げてきた。

「瑛莉菜」

「……キット、なの？」

　目の前にいるのは、紛れもなく、小説の中で出会った王子様のように見える。切れ長の目や、瑛莉菜を呼ぶ声や、見つめる表情は間違いなくキットのものだ。

　あの不思議な深い青紫色の瞳が、吸い込まれるような漆黒に変わっていても。

「〝きいと〟」

「え？」

「稀斗。それが俺の本当の名前だから。言ってみろ」

　瑛莉菜の膝の上で震える手をそっと握り、包帯の巻かれた手を優しくなでる。

「き、稀斗……？」

「ん、そう。コロコロ呼び名が変わって悪いけど、これからはそれでよろしく。瑛莉菜」

　ニカッと笑った屈託のない表情に、瑛莉菜は確信した。

　これはキットだ。いや、正確にはキットは稀斗だったのだ。話でしか聞いたことがない弥生の弟に小説の中で出会い、しかも恋に落ちていたなんて！

「なっ、なんで言ってくれなかったの!?　私、キットのこと好きになっちゃったって、でも小説の中の王子様だからって、すごく悩んだのに！」

　瑛莉菜がそう叫んでつい稀斗の手を振り払うと、彼は慌てて立ち上がり、瑛莉菜の隣に腰を下ろした。彼女の体を自分のほうに向かせ、バツの悪そうな顔で言い訳をする。

「わるかったよ、でもそうするしかなかったんだ。王子と侍女に、必要以上の面識があっちゃおかしいだろ」

「そうかもしれないけど……！」

　たしかに、小説の設定ではふたりは初対面だったし、その設定以上の繋がりがあっては物語がおかしな方向に進みかねない。それでもあんなにキットを思って涙した自分がバカらしく思えて、瑛莉菜はぷいっとそっぽを向いた。

「瑛莉菜。頼むから、怒るなよ」

　稀斗は情けない声で許しを乞い、目を合わせようとしてくるが、瑛莉菜は身をよじって逃げる。

「私になにも言ってくれなかった」

「ごめんって」

「私に勝手にキスした」

「それは……！　わるかった」

　瑛莉菜はふくれっ面のまま、シュンとする稀斗を横目に見た。

　もう二度と、会えない人かと思った。これは叶わない恋で、叶えてはいけない恋で、小説の中の王子様相手には、どうすることもできないのだと。本当は触れることも許されない人なのに、苦しくなるほど恋い焦がれて、そんな彼が命を落としてしまったのかと思った。

　瑛莉菜は振り向いて稀斗の首のうしろに腕を回し、困った顔をする彼を引き寄せた。吸い込まれるような漆黒の瞳は、深い青紫色のキットの瞳より、ずっと温かくて魅力的だ。

「本当に、死んじゃうのかと思ったの。あんな思いさせたら、もう二度と許さないんだから。稀斗のバカ」

　唇の上でささやいて、その存在を確かめるようにキスをした。

　稀斗は少し驚いた顔をして、それからふっとうれしそうに笑い、瑛莉菜の体を思う存分ギューッと強く抱きしめる。

　そんな彼らを見て、七日間ふたりを見守り続けた弥生は満足そうに微笑み、しばらくして勝ち誇った顔で胸を張った。

「ほらね！　魔法を解く鍵は、真実の愛のキスだって言ったでしょ」
















８日目　ロマンス小説の後夜













　季節は巡り、暑い夏が街中を蒸し上げる。

　弥生の部屋には冷房がガンガンにかかっていて、瑛莉菜は強制的に薄手のカーディガンを羽織らされていた。むろん、過保護な彼によって。

「ねえ宇野ちゃーん、暑くない？　もう無理じゃない？　夏は休業にしようよー」

　テーブルを挟んで瑛莉菜と向かい合う男は、夏でなくてもずっとこの部屋にこもっているくせに、頬をベッタリとテーブルに押しつけて休業を提案する。

「なに言ってるんですか！」

　瑛莉菜はふたりの間に置かれた一枚の紙を手に取り、机に突っ伏す弥生の目の前に無理やりビシッと突きつけた。紙には『増刷決定』の文字がデカデカと印刷されている。実はこれは六刷目だ。発売以降飛ぶように売れ、次々と重版が決まっている。

「この『公爵様のプロポーズ！』がヒットした今、先生に書いてもらわないと困るんです。編集部も期待しています！」

「えー。だって宇野ちゃん、前も同じこと言ったよ」

　弥生は唇を尖らせ、様子をうかがうようなまなざしで見上げてきた。

　今回増刷が決定した『公爵様のプロポーズ！　～偽りの出会いと乙女の初恋～』は、この夏に出たミエル文庫の売れっ子作家・やよいはるの新作だ。

　社交界で人気ナンバーワンのイケメン公爵、ウィルフレッド・ランスが、なんやかんやで社交界嫌いの美しき伯爵令嬢、ウェンディ・コールリッジに求婚する話である。ふたりは困難を乗り越えて愛し合うようになり、結婚を約束し合った後も、ウェンディの父や国王や国の歴史など、様々な壁にあたりながらも最後には幸せな結婚をする。アニメ放送も好評だった前作『結婚しナイト！』の影響もあり、また、脇役たちの小話もおもしろいと評判で、あっという間に人気に火がついたのだ。

「それが兄貴の仕事なんだろ。ぐだぐだ言うなよなぁ」

　ソファの上で優雅に昼寝をしていたはずの彼がポツリと言い、弥生は体を起こしてソファからはみ出している長い脚をキッと睨みつけた。

「最近冷たいぞ、稀斗！　どうせ宇野ちゃんと早くデートしたいだけだろ！」

「分かってんなら早く瑛莉菜を返せ」

　稀斗は忙しい仕事を調整して、瑛莉菜がここへ来るときはだいたい合わせてやってくる。というのも、弥生の原稿が進まなければ満足にふたりで会う時間もないからだ。

「だってもう疲れたんだよう。乙女の恋心なんてもう分からないんだよう」

「大丈夫ですよ。前回だってそう言って、ちゃんと書けたじゃないですか」

　泣き言を並べる弥生をなんとかやる気にさせようと、瑛莉菜は懸命に励ます。やよいはるが人気絶頂の今、なんとしても次回作の原稿をもぎ取らなければ。

　すると弥生は、突然いたずらを思いついたみたいに、ポンッと指を鳴らした。

「そうだ！　宇野ちゃん、もう一回行ってみない？　小説の中」

「ふざけんな、ダメに決まってんだろ」

　瑛莉菜もそんなのは二度と御免だが、彼女が拒否するより早く、稀斗が起き上がって弥生を非難する。

「やよい先生！　私もう二度とあんな体験、嫌ですからね」

「え～、いいじゃない。おかげで大好きな稀斗くんに出会えたわけだし。今回もイイ男とのシーン、大量に盛り込んであげるからさ」

　そこでちらりと稀斗のほうを見て、ニヤリと笑ってウインクをした。

「前回よりもっと濃厚なラブシーンもサービスするよ」

「おい待て、俺も行く」

　弥生に挑発されてまんまとソファを立ち上がった稀斗に、瑛莉菜は泣きたくなる。

「ちょっと待って！　私は行くなんて言ってない！」

「まあまあ、これも原稿のためだよ」

　言質をとった弥生はほくほく顔でパソコンに向かい、もう瑛莉菜の話を聞く気はなさそうだ。なにかネタを思いついたのか、プロットをつくり始め、ルンルンと鼻歌を歌いながら設定を練る。

　稀斗が泣きだしそうな瑛莉菜のそばへやってきて、腰に腕を絡め、頭のてっぺんにキスを落とした。

「どうすんの、稀斗のバカ」

「わるい。でも兄貴ならお前を騙してでも絶対やる。前回で味を占めてんだよ。それなら、ひとりで行かせるわけにはいかないだろ。ついでに向こうで思う存分デートしてこよう」

　身をよじって暴れる瑛莉菜の髪を梳いて、勢いで合意してしまったことに少しバツの悪そうな表情を見せる。瑛莉菜の頬をなで、いつも稀斗を虜にする彼女の濃い茶色の瞳を覗き込んだ。

「瑛莉菜がどうしても嫌なら、俺ひとりで行ってもいいけど」

　しょんぼりと困ったように眉をハの字にしているが、瑛莉菜には分かる。稀斗は彼女がなんと言うか分かっているくせに、直接瑛莉菜の口から言わせたいのだ。

　ズルくて、それでも敵わなくて、どうしようもなく好き。

「……ダメ」

　瑛莉菜が唇を尖らせて拗ねると、稀斗はいつも通りうれしそうな顔をした。

「絶対お前をひとりにはしないから。好きだよ、瑛莉菜」

　こんなことでほだされてしまうほど、自分はこの男に惚れているのだろうか。瑛莉菜はうんざりするくらいに膨れ上がる気持ちをいつも持てあまし、それを受け止めてくれる稀斗に、さらに身を焦がされるばかりだ。

「キスしていい？」

　いたずらっぽく光る黒い瞳に、答える代わりに目を閉じる。

　稀斗が小さく笑う気配がして、瑛莉菜の尖らせた唇に優しく自分のそれを重ねた。強くて優しい腕で胸の中に囲われて、ぎゅっと抱きしめられれば、瑛莉菜にはもうなす術がない。

　稀斗のくれるキスは悪い魔法を解く鍵で、だけど厄介な魔法をかけるキスだ。瑛莉菜をうんと夢中にさせ、うっとりさせて、ほかにはなにも見えなくする。

　ほかの誰にもできない、稀斗だけの特別な魔法。

「よし！　次はこれでいこう！」

　パソコンに向かっていた弥生が顔を上げる気配がしたので、名残惜しく唇を離す。

「続きは後でな」

　稀斗に耳もとでささやかれて、瑛莉菜は甘い目眩に身を委ねた。

　今夜のデートは、うんと長くなりそうだ。
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漆黒の準男爵と横恋慕の遊戯




　ニコラス・マギニスが死んだ。

　その報せを受けて、瑛莉菜はまた男の部屋へ乗り込まなくてはならなくなった。ヒーローを殺すのは弥生が行き詰まっている兆候だ。

「だってさ、こいつらがいけないんだよ。いつまでもウジウジ悩んでいるから。五年も両片思いってなんだよ、もう。まどろっこしくて付き合いきれない」

　弥生は頬杖をつき、ツンとしてそっぽを向いている。

　瑛莉菜が床に放り出されたノートパソコンを拾い、テーブルの上にのせた。弥生の向かい側に腰を下ろす。

「やよい先生。お願いですから、勝手に悲恋物にするのはやめてください。ちゃんとハッピーエンドにしてくれないと。ニコラスが死んだらマリーは生涯幸せになれないんですよ」

「大切な存在ってのはね、失ってみないとその大きさが分からないんだ。それを理解しないと、マリーはハッピーエンドにも気づかないよ」

　瑛莉菜はため息をこらえた。だからって、ニコラスを失っては取り返しがつかないのに。

　一年前に発売された『公爵様のプロポーズ！』は大ヒットした。漫画化の企画も持ち上がり、過去作にも重版がかかった。やよいはるの勢いは衰えるところを知らない。恋愛小説好きの読者なら誰でも、一度は名前を目にしたことがあるだろう。書けば売れる作家だというのに、弥生は相変わらずこの調子だった。瑛莉菜が叱咤してようやくノロノロと執筆を始めるかどうか、というところだ。他社からのオファーはことごとく断っているらしい。

　弥生が目の前に置かれたノートパソコンをぐいっと端へ押しやる。それから身を乗り出し、口角を上げてニヤリと笑った。

「宇野ちゃんも気をつけたほうがいいよー。知ってると思うけど、俺の弟、ヤキモチやきだからね」

　弥生が顎でソファのほうを指す。こちらに背を向けてはいるけれど、稀斗がふて腐れているのはうしろ姿だけで分かった。

「宇野ちゃんがデート放ったらかして、俺の部屋にばっかり来るから。かわいそうだよなあ。大事な彼女がほかの男に夢中なんて」

　瑛莉菜がむすっとして唇を尖らせた。

　稀斗とは土曜の昼から会う約束をしていた。といっても、週末に特別な計画を立てていたわけではないし、瑛莉菜が稀斗の部屋を訪れるというだけの約束だ。

　弥生からニコラスの訃報が届いたのは金曜の夜だった。締め切りが迫っているのに、土日の二日間を無駄にさせるわけにはいかない。

「し、仕事なんです。だいたい、誰のせいだと思ってるんですか」

「はいはい。俺だね、俺。俺が書かない限り、朝も昼も夜も休日も、宇野ちゃんはずーっと俺とふたりきりだね」

　ソファにふんぞり返った稀斗が盛大に鼻を鳴らす。

「アホか。ふたりきりにさせたくないから、デート断られた俺が来てんだろ。俺のいるうちにさっさと書けよ。いい加減、瑛莉菜連れ去るぞ、この間男が」

　瑛莉菜は顔を真っ赤にした。眉を下げてボソボソと口の中で言い返す。

「やよい先生はお兄さんでしょう。稀斗だって、仕事がんばれっていつも言ってくれるのに」

　稀斗が振り返って瑛莉菜を睨んだ。恨めしそうに細められた目は、ちょっと本気で拗ねている。

「兄貴だろうと、俺以外の男だ。自分の女がほかの男と部屋にふたりきりなのを喜ぶ奴がいるか。お前は仕事なら俺がなにしてもいいのかよ」

「そ、そんなことないけど……」

　弥生がふたりのやりとりを聞いてほくそ笑んでいる。弟たちの関係を観察するのは、この頃の閃きの源だった。おもしろがって口を挟む。

「ねえ、宇野ちゃん。あんなこと言って、稀斗って本当に隅に置けないよね。ついこの間も取引先の女の子から食事に誘われてたくせにさ。仕事だったら断れないよねえ。こんなモテ男、俺なら付き合っているのも不安だなあ」

　瑛莉菜がサッと青くなって目を見開いた。うつむいて唇を噛みしめる。

「くそっ」

　稀斗が毒づいて立ち上がった。瑛莉菜に泣きそうな顔をされて、そっぽを向いていられるほど余裕はない。早足でテーブルに歩み寄る。

「打ち合わせの日程を確認してただけだし、ふたりきりじゃない。だいたい、彼女はもうすぐ結婚するんだ」

「へえ、婚約者がいるのか。でも分かんないよ。本気で惚れた男と駆け落ち結婚とか、あるかもしれないし」

「滅多なこと言うな、バカ兄貴」

　稀斗が瑛莉菜のすぐ横に立つ。テーブルと椅子の背もたれに片方ずつ手をつき、瑛莉菜に覆いかぶさるようにして、うつむいたつむじを見下ろした。

「ほら、キスしてやるから顔上げろ。それで今回のことは許すよ」

　瑛莉菜がほんの少しためらってから首を振る。

「いい。しない」

　稀斗は頭を抱えたい気分だった。これ以上ないほど瑛莉菜に夢中になっているはずなのに、ほかにどうしろというのか。

「怒るなよ。不安になるくらいならよそ見するなって。いつも俺の一番近くにいたらいいだろ」

　瑛莉菜がカッとなって稀斗を見上げる。

「怒ってない。よそ見もしてない。今よりもっと稀斗のこと好きになったら、そっちのほうが怖い」

　稀斗は歯を食いしばって低く唸った。もうなんでもいいから、無理やりにでもキスをしてやりたい。その口を塞いで、腕の中に閉じ込めて、身動きもできないようにしてしまいたい。

　痴話喧嘩をしているふたりのために、弥生がキッチンから飲み物を運んでくる。テーブルの上にコップをふたつ差し出した。

「まあまあ、これでも飲んでササッと仲直りしなよ。十八世紀のスコティッシュエールの造り方を参考にしてみたんだよね。ちゃんとモルトの風味がするといいんだけど」

　頭に血が上っていたので、稀斗は深く考えずエールに手を伸ばした。普段は弥生の部屋で飲み食いしない瑛莉菜も、稀斗が一緒にいるこのときばかりは油断していた。

　弥生が満足そうにうなずいてノートパソコンを引き寄せる。

「婚約者がいても本気で惚れた男と駆け落ち、か。ニコラスとマリーには、そのくらいの衝撃が必要だよね」

　部屋にいるのは、もう弥生ひとりだった。
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　マッカラム侯爵令嬢エリナは七日後に結婚する。

　婚約者はグレン侯爵の次男のニコラス・マギニス卿で、エリナとは幼馴染だった。父親同士の仲がよく、毎年夏になると、エリナたち家族は北にあるグレン侯爵の領地を訪れる。冬には彼らがマッカラム邸へやってきた。エリナとニコラスはお互いの兄弟たちの中でたまたま同じ年の春に生まれ、初めて顔を合わせたときからふたりは婚約者だった。

　エリナはウェディングベールにレースを縫い付ける手を止めた。暖炉の前の椅子から立ち上がり、窓辺に寄る。屋敷の外には雪が積もっていた。

　エリナのバラ色の唇からため息が落ちる。

「いったいどこでなにをしているの。もう待ちくたびれそうなのに」

　窓に寄りかかり、憂鬱そうに頭を預ける。エリナはもうすぐ花嫁になるのに、世界中で一番寂しそうだった。

　エリナにはふたりの兄とふたりの姉、それから年の離れた妹がひとりいる。兄たちと姉妹はみんな金色の髪にエメラルドの目をもった美しい容姿をしていたけれど、エリナだけは黒い髪と空色の目だった。家族のことは愛している。みんなもエリナを愛していた。でもエリナはいつもどこか疎外感を拭えなかったし、なにかが欠けているという気がしていた。ずっと、誰かを待っている。

　美人で聡明なふたりの姉も政略結婚だった。遠い国に住む、顔も見たことのない男性に嫁いだ姉たちに比べれば、ニコラスと結婚できるエリナはきっと恵まれている。生まれ育った土地で結婚の誓いを結び、グレンでも義両親たちが歓迎のパーティーを開いてくれるのだから。ニコラスとは幼い頃から仲がよかったし、立派に成長した彼は、今では優しく逞しく見目麗しい好青年だ。

　エリナは椅子の上に放り出したウェディングベールに視線を戻した。七日後には結婚式をあげるというのに、手作りのベールはなかなか完成しない。裁縫は得意なほうだけれど、作業は捗らなかった。

　エリナはまたため息をついた。

「でも、彼とは違うもの」

　エリナには分かっていた。ニコラスのことは好きだけれど、愛しているのは彼じゃない。エリナはずっと違う男の迎えを待っているのだ。

（ねえ、私、本当にこのままニコラスと結婚するの？）

　部屋のドアをノックする音が響いた。エリナの返事を待たずにドアが開く。顔を覗かせたのは妹のマリーだった。

「エリーお姉様！　またレースを縫うのをサボっているのね。お母様は、お姉様の邪魔をしてはいけないから部屋には行くなと言うのよ。でも、サボっているなら私が話し相手になっても邪魔ではないでしょう？」

　マリーは十七歳になったばかりの末の妹だ。好奇心が強くて口が達者なところもあるけれど、誰もマリーの魅力には抗えない。マリーの髪は兄妹の中で一番淡い金色で、目は一番濃い緑色だった。肌は白く、唇は赤い。華奢な体一身に家族の溺愛を受けて育ったから、両手いっぱいの花を出会う人、一人ひとりに配って回るように、マリーはすべての人に愛を分け与えられる少女になった。マリーを好きにならない人はいないし、エリナも妹のことが好きだった。

　若草色のドレスを着たマリーが、姉の手を取って暖炉の前に引っ張っていく。エリナをふたりがけのソファに座らせると、マリーはその横を陣取った。

「また王子様のことを考えていたんでしょう。きっとそのうち、ウェディングベールに王子様の名前を刺繍するつもりね」

「そんな人のこと、考えていないわ」

　エリナは嘘を言った。マリーがうれしそうに顔を寄せる。

「お願いよ。ほかの人の妻になってしまう前に教えてちょうだい。エリーお姉様の夢の王子様はなんてお名前なの？」

　部屋には姉妹のほかに誰もいないのに、マリーが声を潜めてささやく。

　マリーは姉たちの中で一番優しくて上品なエリナのことが大好きだ。派手さはないけれど、知性があって美しくて、夏の空のように澄んだ水色の目をしている。マリーは小さい頃から、エリナの神秘的な黒い髪がうらやましくて仕方がなかった。

　そのエリナが、幼いマリーにだけこっそり語ってくれた秘密がある。姉には王子様がいるのだ。夢で会ったのだという。マリーはそのおとぎ話が好きだった。

　エリナの王子様は、黒い髪と青い目をしているらしい。

　マリーの胸が期待に高鳴る。

　エリナはむすっとして頬を膨らませた。ほかの誰かに彼の名前を打ち明けたことはなかったけれど、結婚を目前にして投げやりな気分になっていた。

「……キットというのよ」

　エリナが唇を尖らせてつぶやく。マリーはがっくりと肩を落とした。

「それじゃあ、あの海賊とは違うのね」

　エリナは耳を疑った。

「海賊ですって？　マリーってば、また無茶なことをしたんじゃないでしょうね」

　港を管理するマッカラムの街には、そういう輩が出入りすることもある。海の向こう側には幾度となく戦を重ねてきた敵国があり、戦時になれば傭兵が集まってくる。平時でさえ、父が雇った私掠船の船乗りたちが、海峡で略奪行為を働く敵国の船をとっちめようと、さらに暴れまわっているのだ。

　けれどマッカラムの令嬢は、そんな男たちと出会ったりしない。妹は時々お転婆が過ぎる。いつか厄介なことに巻き込まれるのではないかと、ヒヤヒヤして仕方がなかった。早く誰かがマリーを捕まえてくれたらいいのに。

　マリーが笑って首を振る。

「していないわ、お姉様。侍女たちから聞いたの。この前の戦争でお父様のために働いた凄腕の傭兵が、街に滞在しているのですって。ブラック・バロネットというのよ」

　エリナは片方の眉をしかめた。

　ブラック・バロネット。漆黒の準男爵という意味だ。

「その男は爵位持ちなの？」

「いいえ、そう呼ばれているだけ。本当の名前は数人の仲間しか知らないの。今は傭兵として大陸を渡り歩いているけど、その前は商人だったとか、海軍の将校だったとか、どこかの貴族の息子だとか、いろいろな噂があるのよ。生まれた国もはっきりしないわ。私はきっと、ヴァイキングの子孫というのが正しいと思うけど」

　エリナは令嬢らしくもなくふんっと鼻を鳴らした。怪しい男。

「それで、その海賊がなぜ準男爵を名乗るの？」

「名乗っているんじゃないわ、誰もがそう呼ぶの。腕の立つ荒くれ者の傭兵なのに、すごく品があるのですって。つまりハンサムってこと。高貴で高潔で威厳があるの。マッカラムの娘たちはみんな夢中よ。簡単に説明すると〝とっても最高だった〟って、花屋のタチアナが言ってたわ。きっと吟遊詩人みたいにお話が上手なのね」

　エリナは目を回した。

（ああ、かわいいマリー。タチアナの口に蓋をしてこなくちゃ。妹になんて低俗なことを吹き込んでいるの――）

　ブラック・バロネットが名前も分からない謎に包まれた男でも、手クセが悪いということだけは確かだ。エリナはムキになって言った。

「残念ね。みんな夢中というのは訂正してもらわないと」

　マリーは姉の文句を無視した。

「だけど彼はどの娘にも心までは渡さない。ずっとある女性を探しているのですって。まだ会ったことはなくても、その女の人だけを愛しているのよ。素敵ね」

「全然」

「もう！　ブラック・バロネットは黒い髪に青い目の、王子様のようなハンサムなのよ。エリーお姉様の夢の王子様かもしれないじゃない。もしも彼の本当の名前が、キットだったらどうするの」

「嫌いになるわ」

　マリーがじれったそうにエリナの両手を握る。ぎゅっと力を込め、眉を下げて懇願した。

「ね、だから街へ出かけましょう。ブラック・バロネットに会ってみたくなったでしょ？」

　エリナはキョトンとして目をしばたいた。それから弾けるような笑い声を上げる。

「マリーってば、それが目的ね。街へは行かない。戦争に勝ったお祭り騒ぎが静まるまで、遠くには出かけない約束でしょ。お父様が心配性で倒れてしまうわ」

　マッカラムの港街には、まだ血の沸いた連中がうろついている。マッカラム侯爵の編成した軍が大きな手柄を上げ、我が国に非常に優位な形で停戦を迎えたのは、つい三ヶ月前のことだ。傭兵たちが街を去るまで無用な外出は禁止だった。父の溺愛が、年頃のマリーには少し窮屈らしい。

　マリーが唇を尖らせる。

「退屈だわ。街では楽しいことがたくさん起こっているのに。このままでは深窓のご令嬢になってしまいそうよ」

　エリナは大げさに嘆くマリーの髪をなでて微笑んだ。

「あなたはとても美しい令嬢よ。それを忘れないで」

　そのとき、マリーがしたよりもずっと遠慮がちなノックが、エリナの部屋のドアを叩いた。続いてなめらかな男の声がする。

「エリー、入ってもいいかい。招待客の席次のことで相談があるんだ」

　ニコラスだった。彼は二週間前からマッカラム邸で過ごしている。

　マリーが雷に打たれたように立ち上がった。あたふたと身なりを整え、白い頬をつねって血色をよくすると、エリナの背後に隠れる。

　エリナの返答を聞き、静かにドアを開けたニコラスは、部屋の中にマリーがいることを知って体中の筋肉を緊張させた。

　ニコラスは背が高く、薄い灰色の目をした、口もとのほくろが色っぽい男だ。滅多に動揺を見せないニコラスが、部屋の入口で固まっている。

　マリーがか細い声でまくしたてた。

「ごきげんよう、ニコラス・マギニス卿。姉とは、その、思い出話をしていただけなんです。グレンへお嫁にいってしまったら、なかなかお話もできなくなってしまいますから。いいえ、ふたりの結婚はとてもうれしいわ。本当にそう思っているのよ。あの、母に邪魔をしてはいけないと言われていますから、私はこれで失礼いたします」

　マリーはつま先に向かって一生懸命に話しかけ、床を睨んだまま部屋から出ていく。ふたりがドアのところですれ違うと、パチッと音がするほど火花が散った。

　エリナは三度目のため息をつく。ニコラスとの結婚が憂鬱なのには、もうひとつ理由がある。なぜ誰も気がつかないのだろう。

　ニコラスとマリーは、互いに目も合わせられないほど惹かれ合っているのに。




　その晩は雨だった。窓を伝う雫の音が静かな夜を奏でる。

　激しくドアを叩かれ、何事かと思って出てみると、部屋の外にニコラスが立っていた。

　エリナは目を丸くする。

「どうしたの、ニック。顔が真っ青よ」

　ニコラスがきつく眉根を寄せた。額に落ちた前髪をかきあげる。

「あの子はここにいないんだな。うちの侍従が、街で似た娘を見かけたと言っている。ひとりだったと」

　エリナは仰天した。思わず窓のほうへ顔を向ける。もう外は真っ暗だ。雨が降る音に気づいたのは三時間ほど前だったか。

「マリー！　黙って屋敷を抜け出したのね」

「探すよ。ひとりにしておくには危険すぎる」

　ニコラスが唸るように言った。廊下に控えていたグレン侯爵家の従者を呼び寄せる。

「馬を用意してくれ。レディ・マリーの外套も。暖炉の火を大きくして、部屋を暖めておくように」

　ニコラスはすばやく指示を出しながら、背を向けて廊下を去っていった。鋭い灰色の双眸には、もうエリナは映っていない。

　エリナも慌てて侍女を呼び、このことを父に報告するように頼んだ。

「雨傘とランプを持ってきて。私もニックと一緒に行くと伝えてね」

　急いで部屋に戻り、外套を羽織る。傘とランプを受け取り、ドレスの裾を蹴りながら玄関を出ると、ちょうどニコラスが馬に跨ったところだった。

　エリナは馬に駆け寄り、ニコラスのうしろによじ登る。

　ニコラスがエリナに手を貸しながら、びっくりして振り返った。

「エリーが馬に乗れるとは知らなかったよ」

「心配しないで。私、ジェットコースターとか得意だから」

　ニコラスは婚約者がなんと言ったのか聞き取れなったけれど、すぐ前に向き直り、港街へ向かって全速力で馬を飛ばした。




　港に着いた頃には雨が弱まっていた。街は濃い霧の奥に沈み、人影の輪郭も曖昧なほどだ。マッカラムの濃霧の港は、夜毎人々をぼんやりとした夢の底に連れていく。

　馬を降りたニコラスとエリナはふた手に分かれた。

　付き添いの従者たちに傘をさすよう指示する。エリナは母の黒いボンネットを被った。結婚した女性が身につけるのが主流だけれど、どうせ七日後には既婚者だ。

　暗闇に目を凝らし、路地の一本一本を確かめる。騒がしい酒場の裏の小径を覗き込んだとき、濡れた地面に組み敷かれる女の白い足が見えた。

　エリナは緊張して胸もとを押さえる。

　男が身動きすると、女性の履物は高さのあるピアネッレだと分かった。めくれたスカートの奥には、七分丈のブラゲッセを履いている。女の腕が広い背中に巻きつき、高い歓びの声が男を誘うように響いた。

　マリーではない。

　エリナはホッとして息を吐いた。たわむれる男女に背を向け、次の角を急いで曲がる。

「きゃ！」

「おっと」

　エリナはそこで背の高い男にぶつかった。

　よろめいたエリナの肩を、大きな手のひらが支える。エリナが思わずしがみついた腕は、逞しく力強かった。エリナの心がわけの分からない懐かしさに歓喜する。エリナをすっぽりと受け止めた男の胸は、ずっと以前から何度もそうしたことがあったかのように、エリナの体にぴったりだった。

「ごめんなさい。どうもありがとう」

　名残惜しく腕を逃れ、ボンネットの下から伏し目がちに男を見上げる。

　エリナはぽかんと口を開けた。

　男は暗闇で見ても分かるほど真っ青な目と、色っぽく乱れた黒い髪を持っていた。漆黒のベストを羽織り、その下にはサッシュベルトを結んで拳銃を吊るしている。中に着込んだ綿のシャツは灰色で、襟もとは緩くはだけられていた。男の骨張った鎖骨の上には、赤い口紅がつけられている。

　背中にはなんとマリーが乗っていた。

　エリナの頭の中でカッと血が沸騰する。

「こんなところにいたのね、バカ！」

　さんざん待たせておいて、どこでなにをしているかと心配していたのに、まさか女遊びに忙しかったとは！

　マリーが姉の剣幕にびくりと肩を縮こませる。男の背に隠れるようにうつむいた。羞恥に唇を噛み締める。勝手に屋敷を飛び出して心配をかければ、優しい姉に怒られるのも当然のことだと思った。

「ごめんなさい、エリーお姉様」

　男がひょいと眉を持ち上げる。

「この子の姉なのか、エリナ。よかった。道端でうずくまって動けなくなってたんだよ」

　マリーは驚いて顔を上げた。

「お姉様、この方と……ブラック・バロネットとお知り合いだったの？」

　エリナは泣きそうな顔でブラック・バロネットを睨みつけていた。

　キットが女たらしの海賊になっていたなんて。嫉妬で髪まで赤くなりそうだ。ああ、マリーはなんと言っていたっけ。マッカラムの娘たちはみんなブラック・バロネットに夢中？　まったくその通りだ。いったい何人の女の子を虜にしたのか今すぐ問いただしたい。

　子猫のように毛を逆立てるエリナに、キットが一歩近づいた。エリナがそのぶん後ずさる。でも、キットはご機嫌だった。エリナのヤキモチなんて最高のご褒美だ。兄に感謝したいとさえ思う。

「エリナ、許してくれ。こういうふうに生まれたのは俺の望んだことじゃない。気がついたら女の子たちが寄ってきていた」

　エリナは盛大に鼻を鳴らした。女たらしの鑑のような台詞！

「残念ね。今世では私たち、結ばれる運命にないのかも。いったい何人の女の子と浮気したの」

　エリナがツンとしてそっぽを向くと、キットもさすがにたじろいだ。マリーを背負ったままエリナの顔を覗き込む。

「浮気なんかしてねーよ。分かるだろ、そういう設定なだけで……」

　もしもマリーがいなかったら、ハンサムで女たらしのブラック・バロネットは乙女の足もとにひれ伏していたかもしれない。なにも罪は犯していないけれど、キットはエリナに許しを乞おうとした。エリナに嫌われたら生涯兄を呪ってやる。

　ふと、霧の中から背の高い男が現れた。キットとエリナの間に体を差し込み、キットの肩を押してふたりを引き離す。エリナは男の影にすっかり隠れてしまった。

「失礼。義妹を保護してくれたというのは君か」

　ニコラスだ。エリナの従者たちが彼を呼びにいったらしい。マリーが指先でブラック・バロネットのベストを弱々しく握った。

　キットが眉根を寄せる。エリナを遠ざけられたのが不満だった。この男は何様のつもりなのか。

　ニコラスは侍従にマリーの外套を持ってこさせると、ブラック・バロネットの背に乗った彼女を包み、半ば奪うようにして抱き上げた。マリーが顔を真っ赤にする。

「あの、ごめんなさい。足首を挫いて、歩けなくなっていたの。そしたら彼が親切にしてくださって、お屋敷まで送ってくれるって……お、お義兄様にご迷惑をおかけするつもりはなかったんです」

　ニコラスの腕の筋肉が張り詰めた。マリーの華奢な体を必要以上に引き寄せてしまう。

「迷惑なものか。君の心配をするのは昔から俺の役目だ、リトル・マリー」

　ニコラスはそれ以上を言うのをぐっとこらえた。本当はマリーに伝えたいことがたくさんあったけれど、今の意気地なしのニコラスでは、ただ姉妹を傷つけるだけだと分かっている。

　エリナがそばに寄ってきて、マリーの手を握りしめた。

「マリー、足のほかに痛いところはない？　彼に会うまでに、なにか危ない目には遭わなかった？」

　実際のところ、キットが妹のそばにいてくれたと知って、エリナはほっとしていた。彼はどんな危険からもマリーを守ってくれたはずだ。

「大丈夫よ、エリーお姉様。彼にたくさんお礼を言いたいわ」

　エリナは口を引き結んだ。コクリと小さくうなずく。

　ニコラスが肩越しに振り返り、ブラック・バロネットに目をやった。

「君には礼を言う。傭兵のブラック・バロネットだろ。先の戦での活躍は耳にしている。レディ・エリーの婚約者として、俺からも褒美を取らせよう」

　キットが度肝を抜かれて口をあんぐり開けた。

　ニコラスはマリーを大事そうに抱え、急ぎ足で表通りに向かう。雨に濡れて震えるマリーを、一刻も早く暖かい屋敷に連れ帰って休ませてやりたかった。

　ふたりはすぐに霧の向こうに消えた。数人の従者とともに残されたエリーは、護衛にニコラスの後を追うよう促されながら、ぎこちなくキットを振り返る。

　キットはショックを受けて青い顔をしていた。

「婚約者だって？　あいつと結婚なんかさせないぞ、エリナ」

　ほかの男のものになるなんて、冗談じゃない。どうやらエリナはマッカラム侯爵家のご令嬢らしい。海賊のキットでは身分がつり合わないとしても、まさか結婚なんてさせるわけにはいかなかった。そんなことになったら、本物の海賊らしく相手の男を殺さなくてはならない。

　エリナがボンネットを目深に直す。

「もう行かなきゃ」

　キットは腕を伸ばし、護衛に背を押されるエリナの肘を掴んだ。

「婚礼はいつだ。俺はいつまでに間に合えばお前を失わずに済む」

　エリナが振り返り、一度だけ目を合わせる。

「七日後よ、キット」

　キットの手の中から、エリナの腕が夜霧のようにすり抜けていった。




　雪のない晴れた冬の日、ウェディングベールがついに完成した。

　侍女たちがふたりがかりでエリナに婚礼の衣装を着せていく。コルセットできつくウエストを締め上げ、円錐型に丸く広がった大仰なパニエを取り付ける。繊細な銀の刺繍が施されたアンダードレスの上に、背中にたっぷりとドレープの作られた象牙色のローブを着た。逆三角形の胸あてをピンで留め、飾り物のようにレースや造花で装飾されていく。髪は異国の公妾が大流行させた、ふんわりと膨らませた形に結い、それからようやくエリナが手作りしたウェディングベールをつけてもらった。

　姿見で花嫁衣装を眺める。婚礼は三日後だ。エリナはお姫様の装いに息が詰まりそうだった。

「当日もこれでいいわ。ありがとう」

「かしこまりました。ほかにご用はございますか、マイ・レディ」

　花嫁が浮かない顔なので、侍女たちは心配そうだった。

「そうね。レディ・マリーを呼んできてくれるかしら。ふたりで少し話をしたいわ」

　普段あまり細かい用事を申しつけてくれないエリナから頼みごとをされたので、侍女たちは張りきってマリーを呼びにいった。エリナはその間もじっと姿見を見つめている。

　背後で一度だけ、ドアの閉まる音がした。部屋がしんと静まり返る。

　エリナはふと、視線を感じて振り向いた。ショックで悲鳴を上げそうになる。それらしい物音はひとつもしなかったのに、ドアの前にブラック・バロネットが立っていた。どうやら彼は本当に凄腕の傭兵らしい。

　キットがこちらへ近づいてきて、エリナのベールを上げる。

「キレイだ。俺のためのドレスじゃないのが心底腹立つよ」

　エリナはたまらずキットの胴に抱きついた。

「遅いわ。待ちくたびれていたところよ」

「ごめん。いろいろと準備を整えるのに手間取ってた。仲間たちも手伝ってくれているんだよ。海賊だから。次のお宝はマッカラム侯爵令嬢だと言ったら、大盛り上がりだった」

　エリナは潮の香りのするくたびれたシャツに鼻をすりつけた。キットが両腕を回し、きつく抱きしめてくれる。王太子だろうと海賊だろうと、エリナは彼の胸の中が一番好きだった。

　キットがエリナのおでこの生え際にキスをする。こめかみにもキスをした。

「それにしてもすごいドレスだな。なんか抱き心地もゴワゴワするし。脱がせ方も分からない」

　エリナが顔を上げる。キットは両手でエリナの頬を包み、目の下を唇でかすめた。お互いがどこにいるのかも分からなかったときの寂しさは、その程度では到底解消されなかった。けれどようやく愛する人と巡り会え、欠けていた部分くらいは満たされた気がする。

　エリナは背伸びをして、キットの唇にキスをしようとした。キットの手がウエストを押し掴み、ひょいっと避けられる。エリナはびっくりして目を瞠った。

　キットがエリナの腰を引き寄せ、かさばるドレスを押しつぶしてぴったりと体を重ねる。耳たぶに軽く歯を立て、低くささやいた。

「俺は怒ってるよ、エリナ。俺を捨ててほかの男と結婚しそうになっていたなんて。エリナが本格的に愚かな間違いを犯す前に見つけられて神に感謝している。つまり、兄貴に。婚約者ってなんだよ、この浮気者」

　エリナは顔を真っ赤にした。

「う、浮気じゃないわ。分かるでしょ、そういう設定なだけで……」

　それからむすっとして頬を小さく膨らませる。

「あなたこそ、ずいぶんとモテる海賊さんらしいじゃない。マッカラムの娘はみんな夢中だって、マリーが言ってた。ここへ来る前は世界中を旅してきたんでしょ。いったい何人の女の子を虜にしてきたの」

　キットが灰色がかった青紫色の目をきらめかせた。やっぱりエリナのヤキモチはかわいくて仕方がない。

　ハンサムな海賊が口端で笑う。

「そうさ、この世界の女の子はみんな俺のことが好きらしい。でも俺が好きなのはエリナだけだよ」

　キットはエリナの背中をしっかり抱くと、腰を折ってバラ色の唇のすぐ横にキスをした。思わせぶりに音を立てて離れると、うっとりしかけたエリナの小さな唇が追いかけてくる。

　エリナはとうとうカンカンに怒った。

「もう、なんなの！　どうしたら機嫌を直すの」

「エリナが好きなのは俺だって証明して。あの男より俺を選べよ」

　キットの目が切なそうにゆがむ。

　エリナはムカムカした。究極の女たらしのくせに、もっともっとと貪欲にエリナを独占しようとするキット。ニコラスと比べて不安になっているキット。首をしめて苦しくなるまで愛をささやくか、もしくは隙間がなくなるまで体中にキスをしたかった。

　エリナはキットの両腕を掴み、暖炉の前の広いソファに押し倒した。ぴったりと体を押しつけ、逞しい肩に手をすべらせる。厚い胸板をなで、硬い腹筋に触れた。男らしい首すじに唇を這わせる。シャツの下に手を潜り込ませ、サッシュベルトの上で指先を遊ばせると、キットが喘ぐように唸り声をもらした。

　エリナは少し気分を良くして、骨張ったセクシーな鎖骨を甘噛みする。ほかの女の口紅がついていた鎖骨。エリナはまた腹が立った。

　キットがたまらず腰の上に跨ったエリナのウエストを掴んで、胸の上までぐいっと引っ張る。エリナの色香にかげった目を覗き込み、唇を尖らせた。

「お前、まさかニコラス卿にも同じようなことしてないよな」

　また嫉妬している。エリナはいい加減おかしくなって笑ってしまった。

「ニックはただの幼馴染よ。それに、あなたならあの夜気づいたでしょう。ニックは妹を愛しているの。マリーもずっとニックのことが好きだった。私とニックが間違いを犯すはずないわ。それなのに結婚しなくはいけなかったのよ」

「見つけるのが遅くなってごめん。世界中探したんだ」

「もうすぐほかの人のものになってしまうところだった。式は三日後なのに」

　キットが動揺して視線を泳がせる。

「あんなやつ、やめとけよ。ここに残るなんて言わないだろ」

　エリナはあえて黙り込んだ。

　キットがガバッと体を起こす。よろめいたエリナを腕の中に捕まえ、胸に置かれたエリナの手を握る。真剣な目で見つめると、エリナがゴクリと息をのんだ。

「俺と結婚しよう、エリナ」

　エリナのまつ毛が震える。キットの心臓も爆発しそうなほど高鳴った。眉を寄せ、ぎゅっと口を引き結んでいる。

　エリナは、キットがこんなに緊張しているのがおかしかった。青い目の奥には不安さえうかがえる。まるで本当のプロポーズのようだ。

　エリナがコクリとうなずいて返事をする。キットがエリナの髪に乱暴に指を差し入れ、頭を引き寄せた。今度こそキスをされると分かって、エリナは満ち足りた気分でまぶたを閉じる。

　そのとき、部屋のドアをノックする音が響いた。エリナの返事を待たずにドアが開く。

「きゃ！」

　顔を覗かせたのはマリーだった。姉と男が絡み合うのを見て小さな悲鳴を上げる。しかも相手がブラック・バロネットだと知り、慌てて両手で口を押さえた。そうでもしないと大声で叫んでしまいそうだった。

　エリナはキットから体を離し、ソファを下りて乱れたスカートの裾を整えた。妹に刺激の強いものを見せてしまったことを恥じ、心の中でこっそりニコラスに謝罪する。ニコラスはマリーにとても過保護だから、目に毒だと言って怒るかもしれない。いつも平静で口数が多くはない彼だけど、きっとマリーのことを生涯大切に愛してくれるだろう。

　エリナはウェディングベールをはずし、妹に歩み寄った。

「エリーお姉様、すごくキレイだわ。私はずっとそう思っていたけど、今までで一番そう見える」

　マリーの純粋な褒め言葉に微笑みながら、妹の髪にベールをつける。

「ありがとう、マリー。あなたもきっと、世界で一番キレイな花嫁になるわ。心から好きな人と結ばれると、みんなそうなるのよ。ウェディングベールはどうか私のを使ってね」

　マリーは目を丸くして驚いた。

　姉はどこかへ行ってしまうらしい。なんだかそんな気がする。ゴクリと息をのみ、うしろから姉を見つめている男を盗み見た。ブラック・バロネットの青い目は、今にも砂糖菓子のように溶け出してしまいそうだ。

　マリーは街で噂のハンサムな男が姉を選んだことを心底誇らしく思ったけれど、急激に寂しくなってしまった。

「本当に彼が、エリーお姉様の夢の王子様だったの？」

　マリーがおそるおそるささやく。

「そうよ。ずっと大好きだったの」

　エリナは幸せそうに笑った。

「あなたも王子様と幸せになるのよ。ニックはあなたを愛しているわ。分かるでしょう。お父様とお母様にそう伝えなさい。グレン侯爵家との婚姻には、誰も反対しないわ。結婚許可証は必要だけどね」

　マリーは幼い娘のように泣きだしたくなった。

「お姉様はどこへ行くの？　ブラック・バロネットが連れて行ってしまうのね。もう会えなくなるの？」

　エリナは妹を抱擁した。そっと額に唇を押しあてる。

「ここではない遠いところよ。結婚許可証がいらないところ。でも、ずっとあなたのことを見守っているから。本当よ。愛しているわ、マリー」




　エリナはキットの傭兵仲間が用意した馬車に揺られていた。キットは隣にくつろいだ態度で座っている。長い脚を組み、時々ご機嫌な口笛を吹いていた。

　エリナは生涯、荷物のように抱え上げられて屋敷から盗み出されたことを忘れない。この悪党の海賊め。まだキスをしてくれないなんて。

「これからどこへ行くの、ブラック・バロネットさん」

　エリナがふて腐れて尋ねると、キットは得意そうに口端を持ち上げた。

「このまま街道を走って、隣国の最初の町の鍛冶屋へ。金床の司祭に結婚を宣言してもらう」

　エリナはあきれて目を丸くした。

「本気で駆け落ちするの？　まさにグレトナ・グリーン婚ってことね」

「海賊だから。生涯の愛を誓ったらひとまずエールで乾杯しよう。その後は海へ出て世界を一周したいな。でも俺はエドワード・ギボンにはならないよ。投獄されそうになったらエリナを連れてこの世界とはおさらばだ」

　馬車は結婚への街道をひた走り、ふたりをハネムーンへ連れ去っていく。冷たい風にはほんの少しだけ春の気配が混ざっていた。凍てついた霧の港街にも、やがてハッピーエンドが訪れる。

　エリナはキットの腕をぐいっと引っ張った。空色の目を細めて睨む。

「それで、いつになったらキスをしてくれるの」

　キットは愉快そうに笑った。エリナの腰に腕を回して抱き寄せる。

「まあまあ、そう急かすなよ。ニコラス卿とマリーは姉の駆け落ちをきっかけに、苦難を乗り越えて幸せな結婚をする。今回も兄貴の小説には大満足だろ、担当さん。俺の女に婚約者なんかつくりやがって。仕舞いにはそう簡単に帰ってやらねーからな。このままふたりで新婚旅行でもしよう。船も金も時間もある」

　エリナは口を横に引き結ぶ。はっきり言って、キットの提案は魅力的だった。毎度毎度、弥生のためにこんなに体を張っているのだから。たまにはロマンス小説の中でふたりきりの蜜月なんて、ご褒美をくれてもいいと思う。

　けれど、海賊に盗まれた令嬢は唇を尖らせて文句を言った。

「分かってると思うけど、七日間だけだからね。それ以上はいろいろ大変なんだから。七日目になったら、ちゃんと私の稀斗を返してね」

　王太子でも、海賊でも、エリナはキットならなんでも好きだ。いつもこの腕が迎えに来てくれると知っている。

　だけど、一番好きな人はここにはいない。吸い込まれるような漆黒の目をした、ただ普通の男の稀斗が大好きだった。

　キットがうれしそうに笑い、頬にちゅっとキスをする。

「もちろん。愛してるよ、瑛莉菜」

　本当の名前で呼ばれると、胸の奥がよりいっそうキュンとなる。

　早くあの黒い目に見つめられたい。何度も彼の名前を呼びたい。そして、愛していると伝えたい。

　だからきっと、七日目にはキスをしてね。





完












あとがき




　こんにちは、ふじさわさほです。

『王太子殿下の溺愛遊戯～ロマンス小説にトリップしたら、たっぷり愛されました～』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。この作品は二〇一四年に『７日目にはキスをして』として小説サイト『Berry's Cafe』に掲載、二〇一六年にはマカロン文庫版『青薔薇の王太子と真実のキス』として刊行されました。

　この度のベリーズ文庫版では文章に修正を加え、ラブシーンは作者の趣味の変遷に合わせて書き換え、さらに特別番外編を書き下ろしております。




　番外編でキットが扮するブラック・バロネットは、大海賊バーソロミュー・ロバーツをモデルにしました。十八世紀までの大航海時代で最後にして最強の海賊と謳われた人物です。四百隻もの船を捕獲した悪党でありながら、とてもハンサムでおしゃれな男だったとか。

　ロバーツの率いる海賊団には厳格な掟があり、屈強な荒くれ者たちがこの約束を素直に守っていたのかと思うと、ちょっぴりかわいいのです。午後八時には消灯、とかね。悪漢で高潔、ならず者でロイヤルなロバーツは「黒い準男爵」の異名を残しています。

　危険でアウトローな男との恋を、エリナと読者の皆様にも、ロマンス小説の中で楽しんでいただけたらうれしいです。




　編集担当の鶴嶋様には心からの感謝を申し上げます。作品に登場する不良作家の如くご迷惑をおかけしたことをお許しください。

　色気大爆発なキットを描いてくださった、浅島ヨシユキ様にもお礼を。海賊コスプレも絶対に似合っていますね。ありがとうございます。

　刊行にあたりご尽力くださいました出版社の方々、家族、癒しの家猫たち、懐の深い友人、お礼を申し上げたい方はたくさんいますが、ページの制約のため、最後は読者の皆様に格別の感謝を申し上げます。

　ありがとうございました。またいつかお目にかかれることを祈って。





ふじさわ さほ
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～ロマンス小説にトリップしたら、たっぷり愛されました～
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